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１．カワラケ田遺跡２次調査地遠景（西から）

巻頭図版１

２．カワラケ田遺跡２次調査地遠景（西から）
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1．カワラケ田遺跡２次調査　Ⅲ－１区道路跡（真上から）

2．カワラケ田遺跡２次調査　Ⅲ－２区道路跡（真上から）

巻頭図版２
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2．カワラケ田遺跡２次調査　Ⅵ区道路跡（東から）

1．カワラケ田遺跡２次調査　Ⅲ－３区道路跡（真上から）

巻頭図版３
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1．カワラケ田遺跡２次調査　Ⅲ―１区道路跡土層（東から）

2．カワラケ田遺跡２次調査　Ⅲ―１区波板状遺構検出（北から）

巻頭図版４

3．カワラケ田遺跡２次調査　Ⅲ―１区波板状遺構完掘（北から）
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序

　福岡県では、平成１９年度から西日本高速道路株式会社からの委託を受
けて、東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施しました。
　本報告書は平成２０～２３年度にかけて行った京都郡みやこ町呰見・下
原に所在する呰見川ノ上遺跡、カワラケ田遺跡２次調査（Ⅲ・Ⅴ・Ⅵ区）、八ッ
重遺跡２次調査の記録です。
　今回報告する３つの遺跡からは、いずれも祓川右岸の河岸段丘上に立
地した古代～中世の集落に関する遺構・遺物を確認しました。その中でも
カワラケ田遺跡２次調査では、大宰府から豊後国府とを結ぶ幅９ｍの古代
道路跡を確認し、当地域の古代道路研究の良好な資料を得ることができま
した。
　本報告書が教育、学術研究とともに、文化財愛護思想の普及・定着の
一助となれば幸いです。
　なお、発掘調査・報告書の作成にいたる間には、関係諸機関や地元を
はじめ多くの方々にご協力・ご助言をいただきました。ここに深く感謝いた
します。

　平成２５年９月３０日

                                                         九州歴史資料館
                                                              館長　荒巻俊彦　　
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例言
１．本書は東九州自動車道建設に伴って発掘調査を実施した福岡県京都郡みやこ町呰見・下原に所
　在する呰見川ノ上遺跡、カワラケ田遺跡２次調査、八ッ重遺跡２次調査の記録と草場角名遺跡の
　石器・木製品の補足で、東九州自動車道関係埋蔵文化財調査報告書の第１０集である。

２．発掘調査および整理報告は西日本高速道路株式会社の委託を受けて、九州歴史資料館（平成
　２２年度までは福岡県教育庁総務部文化財保護課）が実施した。

３．本遺跡は、東九州自動道福岡工事事務所管内の第３８～４１地点にあたる。

４．本書に掲載した図は、カワラケ田遺跡２次調査を坂本真一、城門義廣と臨時職員の宮田剛、海
　出淳平、藤島志考とその他発掘作業員が行った。八ッ重遺跡２次調査は城門が、呰見川ノ上遺
　跡については宮田が行った。

５．本書に掲載した写真は、遺構をカワラケ田遺跡２次調査を坂本、城門、宮田、海出、八ッ重遺
　跡２次調査は城門、呰見川ノ上遺跡は宮田が行った。遺物は北岡伸一が行った。空中写真の撮
　影は東亜航空技研株式会社と九州航空株式会社に委託し、ラジコンによる撮影を行った。

６．出土遺物の整理作業は、当館にて小池史哲の指導の下に実施した。

７．出土遺物及び図面・写真の記録類は九州歴史資料館に保管した。

８．本書に使用した図面の中には、国土地理院発行の１/50,000「行橋・簑島・中津・田川」と
　　１/25,000「行橋・簑島・豊前本庄・椎田」の地形図を改変したものである。本書で使用する 

方位は世界測地系による座標北である。

９．カワラケ田遺跡２次調査と八ッ重遺跡２次調査については下記のような遺跡名の変更を行った。

　○遺跡名の変更
　　　　　　　調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告
　　　　下原七反田遺跡Ⅰ区　　　　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅰ区（平成２３年度報告済）
　　　　下原七反田遺跡Ⅱ区　　　　　　八ッ重遺跡２次調査（今回、報告）
　　　　下原七反田遺跡Ⅲ区　　　　　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅲ区（今回、報告）
　　　　下原七反田遺跡Ⅳ区　　　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅳ区（平成２６年度、報告予定）
　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅴ区　　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅴ区（今回、報告）
　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅵ区　　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅵ区（今回、報告）
　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅶ区　　　カワラケ田遺跡２次調査Ⅱ区（平成２３年度、報告済）

１０．本書の執筆は、呰見川ノ上遺跡については宮田が、八ッ重遺跡２次調査については城門が行い、
　カワラケ田遺跡２次調査の執筆および編集を坂本が行った。
  　なお呰見川ノ上遺跡の科学分析を株式会社古環境研究所が、カワラケ田遺跡の古代道路の分
　析を佐賀大学低平地研究センターが作成した。
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カワラケ田遺跡２次調査周辺の空中写真（１９６２年　国土地理院撮影）
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－ 1 －

Ⅰ　はじめに

　１. 調査に至る経緯と経過

　今回報告する呰見川ノ上遺跡、カワラケ田遺跡２
次調査（Ⅲ・Ⅴ・Ⅵ区）、八ッ重遺跡２次調査は京都
郡みやこ町呰見・下原に所在し、東九州自動車道建
設に伴い発掘調査をした遺跡である。
　東九州自動車道とは、福岡県北九州市から大分県、
宮崎県、鹿児島県鹿児島市までの東九州の各都市を
繋ぐ総延長４３６㎞の高速道路である。
　福岡県内では、平成１８年２月に小倉 JCT から苅田
北九州空港 IC までが供用されている。それに先立つ
発掘調査を京都郡苅田町大字雨窪で実施し、『東九
州自動車道関係埋蔵文化財調査報告１』（雨窪遺跡群）についての報告書を平成１６年に刊行して
いる。
　平成１７年１０月１日には日本道路公団が民営化し、同月１１日には西日本高速道路株式会社九州支
社福岡工事事務所との１７・１８年度の事業計画についての初めて協議を行った。平成１８年には東
九州自動車道建設予定地内の埋蔵文化財の有無について（照会）をした。平成１９年３月２６日には「東
九州自動車道（苅田北九州空港 IC ～行橋 IC 間）埋蔵文化財協定書」を交わし、苅田町の岩屋古
墳群で最初の調査を着手した。続く、平成２０年４月２２日には「東九州自動車道（行橋 IC ～豊津 IC 間）
埋蔵文化財協定書」を交わし、同年１０月３日には豊津 IC 内でカワラケ田遺跡２次調査を開始した。
詳細については各報告書に記されている。今回、調査を行った３遺跡については、以下である。
　呰見川ノ上遺跡は今回報告する中では祓川の東側に位置し、周知の埋蔵文化財包蔵地として登
録されていた。周辺では、呰見樋ノ口遺跡の調査が行われ、古代の道路跡が発見されていた。平
成２１年６月２３日に確認調査を行い、２２年７月１１日から調査に着手した。
　カワラケ田遺跡２次調査Ⅰ区・Ⅱ区の詳細については平成２３年度に報告した、『東九州自動車道
関係埋蔵文化財調査報告３』を参照して頂きたい。Ⅲ区については現在も残る古代道路の延長線
上に位置したことから、２０年７月２８～３０日の試掘調査により道路跡が確認された。同年１２月１７日
からまずⅢ―1・２区の調査を開始した。椎田道路に接するⅤ区は２１年６月２３日の確認調査により、
溝やピットなどの遺構を確認したので、２２年１月 6 日から調査を開始した。Ⅵ区については、２１年１
月８日および２２年１月２６日の試掘結果により、２２年４月 9 日から調査を開始した。
　八ッ重遺跡は昭和６２年度に椎田バイパスの建設に伴い発掘調査が行われ、円形住居跡や井戸
などが検出された。今回の２次調査の対象地は、１次調査地の南側に当たる。八ッ重遺跡について
も平成２０年７月２８～３０日の確認調査が行われた。確認調査の結果、ピットや土坑が検出されたた
め、同年１１月５日より調査に入った。
　道路を挟んで北側の調査区については、２１年３月２７日の確認調査の結果、南側で検出された溝
の続きを検出したので、同年４月 7 日から調査を開始した。

第１図　京都郡みやこ町の位置
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２. 調査・報告の組織

　平成２０～２５年度の調査・報告に関わる西日本高速道路株式会社九州支社と福岡県教育委員会
の関係者は以下のとおりである。
　西日本高速道路株式会社九州支社

	   ２０年度	   ２１年度	   ２２年度	   ２３年度	   ２４年度	   ２５年度

支社長	 久保昌紀	 久保昌紀	 久保昌紀（～ 9.30）	 本間清輔	 本間清輔	 本間清輔

			   本間清輔（10.1 ～）

　同福岡工事事務所

所長	 竹國一也	 福田美文	 福田美文	 中園明広	 源谷秋義	 源谷秋義

副所長（技術担当）	 高尾英治	 高尾英治（～ 9.30） 	 岩尾　泉（～ 9.30）	 入江壮太	 松繁浩二	 松繁浩二

		  岩尾   泉	 入江壮太（10.1 ～）	 今井栄蔵（～ 9.30）	 井　秀和	 井　秀和

				    井　秀和（10.1 ～）

副所長（事務担当）	 塚本國博（～ 9.30）	 原野安博	 原野安博	 原野安博	 原野安博	 甲斐島武司

	 原野安博（10.Ⅰ～）				  
（用地課長兼務）

総務課長	 白川雄二	 白川雄二（～ 9.30）	 江口政秋	 江口政秋	 馬場孝人	 馬場孝人

		  江口政秋（10.1 ～）

用地課長	 桑原和之	 桑原和之	 桑原和之	 桑原和之	 桑原和之（～ 5.10）	 甲斐島武司

工務課長	 大久保良和	 大久保良和（～ 9.30）	石塚　純	 石塚　純（～ 9.30）	 堅山哲二	 田中康一郎

		  石塚　純（10.1 ～）		  堅山哲二（10.1 ～）

みやこ築上工事長	 山根良知	 山根良知（～ 9.30）	 大久保良和	 大久保良和	 大久保良和（～ 5.10）	大原和章

		  大久保良和（10.Ⅰ～）			   大原和章（5.11 ～）

福岡県教育委員会

	   ２０年度	   ２１年度	   ２２年度	   ２３年度	   ２４年度	   ２５年度

　総　括

教育長	 森山良一	 森山良一	 森山良一	 杉光　誠	 杉光　誠	 杉光　誠

教育次長	 楢崎洋二郎	 楢崎洋二郎	 亀岡　靖	 荒巻俊彦	 荒巻俊彦	 城戸秀明

総務部長	 荒巻俊彦	 荒巻俊彦	 今田義雄	 今田義雄	 西牟田龍冶	 西牟田龍冶

文化財保護課課長	 磯村幸男	 平川昌弘	 平川昌弘	 伊﨑俊秋	 伊﨑俊秋	 伊﨑俊秋

副課長	 池邉元明	 池邉元明	 伊﨑俊秋

参事	 新原正典	 小池史哲	 小池史哲

	 池邉元明	 伊﨑俊秋

課長補佐	 前原俊史	 前原俊史	 日高公徳

調査第一係長	 小田和利	 吉村靖徳	 吉村靖徳
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　庶　務　　　　　

管理係長	 富永育夫	 富永育夫	 富永育夫

庶務担当	 小宮辰之	 野田　雅	 仲野洋輔

　調査・整理

調査第二係長	 飛野博文	 飛野博文	 飛野博文

参事補佐		  新原正典	 新原正典

主任技師	 坂本真一	 坂本真一	 坂本真一

技師	 城門義廣

臨時職員		  藤島志考	 宮田　剛

			   海出淳平

調査補助員	 海出淳平

	   ２０年度	   ２１年度	   ２２年度	   ２３年度	   ２４年度	   ２５年度

九州歴史資料館

総括

館長				    西谷　正	 西谷　正	 荒巻俊彦

副館長				    南里正美	 篠田隆行	 篠田隆行

参事						      飛野博文

企画主幹（総務室長）				    圓城寺紀子	 圓城寺紀子	 圓城寺紀子

企画主幹（文化財調査室長）			   飛野博文	 飛野博文

企画主幹（文化財調査室長補佐）				    吉村靖徳	 吉村靖徳

技術主査（文化財調査班長）			   小川泰樹	 小川泰樹	 小川泰樹

　庶　務

企画主査（総務班長）				    塩塚孝憲	 長野良博	 長野良博

事務主査					     青木三保	 青木三保

						      南里成子

主任主事				    近藤一崇	 近藤一崇

主事				    谷川賢治	 谷川賢治	 三好洸一

　整理・報告

技術主査（保存管理班長）			   加藤和歳	 加藤和歳	 加藤和歳

参事補佐				    小池史哲	 小池史哲	 池邉元明

主任技師				    坂本真一	 坂本真一	 坂本真一

				    城門義廣	 城門義廣	 城門義廣

臨時職員				    宮田　剛	 宮田　剛	 宮田　剛

　　　　　　　　　　　　
　なお、発掘調査にあたってはみやこ町教育委員会、工事関係者、そして呰見・下原区長の御協
力を得て、無事に終了することができました。記して謝意を表します。
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第２図　東九州自動車道調査地点（１/１００，０００）
※国土地理院発行の 1/ ５０，０００『行橋』『田川』『蓑島』『中津』を改変
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表１　東九州自動車道関係発掘調査地点一覧

地点 工事件名 遺跡名 所在地 対象面積
（㎡） 試掘年度 調査面積

（㎡） 調査年度 報告年度 既刊報告
書番号 備考

0 苅田 IC 雨窪遺跡群 京都郡苅田町大字雨窪 H12・13 4000 Ｈ 13･14 H15 1 集
1 福岡 京都郡苅田町大字雨窪 1700 H22 遺跡なし
2 福岡 京都郡苅田町大字提 4500 H21

3 福岡 馬場遺跡群 京都郡苅田町大字提・馬
場 13100 H16・20・21 1200 H20 H24 ４集

4 福岡 馬場遺跡群 京都郡苅田町大字馬場・
南原 35300 H18･19 3900 H19･20 H24 ４集

5 福岡 京都郡苅田町大字集 32100 H21･22 遺跡なし
6 福岡 京都郡苅田町大字下片島 30600 H18・20・21
7 福岡 京都郡苅田町大字下片島 10700 H18 遺跡なし
8 福岡 岩屋古墳群 京都郡苅田町大字上片島 24200 H20 ～ 22 5000 H19 H24 ５集
9 福岡 岩屋古墳群 京都郡苅田町大字上片島 29600 H20 ～ 22 H19 H24 ５集
10 福岡 京都郡苅田町大字上片島 21500 H20 遺跡なし

11 福岡 上片島遺跡 京都郡苅田町大字岡崎・
上片島 18200 H20 8440 H21 ～ 23 H24 ５集

12 福岡 上片島遺跡 京都郡苅田町大字上片島 7500 H20 6180 H21 H24 ５集
13 福岡 行橋市延永 12200 H19 遺跡なし
14 福岡 行橋市延永 17500 H19 遺跡なし
15 福岡 延永ヤヨミ園遺跡 行橋市延永・吉国 24810 H22 24810 H19 ～ 23 H23 ～ ２・9 集
16 福岡 行橋市吉国 4400 H20 遺跡なし
17 福岡 行橋市吉国 5100 H19 遺跡なし
18 福岡 行橋市吉国・下検地 82500 H18・19 遺跡なし
19 福岡 行橋市下検地 12710 H22 遺跡なし
20 福岡 行橋市上検地・下検地 20650 H22 遺跡なし

21 福岡 行橋市上検地・中川・大
野井 19190 H22 遺跡なし

22 福岡 行橋市大野井・宝山 4820 H20・22 遺跡なし
23 福岡 行橋市宝山 10050 H20 遺跡なし
24 福岡 宝山小出遺跡 行橋市宝山 16100 H20 6360 H21・22
25 福岡 宝山桑ノ木遺跡 行橋市宝山・流末 46620 H20･21 31550 H22 ～ 24
26 福岡 流末溝田遺跡 行橋市流末 14710 H20･21 2900 H22
27 福岡 行橋市流末 840
28 福岡 矢留堂ノ前遺跡 行橋市矢留 18590 H20 12750 H21 ～ 23
29 福岡 行橋市矢留・南泉 7000 H20･22

30 福岡 福 原 長 者 原 遺 跡 
福原寄原遺跡 行橋市南泉 18774 H19･22 16574 H22 ～ 24

31 福岡 福原寄原遺跡 行橋市南泉 10950 H21 3300 H21

32 福岡 竹並大車遺跡
竹並ヒメコ塚古墳 行橋市南泉 13888 H21・22 13888 H22 行橋市

による調査
33 福岡 竹並大内田遺跡 行橋市南泉 17636 H20・21 4560 H21 H24 ６集

34 福岡 鬼熊遺跡 行橋市南泉 15013 H20 15013 H21 H21 行橋市
による調査

35 福岡 草場角名遺跡
国作三角遺跡

行橋市南泉・京都郡みや
こ町国作 42940 H20 ～ 22 3420 H22・23 H24・25 ６集

36 福岡 八反田遺跡
京ヶ辻遺跡

京都郡みやこ町国作・田
中・有久 29491 H20 ～ 22 29491 H21 ～ 23

H21 八反田
遺跡はみや
こ町による
調査

37 福岡 京都郡みやこ町有久 1110 H21 遺跡なし

38 福岡 呰見川ノ上遺跡 京都郡みやこ町呰見 1132 H21 1132 H22 H25 10 集
（本冊）

39 福岡 呰見中園遺跡
呰見大塚古墳 京都郡みやこ町呰見 8218 H21・22 5918 H21 ～ 23

H22 呰見中
園遺跡はみ
やこ町によ
る調査

40 福岡 カワラケ田遺跡
八ッ重遺跡

京都郡みやこ町呰見・下
原 45510 H19 ～ 21 22763 H20 ～ 22 H23 ～ ３・10 集

（本冊）

41 福岡 カワラケ田遺跡 京都郡みやこ町呰見 5080 H21 3580 H21・22 H23 ～ 10 集
（本冊）

42 福岡 安武深田遺跡 築上郡築上町安武 26000 H21・22 26000 H22 一部築上町
による調査

43 福岡 築上郡築上町小原 24359 H21
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Ⅱ　位置と歴史的環境

　今回報告する３遺跡の所在する京都地域とは福岡県の北東部に位置し、現在の行政区では一市
二町で構成される。行橋市と京都郡苅田町、そして遺跡の所在するみやこ町である。古代では豊前
国に含まれた地域の一つで、周囲は東に周防灘、西に英彦山山系が広がる自然と歴史が豊かな地域
である。
　豊前国内では五畿七道（古代の行政区画）のうちの一つ西海道が通る。この地域の西海道は到
津駅で山陽道を分かれて、福岡県内の東側や豊前国内を通るルートから、研究者の間では西海道
東路、西海道豊前路とも言われる。豊前国内の駅馬については、『延喜式』によると「杜埼、到津
各十五疋。田河、多米、刈田、築城、下毛、宇佐、安覆各五疋」とある。豊前国内には九駅を設
置し、京都地域には「多米、刈田、築城」の三駅を設置していた。現在、駅家の位置は推定されるが、
発見までは至っていない。しかし、この京都地域内では今回報告するカワラケ田遺跡２次調査以外
にも、大谷車堀、天生田矢萩、天生田大池、呰見樋ノ口、八ッ重、越路二月田、坂本正毛田遺跡
の７遺跡で古代の道路跡が発見されている。京都地域の西海道はみやこ町で確認された豊前国府
跡を中心に考えると大きく３つのルートがある。
　1 つ目は刈田駅～豊前国府とを結ぶルート、２つ目は大宰府と豊前国府とを結ぶルート、最後の３
つ目は豊前国府と豊後国府とを結ぶルートである。この３つのルートについては日野尚志、戸祭由美
夫、木下良と最近では木本雅康の研究があり、第３図で示すルートもこれらの研究者の考えを踏ま
えて作成している。
　１つ目の刈田駅～豊前国府とを結ぶルートでは海際と山際の２つのルートにさらに分けられる。現
在の所、どちらのルートも発掘調査で古代道路跡を確認していない。延喜式以前の道路と考えられ
ている海際ルート沿いでは、みやこ町国作・惣社にある豊前国府の西側を北上して釜割池を横切り、
現在は宅地になったが竹並遺跡東側の切通し状の痕跡、初期の豊前国府跡と考えられる福原長者
原遺跡の東側を通る。北上する途中には、やや東へ離れる所に７～９世紀に比定される９棟の掘立
柱建物跡が発見された在地有力層の居館跡と考えられる崎野遺跡がある。そのまま現在の行橋市
の中心部の西側を通って高城山の南裾にぶつかり、その裾に沿って北上して刈田駅に向かう。刈田
駅に向かう途中には東側に４・５世紀のこの地域の有力者の巨大古墳である御所山、番塚、石塚山
古墳の近くを通る。
　山際のルートでは多米駅推定地から、現在の県道長尾・稗田・平島線を北上する。途中、古墳
時代終末期の古墳である橘塚・綾塚古墳の間を通り、行橋市須磨園の椿市廃寺の横を通る。８世
紀前半頃に創建された椿市廃寺は、講堂と一部回廊が検出されている。また椿市廃寺の南西には、
蛇紋岩製丸鞆を出土した高来井正丸遺跡もある。さらに平尾台の東裾に沿って北上すると黒添赤木
遺跡、唐三彩の陶枕片や緑釉陶器片が出土した谷遺跡の近くを通る。高城山の西にある京都峠通っ
て、殿川ダムを通過し、刈田駅に向かう。なお、刈田駅についてはその所在については現在不明だが、
戸祭が大字名の馬場の可能性を挙げている。そのことを示すように平成２０年度の馬場長町遺跡の
調査では、当地域内でも最も多くの越州系青磁、製塩土器などが出土し、官衙的施設の存在を伺わ
せている。
　２つ目のルートでは田川郡内で古代の道路跡の発掘調査は行われていないが、障子ヶ岳越えをし
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第３図　周辺遺跡分布地図（１/１００，０００）
※国土地理院発行の１/ ５０，０００『行橋』『田川』『蓑島』『中津』を改変

１呰見川ノ上遺跡　２カワラケ田遺跡２次調査　３八ッ重遺跡２次調査　４呰見大塚古墳　５呰見樋ノ口遺跡　６豊前国府跡
７豊前国分寺　８豊前国分尼寺跡　９上坂廃寺　10 船迫窯跡群　11 安武深田遺跡　12 赤幡森ヶ坪遺跡　13 築城千代遺跡
14 越路貴船遺跡　15 越路六郎遺跡　16 越路二月田遺跡　17 坂本正毛田遺跡　18 彦徳甲塚古墳　19 甲塚方墳　20 竹並遺跡
21 竹並ヒメコ塚古墳　22 福原長者原遺跡　23 崎野遺跡　24 天生田大池遺跡　25 天生田矢萩遺跡　26 大谷車堀遺跡
27 御所ヶ谷神護石　28 大久保向原遺跡　29 橘塚古墳　30 綾塚古墳　31 延永ヤヨミ園遺跡　32 高来井正丸遺跡　33 椿市廃寺
34 黒添赤木遺跡　35 谷遺跡　36 御所山古墳　37 番塚古墳　38 石塚山古墳　39 馬場長町遺跡　40 古代道路推定線（破線部分）
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て多米駅に向かい、そのまま真東
に向かって御所ヶ谷神籠石のある
御所ヶ岳や馬毛ヶ岳の北側の裾を
通って、八景山まで一直線に通る。
八景山にある甲塚方墳で南東に向
きを変えて、豊前国府の南側を通
る。甲塚方墳から西側では、大谷
車堀、天生田矢萩、天生田大池の
３遺跡で古代道路跡の調査が行わ
れているが、東側の豊前国府まで
は古代道路跡の発掘調査は行われ
ていない。しかし木本によると松田
池付近の窪地で小字名「足形」な
どの駅路に関する痕跡を確認している。また豊前国府周辺では、圃場整備以前の空中写真によりそ
の存在を確認できる。
　３つ目の豊前国府と豊後国府とを結ぶルートでは、豊前国府と豊前国分寺および豊前国分尼寺の
間を南東方向へほぼ一直線で豊前市松江まで進む。ルート上ではみやこ町呰見・下原地区の祓川
近くの呰見樋ノ口、本報告のカワラケ田、八ッ重、やや離れるが築上町越路・坂本地区の越路二月田、
坂本正毛田遺跡の５遺跡で古代道路跡の発掘調査が行われいる。また現在も自衛隊の築城基地内
でも切り通し痕跡があり、複数の場所で古代道路跡が残っている。なお、このルート周辺では豊前
国府とカワラケ田遺跡で巡方が、赤幡森ヶ坪遺跡と越路貴船遺跡では丸鞆が出土したなど興味深
い。今回、報告する呰見川ノ上遺跡では官衙的施設はないが、緑釉陶器片や製塩土器片が出土し
た。またカワラケ田遺跡２次調査より南東側には船迫窯跡群や安武深田遺跡や赤幡森ヶ坪遺跡など
古代の集落や関連遺跡もある。
　このように京都地域内では、古代道路跡およびその周辺遺跡について調査が行われているが、郡
衙や駅家や伝路など関連遺跡については未発見が多く今後の新たな発見が待たれる。

（参考文献）

　小川秀樹編２００１『崎野遺跡』行橋市文化財調査報告書第２８集　行橋市教育委員会
　小川秀樹編２０１２『大谷車堀遺跡』行橋市文化財調査報告書第４２集　行橋市教育委員会
　木下良　１９８３「西海道の古代官道について」『大宰府古文化論叢　上巻』九州歴史資料館
　木本雅康２００４「６　古代の官道」『行橋市史　上巻』行橋市史編纂委員会
　木本雅康２０１１「豊前国京都・仲津両郡における古代官道」『古代官道の歴史地理』同成社
　坂本真一編２０１２『カワラケ田遺跡２次調査１』東九州自動車道関係埋蔵文化財調査報告３　九州歴史資料館
　坂本真一２０１３　「研究ノート　京築地域の古代道路」九州歴史資料館研究論集３８　九州歴史資料館
　末永弥義編１９８９『八ッ重遺跡』椎田バイパス関係埋蔵文化財調査報告１　豊津町教育員会　
　末永弥義編２０００『呰見樋ノ口遺跡』豊津町文化財調査報告書第２２集　豊津町教育員会
　末永弥義編２００４「豊前国」『古代道路事典』古代交通研究会
　飛野博文編２００４『雨窪遺跡群』東九州自動車道関係埋蔵文化財調査報告１　福岡県教育委員会
　戸祭由美夫１９７９「第三節　豊前国」『古代日本の交通路Ⅳ』大明堂
　長嶺正秀編『谷遺跡』苅田町文化財調査報告書第１１集　苅田町教育委員会
　日野尚志１９７４「豊前國京都・仲津・築城・上毛四郡における条里について」『佐賀大学教育学部研究論文集　第２２集』佐賀大学教育学部
　日野尚志２００１「豊前企救郡の駅路について」『佐賀大学文化教育学部研究論文集　第５集』佐賀大学文化教育学部
　山本健太郎編２００２『越路二月田遺跡　坂本正毛田遺跡』椎田町文化財調査報告書第１２集　椎田町教育委員会
　吉村靖徳編１９９９『天生田大池遺跡』福岡県文化財調査報告書第１３７集　福岡県教育委員会
※呰見川ノ上遺跡、八ッ重遺跡２次調査、カワラケ田遺跡２次調査の所在するみやこ町呰見・下原地区周辺についての詳細な歴史的環境については
『東九州自動車道関係埋蔵文化財調査報告３』で報告しているので参照されたい。

現代も残る古代道路の痕跡
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第４図　呰見川ノ上、カワラケ田、八ッ重遺跡２次調査区割り図（１/ ３, ０００）
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Ⅲ　呰見川ノ上遺跡

１. 調査の概要

　呰見川ノ上遺跡は、平成２１年の確認調査の結果により、みやこ町呰見７７７－１、７７９－１・２の
９７０㎡を調査対象地とした。調査対象地は祓川右岸の河岸段丘上の岸際に立地する。調査前は圃
場整備された田地であった。調査地は東西に細長い形であり、排土置き場との関係などで全面を表
土剥ぎすることができなかった。そのため、調査区を３つに分けた。まず東側の手前部分を１区として、
平成２２年７月１１日からバックホーによる表土剥ぎを開始した。１区終了後、調査対象地の東側約２
/ ３を２区として調査を続けた。２区埋戻し後に、西側の約１/ ３を３区として調査を行った。１０月２０
日は調査区を埋め戻して、約四ヶ月間の調査を終了した。
　今回の調査では、表土および圃場整備時の盛土を約３０㎝除去すると遺構面を確認した。遺構は
まばらであったが、竪穴住居跡３軒、土坑１１基、水田、水口状遺構、溝状遺構９条、不明遺構７基
とピット多数を検出した。
　なお、調査と報告では、以下の遺構名の変更を行った。
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　調査時　　　　　　　　　　報告時
　　　　　　　　　　４号土坑（ＳＫ０４）　　→　 ８号不明遺構（ＳＸ０８）
　　　　　　　　　　ピット２７６（Ｐ２６）　　→　 ６号不明遺構（ＳＸ０６）
　　　　　　　　　８号不明遺構（ＳＸ０８）　→　１３号土坑（ＳＫ１３）
　　　　　　　　　６号不明遺構（ＳＸ０６）　→　１２号土坑（ＳＫ１２）
　　　　　　　　　１０号不明遺構（ＳＸ１０）→　１０号土坑（ＳＫ１０）
　　　　　　　　　１１号不明遺構（ＳＸ１１）　→　１１号土坑（ＳＫ１１）
　　　　　　　　　６号溝（ＳＤ０６）　　　　→　１８号不明遺構（ＳＸ１８）
　　

２．竪穴住居跡（図版 3、第６・７図）
　竪穴住居跡はいずれも西側の３区で３軒検出した。
　
　１号竪穴住居跡（図版３、第６図）
　３区北西側の調査区際で検出した住居跡である。当初、調査区際にあるため半分程しか検出しな
かったが、その後残り半分を拡張して調査を行った。住居跡はやや不整形な台形状を呈するが、約２．
４×２．０ｍ、深さ約０．３ｍを測る。最初、土坑の可能性を考えたが、土層観察の結果、約５㎝の厚
みの貼り床層とやや西よりの中央には主柱穴と思われる径０．４ｍのピットを確認したので、竪穴住居
跡とした。貼り床下は、中央の主柱穴部分を残して深さ０．３ｍ程を掘ることができた。なお、１層か
らは古墳時代後期頃の須恵器片が出土し、それ以下からは古墳時代前期頃の土師器片が出土した。
少なくとも古墳時代後期以前の住居跡と思われる。
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　１号竪穴住居跡出土土器（第７図）
　１～６は土師器である。１と２は壺の口縁部片である。１は口縁端部手前で外側へ開く。２は１よりゆ
るやかに開く。３と４は複合口縁壺の破片である。３は内傾する口縁部片で、口縁端部がやや丸みを
もち、外面はナデ、内面に刷毛目を施す。４は頸部に近い口縁部が接合面で欠損した破片である。
調整は内外面に刷毛目、内面には刷毛目と指による圧痕が残る。５も甕の口縁部片である。6 は器台
片又は高坏脚部片か。復元径１７．６㎝、焼成は良好で、内外面ともに刷毛目を施す。７と８は須恵器
の坏身片である。７は口縁部を欠損するが、受け部径で１５．８㎝を測る。８は坏身の底部片である。
　
　２号竪穴住居跡（図版３、第６図）
　１号竪穴住居跡のすぐ北西側で検出した住居跡である。上部はほとんど削平されていたが、僅か
に竈の袖部分が約５㎝残存していた。住居跡は調査区際で検出したため、主柱穴と思われるピット
をいくつか確認したがどれが該当するのか不明である。形状はほぼ方形状を呈し、長さ約３．６×３．２
ｍ以上、深さ約０．１ｍを測る。古墳時代前期頃の土師器片が出土したが、竈の周辺から須恵器の坏
片が出土したことから、古墳時代後期頃の住居跡と思われる。
　出土土器（第７図）
　９・１０は土師器である。９は高坏の脚部片である。復元径８．６㎝を測る。外面はタテ方向、内面
は横方向の刷毛目を施す。１０は鉢片で、復元径１５．８㎝を測る。口縁部は少し厚手になるが、きれ
いに形づくられている。内外面には刷毛目を全体的に施すが、外面はナデにより、刷毛目が消える。
１１は須恵器の坏蓋片である。外面底部には僅かにヘラケズリの痕跡がある。

　３号竪穴住居跡（図版３、第６図）
　２号竪穴住居跡に切られる形で検出した住居跡で、２号住居跡と同様に上部を削平されていた。
これも明確に主柱穴と思われる遺構は検出できなかった。検出状況からほぼ方形状を呈し、約２．４
×２．３ｍ以上、深さ約０．１ｍを測る。遺物はいずれも細片で図化できるものはなかったが、２号竪穴
住居跡に切られることや周辺から古墳時代前期頃の遺物が出土するので、古墳時代後期以前の住
居跡の可能性がある。

３．土坑（図版４～６、第８～１３図）
　土坑は２・３区で１１基検出した。ほとんどの土坑が上面を削平されていて遺構の状態としてはあ
まり良くない。整理報告時で、いくつかの番号を変更したため、４・６号は欠番である。
　
　１号土坑（図版４、第８図）
　３区の北西隅で検出した土坑である。形状は円形で径約１．１ｍ、深さ約０．４ｍを測る。埋土は黒
褐色シルト質埴壌土の単層である。中央付近では土師器の甕が約１個体分出土した。時期はこの土
器から考えると、６世紀後半頃と思われる。
　出土土器（図版１１、第１０図）
　１２は土師器の長胴甕で、口縁端部に向かって外側に開き、口径で１５．２㎝を測る。約９割は残存
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第６図　１～３号竪穴住居跡実測図（１/ ４０）

0a　10YR 5/3　にぶい黄褐色埴壌土　（現耕作土）
0b　7.5YR 6/4 ～ 6/6　にぶい橙色～橙色埴壌土　（1970 年代の圃場整備時埋土）
1a　7.5YR 3/1　黒褐色シルト質埴壌土　やや締まる　地山ブロックを少量含む
1b　7.5YR 3/1.5　黒褐色シルト埴壌土　やや締まり砂質　地山ブロックを少量含む
1c　7.5YR 3/2　黒褐色シルト質埴壌土　やや締まり砂質　地山ブロックを少量含む
2a　7.5YR 3/2　黒褐色シルト質埴壌土　やや砂質　橙色粒子含む
2b　7.5YR 3/2　黒褐色シルト質埴壌土　やや粘砂質　橙色粒子含む
3　5YR 3/2　暗赤褐色シルト質埴壌土　やや粘質　炭化物を少量含む
4　10YR 3/2 ～ 3/3　黒褐色～暗褐色シルト質植壌土　やや粘砂質　炭化物含む
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第７図　１・２号竪穴住居跡出土土器実測図（１/ ３）
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するが、底部のみ欠損する。全体的に薄手に作られ、調整は外面に縦方向の刷毛目、内面には横方
向の刷毛目を施す。
　
　２号土坑（図版４、第８図）
　１号土坑の西側で検出した土坑である。形状は楕円形で、長軸約１ｍ、短軸０．８ｍ、深さ約０．１５
ｍを測る。埋土は黒褐シルト質埴壌土と土坑底面中央にあった焼土の塊などで大きく２層に分層で
きる。時期は図化のできなかった土師質鉢の小片から中世頃と思われる。
　
　３号土坑（図版４、第８図）
　２号土坑の西側で検出した土坑である。調査区際で検出したので、半分のみ掘削した。形状はほ
ぼ円形状で、長さ約１．３ｍ、深さ約０．３５ｍを測る。西側をピットに切られるが、断面では逆台形状
となる。埋土は黒褐色シルト質埴壌土だが、粘質の度合いから２層分かれる。時期は須恵器の坏蓋
片から６世紀末～７世紀初め頃か。また出土遺物には土器片以外に、混入した扁平打製石斧がある。
　出土土器（第１０図）
　１３と１４は高坏の脚部片である。１３は短い脚部片で、脚部の中程で外側に向かって大きく開く。
脚部径１２．４㎝測る。１４は長脚片で、脚部下半には円形に穿孔された痕跡が３ヶ所ある。外面には
縦方向のミガキ、内面には刷毛目が施される。１５は口縁端部を欠損する須恵器の坏蓋片である。
　
　５号土坑（第８図）
　２号竪穴住居跡に切られた状態で検出した土坑で、遺構の残り具合は悪く、上部は削平されてい
た。形状は不整円形で、長軸約１．４ｍ、短軸約１．１ｍ、深さ約０．１ｍを測る。中央には円形の浅いピッ
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トがあり、径約０．２５ｍ、深さ約０．０５ｍを測る。出土遺物はなかったが、中央にあるピットから弥
生時代の貯蔵穴の可能性がある。
　
　７号土坑（図版５、第８図）
　３区の１号竪穴住居跡の南側で検出した土坑である。中央付近は木の根の攪乱を受け、また北
西側と東側をピットに切られる。形状は長円形状で、長軸約０．９ｍ、短軸約０．７ｍ、深さ０．１ｍを
測る。図化のできない「く」の字に曲がる土師器の甕の小片が出土した。その他には扁平磨製石
斧などの石材片も出土した。
　
　８号土坑（第８図）
　７号土坑のすぐ南西側で検出した土坑である。形状は長円形状で、長軸約１．５ｍ、短軸約０．６ｍ、
深さ約０．２ｍを測る。埋土の黒褐色シルト質埴壌土からは土師器片とそれ以外にも赤色顔料が付
着した石材片が出土した。
　出土土器（第１０図）
　１６は土師器の甕底部片である。胴部下半以下が残存していて、底部は平底である。外面は摩
滅し、指圧痕が所々に残る。内面は細かいケズリが施される。
　
　９号土坑（図版５、第８図）
　８号土坑の南東側で検出した土坑である。形状は長円形状で、長軸約１．６ｍ、短軸約０．７ｍ、
深さ約０．２５ｍを測る。東側の一段高いテラス部分では、土器が出土した。時期は弥生時代前期
頃の甕片が出土したが、図化のできない土師器小皿片と瓦質鉢片も出土したので、中世頃と思わ
れる。
　出土土器（第１０図）
　１７は弥生土器の甕である。口縁端部で外側に向かって開き、厚手な作りである。頸部下には１
本深い沈線が巡っている。調整は内外面ともに刷毛目であるが、内面には指押さえの痕跡が明瞭
に残る。１号竪穴住居跡出土の破片と接合した。復元口径で２２．８㎝を測る。　
　
　１０号土坑（図版５、第９図）
　２区の南西側で検出した土坑である。上部は削平され、また北東側は現代の暗渠、東側は撹乱
に一部切られていた。形状は長円形で、長軸約２．４ｍ、短軸約１．７ｍ、深さ０．１５ｍを測る。埋土
は主に黒褐色シルト質埴壌土で、中央やや西よりで土器や礫が出土した。
　出土土器（第１０図）
　１８と１９は瓦器椀で、ともに復元口径１５．８㎝を測る。１８は約１/ ６、１９は約１/ ４しか残ってな
かった。いずれも口縁端部に向かって内湾しながら開く。高台は逆台形と三角形になる。調整は外
面にナデや指押さえの痕跡、内面には僅かに横方向のミガキの痕跡がある。２０は瓦質に近い須
恵質鉢の口縁部片か。断面が三角形状で、内外面ともに横ナデ調整である。
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2号土坑
1　7.5YR 2/2 黒褐色シルト質埴壌土 粘質少しあり
　　2層の∅2～8㎜の小粒を含む
2　5YR 5/6～5/8 明赤褐色シルト質埴壌土 やや締まる（焼土）
2́ 　2に1のブロック土が混じる
3　2.5YR 5/4～5/6 にぶい赤褐～明赤褐色シルト質埴壌土　
　　やや砂質で（地山の）土坑底面が被熱し焼土化した部分 金雲母
　　を多く含む

地
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第８図　１～３・５・７～９号土坑実測図（１/ ３０）

3 号土坑
0a　10YR 5/3　にぶい黄褐色埴壌土　やや粘質（現耕作土）
0b　7.5YR 6/4 ～ 6/6　にぶい橙～橙色埴壌土　粘質強く　締ま

る（1970 年代圃場整備時埋土）
1a　10YR 3/2　黒褐色シルト質埴土　やや粘砂質　鉄・マンガ

ン分沈着顕著（旧耕作土）
1b　10YR 6/1　褐灰色埴壌土　粘質　鉄・マンガン分沈着顕著

（旧耕作土）
2　　10YR 3/3　暗褐色シルト質埴土　やや粘砂質　やや締まる
　　∅ 1㎜ほどの炭化物粒を微量含む（ピット埋土）
3a　7.5YR 3/2　黒褐色シルト質埴土　やや粘質　∅ 1 ～ 3㎜の

炭化物粒を微量含む　礫∅ 30 ～ 80㎜を少量含む
3b　3a に比べやや粘質強い　礫はほとんど含まない
4　　7.5YR 3/3　暗褐色シルト質埴土　やや砂質で粘質弱い　部

分的に上層からの撹乱・攪拌が及ぶ　土器片を含む（包含層）
地山 1　10YR 4/3　にぶい黄褐色シルト質埴土　金雲母を多く

含む　上部は 4 層と遷移的
地山 2　地山 1 に礫を多く含む　地山 1 から地山 2 は遷移的
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　１１号土坑（図版６、第９図）
　１０号土坑の西側で検出した土坑で、遺構検出時から上面には礫が露出していた。形状は長円形
状を呈し、長軸約２．８ｍ、短軸２．５ｍ、深さ０．１５ｍ以上を測る。埋土は主に黒褐色シルト質埴壌土
である。土坑内部の中央付近からは約１０～３０㎝の礫とパンケース２箱分の土器片を確認し、土師
質の脚付鍋は少なくとも５個体はあるのではないかと思われる。当遺跡内でも最も多くの土器が出土
しており、廃棄土坑ではないかと思われる。土器以外には５点の土錘が出土した。
　出土土器（図版１１、第１０～１２図）
　２１から２８は須恵器である。２１～２３は坏身片であるが、２１のみ復元口径で１２．０㎝を測る。調
整は外面底部のみヘラ削り、その他は内外面とも回転横ナデである。２２と２３は坏身の口縁部片で
ある。２４は高坏の脚部片で、坏部と脚部の接合付近から外側に開くタイプで、脚部は低い。２５は
平瓶又は壺の口縁部片か。頸部から口縁に向かって開き、口縁端部で真っ直ぐに立つ。２６～２８は
甕の口縁部片である。２６・２７はそれぞれ復元口径１７．０㎝、２５．２㎝を測る。調整は内外面ともに
回転横ナデである。２８は他の須恵器と異なる。色調は黒褐色を呈し、焼成から瓦質に近い。また
調整は外面に格子目状の叩きが頸部まである。色調、焼成や調整などから検討すると中世の須恵器
か。２９～３１は古墳時代後期頃の土師器である。２９と３０は坏片か。胴部中程で外側に一段膨ら
む。それぞれ復元口径で１１．６㎝、１３．２㎝を測る。調整は摩滅していて不明だが、僅かにミガキの
痕跡及び指による圧痕が残る。３１は高坏脚部片である。脚部自体は低いが、口縁端部に向かって
外側に開く。これも内外面とも摩滅するが、外面にナデの痕跡がある。３２～５１は比較的残りが良い
土師器皿及び坏である。３2 ～３７は小皿で、口径８．２～９．６㎝を測り、全て外面底部は糸切りであ
る。３８～５１は皿で、口径１２．６㎝～１４．０㎝を測る。小皿及び皿の調整は内外面ともに横ナデであ
るが、外面底部は糸切りで所々に板状圧痕が残る。５１のみ底部片のみである。５２～５７は瓦器椀で、
口径１５．０～１５．８㎝を測る。５２は特に内面の体部下半～底部にかけてミガキを巡らす。５４の色調
は灰橙色を呈し、やや焼成不良か。５６・５７は瓦器椀の底部片である。いずれの瓦器椀も調整は
内外面に横方向のミガキの痕跡があるが、底面近くは指による圧痕が残る。高台は断面逆台形又は
逆三角形状となる。５８～６３は土師質の脚付鍋である。頸部は「く」の字形になり、口縁端部には
向かって大きく開く。口縁端部は四角形状である。５８は底部中央と脚の先端部を欠損するが、ほぼ
８割以上残る。煤が外面に付着していた。６３は橙色の色調から６０の脚ではないかと思われる。調
整はいずれも外面に刷毛目と指による圧痕があり、内面には横方向の刷毛目が残る。復元口径２６．０
～３１．０㎝を測る。
　
　１２号土坑（図版６、第９図）
　１０・１１号土坑の北西側で検出された土坑である。形状は不整円形状で、径約１ｍ、深さ約０．１５
ｍを測る。上部は削平され、また北側をピットに切られるが、瓦質の土鍋片や土錘が出土した。
　出土土器（第１２図）
　６４は土師質の脚付鍋である。これも同様に頸部から口縁端部に向かって大きく開く。外面には煤
が付着する。調整は内外面に刷毛目と指による圧痕が残る。復元口径３１．０㎝を測る。
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第９図　１０～１２号土坑実測図（１/ ３０）

1 　7.5YR 5/3　にぶい褐色シルト質埴壌土　やや砂質
　　上層からのピット埋土
2a　7.5YR 3/1.5　黒褐色シルト質埴土　やや砂質　∅ 1㎜ほどの微

少な炭化物粒を少量含む　橙色粒子∅ 2 ～ 4㎜を微量含む
2b　2a に地山土ブロックを少量含む

1a　10YR 3/1　黒褐色シルト質埴壌土　
やや軟質　土器片や炭化物片を含む

1b　10YR 3/1　黒褐色シルト質埴壌土　
土器片と 1a よりやや大きい炭化物を
含む

2　　7.5YR 3.5/1　灰褐色シルト質埴壌土
やや締まる
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第１１図　１１号土坑出土土器実測図（１/ ３）
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第１２図　１１・１２号土坑出土土器実測図（１/ ３）

　１３号土坑（図版６、第１３図）
　１２号土坑からやや離れた北側で検出した土坑である。形状は隅丸長方形で長軸約２．３ｍ、短軸
約１．７ｍ、深さ約０．１５ｍを測る。上部は削平されていたが、断面は逆台形状を呈し、埋土は主に黒

p11-62.indd   22 2013/11/12   14:25:34



褐色のシルト質埴壌土で３層に分層できた。底面東側では、約１０～２０㎝の礫と一緒に土師器の高
坏片が出土した。時期は出土土器から１４世紀頃と思われる。
　出土土器（図版１１、第１３図）
　６５～６７は土師器である。６５と６６はいずれも底面は糸切りである。６６は口径１１．６㎝を測る。
６７は高坏の脚部片である。かなり厚手な作りで、脚部中程で盛り上がり段ができる。６８は緑釉陶
器の碗片である。口縁部は外側に開き、外面の口縁部付近にミガキ状の痕跡がある。６９と７０は瓦
質の片口鉢である。６９は約１/ ８以下しか残存しなかったが、復元口径で３７．０㎝を測る。口縁部片
と底部片に分かれるが、同一個体と思われるので、ここに復元して図化している。

第１３図　１３号土坑および出土土器実測図（１/ ３０、１/ ３）
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1a　7.5YR 3/1.5　黒褐色シルト質埴壌土　
土器片と炭化物片を含む　地山土小ブ
ロックを少量含む

1b　1aとほとんど同じ
2　　7.5YR 3/2　黒褐色シルト質埴壌土　
　　やや締まる　土器片と炭化物片を含む
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４. 水田（図版７・８、第１４～１６図）　

　２区中央土層において人為的攪拌された水田層を検出した。調査当
初、５号溝状遺構としたが、土層観察により、５号溝状遺構の１層を水
田１、２層を水田２、3 層を水田３と変更した。水田と考えられる遺構は
平面では確認できなかったが、層位で 3 箇所確認した。
　水田１は圃場整備時埋土の下層で、近世から近代の旧水田と考えら
れる。埋土は褐灰～灰褐色シルト質埴壌土で、小礫と土器細片を検
出した。
　水田２は水田１の下層で検出し、８号溝状遺構に切られる。７・１０
号溝状遺構の上面に分布する。色調は褐灰～灰褐色のシルト質埴壌
土で、土器の細片含んでいた。
　水田３は水田２の下層で検出し、１０号溝状遺構との前後関係は不
明である。埋土は灰褐色埴壌土で、上部は人為的攪拌を受けている
が、流水を示す砂層が間に堆積していた。なお、第１４図で４層として
いる土層は畦畔状遺構の基底部の可能性がある。水田３の時期は、遺
物がなく不明であるが、水田２で中世の遺物が出土しているので、そ
れ以前の可能性がある。
　なお、水田土層では８カ所、サンプリングを行って自然科学的調査
を行った。（調査結果につてはＰ５１を参照）
　出土土器（図版１１、第１５図）
　７１～７７は１層出土である。７１は土師器小皿である。外面底部は糸
切りである。復元口径で８．８㎝を測る。７２は緑釉陶器の高台片であ
る。鮮やかな緑釉である。７３は瓦器椀の高台片である。７４は白磁碗
の体部片である。内面に沈線が付く。７５は青磁碗片である。内面に
櫛書文が付く。７６と７７は土師質鍋や鉢片か。調整は内面に刷毛目、
外面にはナデが明瞭に残る。７８～８９は２層出土である。その中には
７９、８０、８３は第１土器集中部出土、８３は第４土器集中部出土である。
７８～８３は土師器皿である。口径はそれぞれ８．４、８．８、８．９、９．０、９．０、
９．６㎝を測る。外面底部の調整が不鮮明なものもあるが、ほとんどは
はヘラ切りである。８４～８６は皿である。ともに外面底部はヘラ切りで
ある。８４は全体的に薄手であるが丁寧な作りで、外面には薄い稜線
が複数巡る。８７は埦の高台片である。８８は須恵器埦の高台片である。
口縁に向かって垂直に立つ。８９は土師質の鍋の把手片か。径約１㎝
の穿孔が施されている。９０と９１は瓦器椀である。９０は全体的な作り
が薄手で、内外面ともに丁寧なミガキを施す。９１は摩滅していて調整
は不鮮明である。それぞれ口径１７．６、１５．８㎝を測る。９２は白磁碗
の高台片である。内面に薄い沈線が巡る。
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第１４図　水田土層図（１/ ６０）
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第１５図　水田（５号溝状遺構）出土土器実測図（１/ ３）

　
　水口状遺構（図版８、第１６図）
　２区の南側で検出した遺構である。南側が水流によって抉られた様な状況である。全体とし北に
緩やかに傾斜し、長さ３ｍ、幅１．５ｍ、深さ０．３ｍを測る。水口状遺構の近くには東西両方に対称す
る位置で小ピットが存在し、また遺構の縁に沿って、径１０㎝前後の杭が打たれた痕跡を西側に５本、
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第１６図　水口状遺構実測図（１/ ３０）

1a　7.5YR 4/2　灰褐色埴壌土　やや締まる：水田埋土
1b　7.5YR 4/1　褐灰色砂壌土　1 より砂質：水田埋土
2a　7.5YR 4/1　褐灰色シルト質埴壌土　やや締まる　少し粘

質：水口状埋土上層
2b　7.5YR 4/1　褐灰色シルト質埴壌土　やや粘質　2a に地山

土ブロックを含む：水口状埋土中層

3a　7.5YR 4/1　褐灰色シルト質埴壌土　やや粘質　礫を含
む：水口状埋土下層

3b　7.5YR 4/1　褐灰色シルト質埴壌土　やや粘質　3a に比べ
やや砂質：水口状埋土下層

地山　10YR 4/3　にぶい黄褐色シルト質埴土　やや砂質　や
や粘質　やや締まる　金雲母を多く含む　礫を少量含む
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東側に４本確認した。杭の間隔は０．３～０．５ｍとばらつきがある。杭自体は出土しなかった。内部に
は並べ敷き詰めた状態ではなかったが、約３０㎝以下の小礫が入っていた。これらが、水口部の何ら
かな構造を示す可能性がある。
　さらに水口状遺構の周辺では、炭化物が集中する範囲を２箇所検出した。水口状遺構の入り口部
分の第２炭化物集中範囲は、長さ１．７ｍ、０．９６ｍになり、周辺からは土器も出土した。西側に約１．
２離れた位置で検出した第１炭化物集中範囲は長さ０．４ｍ、幅０．２ｍを測る。ここでは土器は出土し
なかった。
　第２炭化物集中範囲付近には土器が集中して出土し、廃棄されたような状態を４カ所で検出した。
それぞれ西から第１～４と番号を付け、廃棄された土器は完形に近いものや、細片のものもある。そ
れぞれの土器が集中している部分が土器廃棄などを示す可能性がある。
　水田は層位のみのため、畦畔などは検出できなかったが、この水口状遺構の存在からも当遺跡お
よび周辺には水田が広がっていた可能性がある。

５．溝状遺構（図版９、第１７～１９図）
　１・２区で溝状遺構を検出した。5 号溝状遺構は水田、6 号溝は１８号不明遺構と変更した。

 　１号溝状遺構（第１７図）
　１区の南西隅で１号不明遺構を切って検出した溝で、延長線上には２号溝状遺構がある。北側は
調査区外まで延び、南側は段々と浅くなって自然消滅する。長さ１．３ｍ、幅０．４ｍ以上を測り、深さ０．
１ｍ以下とかなり浅い。１号不明遺構を切ることから、土坑の時期は中世以降か。出土遺物はなく時
期は不明である。

　２号溝状遺構（図版９、第１７図）
　１号溝状遺構の東側に位置し、調査区西側の祓川に向って流れる。１号溝状遺構とは一直線上に
位置するが、１２．５ｍと間が開くので関係は不明である。調査区際で検出したため、全て掘削できなかっ
た。長さ１７ｍ以上、幅２．４ｍ以上、深さ０．２ｍを測る。溝の時期は出土遺物から１２世紀頃か。
　出土遺物（図版１１、第１８図）

　９３と９４は土師器小皿で、底部に厚く、口縁部に向かって細くなる。口径はそれぞれ８．８、８．９㎝
を測る。９５は土師器埦の高台片である。少し高めな高台がつく。９６は瓦器椀片である。調整は内
外面とも丁寧なミガキである。９７は同安窯系青磁の碗片である。内面には櫛描文を施す。

　３号溝状遺構（第１４図）
　１区の北側で検出した溝で、５号溝状遺構に切られる。調査区の東西両側に延び、長さ１７ｍ以上、
幅３ｍ、深さ０．２ｍを測る。北側の延長部分を２５号不明遺構とするが、一連の溝として繋がる。
　出土土器（図版１２、第１８図）
　９８～１０１は土師器小皿である。口径はそれぞれ９．０、９．６、９．８．１０．６㎝を測る。１０２は土師
器埦の高台片である。１０３は須恵器埦である。全体的に厚手な作りである。口径１３．８㎝を測る。
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１０４は須恵器甕の口縁～肩部片である。外面肩部にはタタキが残る。１０５は瓦器椀の高台片である。
断面三角形の高台が付く。１０６は白磁碗の高台片である。高台は低く厚い。
　
　４号溝状遺構（図版９、第１７図）
　１区の北側で検出した溝である。これも調査区の東西両側に延び、幅０．５～０．８ｍと西側が狭く、
東側がやや広い。長さ４ｍ以上、深さ０・３ｍを測る。埋土から木製品が多く出土し、その中には箸、
角材片、板材片、杭などがある。
　出土土器（図版１２、第１８図）
　１０７～１１３は土師器である。１０７～１１１は小皿である。外面底部の調整は１０７のみヘラ切りで、
他は糸切りである。口径はそれぞれ９．１、９．１、９．２、９．４、１０．０㎝である。１１２と１１３は皿である。
１１３の胎土は緻密で、薄手で丁寧に作られている。復元口径はそれぞれ１５、１５．６㎝を測る。１１４
は瓦器椀の高台片である。内外面ともミガキが残る。外面底部には糸切り状の痕跡がある。１１５～
１１７は白磁碗片である。１１５は口縁端部が玉縁になる。１１８は土師質の脚付鍋の脚片である。
　
　７号溝状遺構（第１４図）
　２区の南東側で、水田３の下位で検出した溝である。長さ８．７ｍ以上、幅０．６ｍ、深さ０．２ｍを測る。
埋土は灰褐色のシルト質埴壌土である。水口状遺構周辺では、炭化物とともに土器が集中して出土
したが、その部分については水田３として取り扱った。
　出土土器（第１９図）
　１１９は須恵器坏身の体部～底部片か。口縁はなく、蓋か身の判断はできない。

　８号溝状遺構（第１４図）
　水田１におおわれるが、水田２は切る溝である。長さ１１ｍ以上、幅１．６ｍ、深さ０．３ｍを測る。埋
土は褐灰色シルト質埴壌土で、削りかすのような材木片と鉄滓が出土した。
　出土土器（図版１２、第１９図）
　１２０は土師器小皿である。外面底部は糸切りである。底部は厚いが、口縁端部に向かって薄くなる。
口径９．１㎝を測る。１２１は青磁碗の底部片である。内面見込みには印が押されるが、不明である。
　
　９号溝状遺構（第１４図）
　８号溝状遺構と水田３の下位にあり、土層のみで検出した溝である。平面では、西側を部分的に
しか確認できなかった。長さ７ｍ以上、幅０．２ｍ、深さ０．１ｍを測る。埋土は褐灰色のシルト質埴壌
土である。

溝1 溝2 溝4

0 1m

B C D27.8mB′ 28.0mC′ 27.8mD′

第１７図　溝状遺構断面実測図（１/ ４０）
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第１９図　溝状遺構出土土器実測図２（１/３）

　１０号溝状遺構（第１４図）
　７号と８号溝状遺構の間にある溝である。現代の暗渠で切られたため西側は消失する。長さ３．８
ｍ以上、幅０．９ｍ、深さ０．２ｍを測る。埋土は灰褐色シルト質埴壌土である。
　出土土器（図版１２、第１９図）
　１２２は須恵器高坏の脚部片である。脚端部は歪んでいるが、脚部径で１１．０㎝を測る。１２３瓦器
椀の口縁部片である。内面にはミガキが残る。
　
　１１号溝状遺構（第１４図）
　８号溝状遺構に切られる形で検出した溝である。これも西側は消失して検出できなかった。長さ３．
８ｍ以上、幅０．２ｍ、深さ０．２ｍを測る。埋土は灰褐色シルト質埴壌土である。
　出土土器（第１９図）
　１２４は須恵器坏蓋の撮みである。外面が僅かに凹む。１２５は須恵器坏身の口縁部片である。
１２６は瓦器椀の高台片である。高台径７．４㎝を測る。

６. 不明遺構（図版９・１０、第２０・２１図）
　詳細不明遺構を、調査時はＳＸとしてそれぞれ番号をつけている。遺構の中には単なるピット状
のものもあるが、ここでは主な遺構のみを報告する。
　
　１号不明遺構（第２０図）
　１区南西隅で、北側を１号溝状遺構に切られて検出した遺構である。調査区際で検出したため、
形状は不明だが、長さ約０．７ｍ、深さ約０．１ｍを測る。
　出土土器（第２１図）
　１２７は高台部分が剥落した瓦器椀の底部片である。焼成不良のため軟質である。

　２号不明遺構（第２０図）
　１号不明遺構の東側で検出した遺構で、東側をピットに切られる。これも調査区際で検出したが、
形状は隅丸方形状で長さ約１．１ｍ、深さ０．１㎝以下を測る。図化できるような遺物はなかったが、土
師器や須恵器の小片が 1 袋出土した。
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第２０図　不明遺構実測図（１/ ３０）
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　６号不明遺構（第２０図）
　１号竪穴住居跡の南側で検出した遺構である。ピットが遺構内にいくつも切り込んで入るために、
遺構の残り具合としては悪い。形状は不整形で、長さ約１．３×１．１ｍで、深さ約０．４５㎝を測る。底
面ではピット状の掘り込みを検出し、さらに０．２ｍ程下がる。須恵器や土師器の小片が出土した。
　出土土器（第２１図）
　１２８は須恵器坏身片である。口縁端部は僅かに立ち上がる。体部下半には、ヘラケズリの痕跡
が僅かに見える。復元口径で１２．０㎝を測る。

　９号不明遺構（図版９、第２０図）
　１１号土坑の西側で検出した遺構である。２つのピットが切り合うような形になり、長さ約１．１×０．８
ｍ、深さ約０．１ｍで東側のみピット状に約０．４ｍと一段低くなる。時期は出土遺物から１４世紀頃か。
　出土土器（第２１図）
　１２９は土師器の小皿で、復元口径８．４㎝を測る。内外面とも摩滅するが、底部は糸切りか。１３０
～１３２は瓦器椀片である。１３０と１３１は口縁部片である。内外面はミガキである。１３２は瓦器椀の
高台片である。１３３は焼成不良の須恵質鉢の口縁部片である。調整は内外面とも回転横ナデである。
　
　１２号不明遺構（第２０図）
　調査区際で検出した遺構である。これも平面では、２つのピットが切り合う形になり、長さ約１．０×０．
５ｍ、深さ約０．２ｍを測る。上層から須恵器の甕片が出土した。
　出土土器（図版１２、第２１図）
　１３４は土師器甕の口縁～頸部片である。口縁端部は欠損する。調整は内外面に刷毛目である。
１３５と１３６は須恵器の甕である。１３５は頸部以下～胴部上半片である。色調は灰色でやや焼成不
良で軟質である。１３６は甕の頸部～胴部上半片である。外面には格子目、内面に同心円の叩きを施
す。１３６は２/ ３残存するが、底部は欠損する。

　１３号不明遺構（図版１０、第２０図）
　１２号土坑の少し離れた西側で検出した遺構である。形状はややくずれた長円形状を呈し、長さ
約６．５×６ｍ、深さ０．１ｍを測る。東側がさらに一段低くなる。埋土は黒褐色シルト質埴壌土であるが、
その下の２層に焼土を含む橙色シルト質埴壌土がある。焼土を含むが、被熱痕跡は見られなかった。
　
　１８号不明遺構（図版１０、第２０図）
　１６号不明遺構の北側の調査区際で検出した遺構である。検出時は６号溝状遺構の遺物としたが、
遺構を掘削すると、緩やかな落ち込みが認められたので１８号不明遺構と番号の変更を行った。西
側は掘りすぎたため、遺構の輪郭がはっきりしないが、長さ約２．５×２．１ｍ、深さ約０．２ｍを測る。
埋土は褐灰～黒褐色シルト質埴壌土である。パンケースで１箱の遺物が出土し、瓦器椀も１０点以
上あると思われる。
　出土土器（図版１２・１３、第２１図）
 １３７と１３８は土師器小皿である。１３７は１/ ５以下残存していて復元口径９．０㎝、１３８は完形品で
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第２１図　不明遺構出土土器実測図（１３５・１３６は１/ ４、他は１/ ３）
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口径９．１㎝を測る。いずれも糸切りである。１３９は須恵器埦で復元口径１６．４㎝を測る。底部と体
部の境はなく、そのまま口縁端部まで開きながら延びる。１４０～１４７は瓦器椀で、口径は１５．６～
１７．８㎝を測る。１４０は出土した中では薄手に作られる。１４１のみ今回出土した中では最大径を測る。
底部はやや嘴状で外に開く。１４４～１４７は体部が丸みをもつ、森田Ⅲ類に属す。１４７はやや肉厚に
なり、外面体部にはヘラケズリの痕跡がある。１４８と１４９は同安窯系の青磁碗である。内外面には
櫛書き文が残る。１４９は体部に線状の櫛書きがある。１５０は龍泉窯系青磁碗の底部片である。底
部内面には花文がある。

７. その他の遺構（図版１０・１３、第２２・２３図）
　
　ピット１０３・１０４（図版１０、第２２図）
　１８号不明遺構を切る形で検出したピットである。１０３および１０４は芯々間で１．５ｍ離れて検出し
た。１０３はやや崩れた隅丸方形の掘り方で０．８×０．８ｍ、深さ０．４ｍを測る。一回り大きい１０４は、
隅丸方形の掘り方で０．９×０．８５ｍ、深さ０．７ｍを測る。共に径０．２５ｍの柱痕跡を確認した。調査
区際で検出したため、他に対応する柱穴も検出されなかった。遺物はいずれも図化できない小片し
かなかったが、古墳時代後期以降の建物もしくは門などの可能性がある。

　ピット出土土器（図版１３、第２３図）
　出土したピット番号についてはそれぞれの遺物図に記載した。出土土器は主に縄文時代及び古代
～中世にかけての土器が出土した。
　１５１は縄文土器片である。粗製の深鉢の口縁部片で、口縁端部に向かって外側に開く。口縁端部
は刻目を施し、内面には条痕文、外面はナデを施す。１５２～１５８は土師器である。１５２は口縁部を
欠損する坏身である。底部は厚く、体部中程で内湾する。外面は黒褐色と良く焼けるが、内面は橙
色である。外面底部は細かいミガキを施していた。１５３は坏で、復元口径１６．０㎝を測る。１５４は
小皿で、口径７．８㎝を測る。調整は内外面とも摩滅するが、底面は僅かに糸切りと板状圧痕が残る。
１５５は高坏の脚部である。全体的に肉厚な作りをし、脚端部に向かって大きく開く。調整は内面に
ケズリ、外面にナデの痕跡がある。１５６も高坏片で、坏部と脚部との接合部分である。１５７と１５８
は甕片である。１５７は全体的に肉厚である。調整は外面に刷毛目、内面に縦方向のケズリを施す。
１５８は口縁から頸部にかけて「く」の字形になる。調整は内外面とも刷毛目である。復元口径はそ
れぞれ２１．６㎝、２６．６㎝を測る。１５９～１６５は須恵器である。１５９～１６２は坏蓋片である。１５９
の口縁の一部は欠損するが、ほぼ完形品である。口径１１．６㎝を測る。全体的に回転横ナデを施し、
外面天井部はヘラケズリやヘラ切りである。１６０はＰ５６とＰ１９８とで出土した坏蓋片である。復元
口径９．２㎝と少し小さいが、口縁部を少し窪ませ、外側に引っ張る。１６１と１６２はかえりをもつタイ
プの坏蓋片である。復元口径９．０㎝、８．８㎝を測る。１６３と１６４は坏身である。１６３は外面体部中
程までヘラケズリを施す丁寧な作りである。それぞれ復元口径で１０．６㎝、１１．２㎝を測る。１６５は
提瓶などの破片か。先端部は欠損する。１６６は黒色土器の埦である。高台は薄く、外側に大きく開
く。１６７は越州系青磁碗の高台片である。１６８～１７０は瓦器椀の高台片である。１６９は焼成不良
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で橙色を呈し、軟質である。１７０は内面に僅かにミガキの痕跡が残る。１７１は土師質の鉢片である。
摩滅していて調整不明である。口縁端部は丸く、外側に開くが、底部に向かってゆるやかに外湾する。
１７２は口剥げの白磁碗片である。内面の口縁端部を約３㎜幅で削っている。復元口径１３．０㎝を測る。

　遺構検出時出土土器（図版１３、第２４・２５図）
　弥生時代から中世までの土器が出土している。
 １７３～１７９は土師器である。１７３と１７４は複合口縁壺の口縁部片である。１７３は一段目の口縁部
を親指と人差し指で挟んで外側に張り出したためか、爪による２本の浅い沈線が残る。１７４の調整
は外面に刷毛目とナデ、内面にナデを施す。復元口径でそれぞれ２２．０㎝、２３．０㎝を測る。１７５は
弥生土器の壺胴部片で、刻目の付く突帯がある。１７３～１７５は弥生終末頃か。１７６と１７７は甑の
把手片である。１７７の方が掴む部分が厚い。１７８は坏片である。内外面に細かい横方向のミガキ
が施される。１７９は坏である。外面底部はヘラ切りされ、そのため底部がかなり歪んでいる。復元
口径９．６㎝を測る。１８０～１８９は須恵器である。１８０は坏蓋片で、体部中程まで丁寧にヘラケズ
リをする。口径１４．０㎝を測る。１８１は口径１０．８㎝と小さいサイズの坏蓋片である。１８２はかえりの
ある坏蓋片で、口縁と受け部との高低差が短い。口径８．０㎝を測る。１８３は口縁端部に段を有する
坏身片である。受け部には蓋と重ねて焼いたような痕跡がある。復元口径１３．０㎝を測る。１８４は
赤茶色の坏身である。口縁は退化し、僅かに残る。口径１１．２㎝を測る。１８５は埦の高台片で、焼
成はやや瓦質に近い。平底に高台を貼り付ける。１８６は長脚で２段の透かしの高坏脚部片である。
１８７は壺の底部片である。外面の底部には丁寧なヘラケズリを施す。１８８は口縁端部を欠損する
焼成不良の壺である。頸部があまりくびれず、口縁に向かっては大きく口が開く。また胴部はゆるや
かな丸みをもち、胴部下半は厚手な作りをする。１８９は甕片である。口縁端部が嘴状になって、内
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第２２図　ピット（１０３・１０４）実測図（１/ ３０）

1a　5YR 4/1　褐灰色シルト質埴壌土　
軟質

1b　5YR 4/2　灰褐色軽埴土　やや軟質 
2　　5YR 4/1　褐灰色軽埴土　やや砂質 
3　　7.5YR 4/2　灰褐色軽埴土 やや締

まる　地山ブロック少量含む 
4　　7.5YR 4/2　灰褐色埴壌土　やや軟

質　地山ブロック少量含む 
5　　7.5YR 4/2　褐色シルト質埴壌土　

やや砂質　自然堆積土（地山）
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側に傾く。口径１９．０㎝を測る。１９０は須恵質の甕胴部片である。調整は内面に同心円叩きである
が、外面には平行叩きの後にカキ目を施す。１９１は土師質の土鍋口縁部片である。１９２は鉢の底部
片である。やや焼成不良の須恵質鉢の底部片である。外面底部には板状圧痕がある。１９３と１９４
は土師質の鍋把手片又は土瓶の注口片か。２点とも約８㎜の孔が貫通している。接合部分は粘土を
厚めにし、その部分を丁寧に指による調整をする。特に１９４は精良な作りである。１９５～１９８が白
磁片である。１９５は口縁部片で、口縁端部は内面を窪ませて尖らせる。１９６～１９８は高台片である。
１９７は内面に底部と体部の境に沈線を引く。１９８は接地面が幅広く、低い高台である。１９９～２０３
は青磁碗片である。１９９と２００は高台部分を欠損する破片である。１９９は外面に連弁文を有する

第２3 図　ピット出土土器実測図（１/ ３）
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第２4 図　遺構検出出土土器実測図（１９０は１/ ４、他は１/ ３）

龍泉窯系の青磁碗片である。釉は２００のみ薄い緑灰色である。２０１はやや内湾しながら口縁で外
側開く。それぞれ復元口径１４．６㎝、１４．８㎝を測る。２０２と２０３は高台片である。２０３は内面の
底部中央に印が押される。鮮明ではないが「福」と見える。
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８．特殊品（図版１４～１６、第２６～３１図）

　瓦（図版１４、第２６図）
　２０４と２０５は水田出土の丸瓦片である。調整は凸面に比較的大きな格子目タタキと凹面に布面
の痕跡がある。２０６は３号溝状遺構出土の平瓦片である。これのみ凸面に縄目タタキが残る。Ｐ１１
出土の２０７と排土出土の２０９のみ凸面が格子面タタキである。２０８と２１０は不鮮明だが、凹面に
布面の痕跡が僅かに解る。
　
　製塩土器（図版１４、第２６図）
　２１１と２１２は共に体部片で、２１３は底部片である。いずれも内面は布目痕で、外面には指頭圧痕
である。２１１は西側トレンチ出土、２１２と２１３は１１号溝状遺構出土である。
　
　ミニュチュア土器（図版１４、第２６図）
　２１４～２１９はミニュチュア土器である。２１４と２１５は１号竪穴住居跡出土である。２１４は厚手に
作られるが、２１５は薄手で、非常によく焼けていて黒灰色を呈す。２１６は５号土坑出土である。こ
れも非常に良く焼け、黒灰褐色土を呈する。器壁には内外面ともに指押さえの痕跡が明瞭に残る。
約１/ ３欠損するが、復元口径６．１㎝、器高３．９㎝を測る。２１７は表土剥ぎ出土である。肩部が張る
ような器形なので、壺を模倣したものか。それぞれ口径３．０㎝、３．６㎝を測る。２１８と２１９は少量
の粘土を人指し指と親指で押さえながら整形した簡易な作りである。２１８はＰ１５９出土、２１９は遺
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第２5 図　遺構検出出土土器実測図（１/ ３）
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構検出出土である。いずれも調整は内外面とも指によるナデ調整である。明瞭に指圧痕跡がある。
　
　土錘（図版１４、第２７図）
　土錘はまず棒状土錘と管状土錘に分けられる。２２０は有孔棒状土錘で、１点のみ出土した。２２１
～２３９は管状土錘で、大きさによって３つに分類できる。２２１から２２４は中程が大きく膨れるタイ
プで、径１．１～１．６㎝を測る。２２１は上下両端の一部を欠損する。上側の一部に二次被熱による煤
が付着する。２２２は上側を欠損し、左側が歪む。２２３は径１．６㎝を測り、今回出土した中で一番大
きな径になる。２２４の表面は摩滅し、上部は欠損して残りが悪い。２２５～２２７は長さ約３㎝以下で、
径１㎝以下の小型である。２２５は完形品である。上下両端部を平坦に整え、丁寧にナデ調整をする。
２２６は１/ ３を残して折損する。２２７も完形品で、ナデの痕跡がある。２２８は器表面が一部剥落す
るが上下両端部を平坦に整える。また器面は縦方向のミガキをする。２２９は上半約１/３を欠損する。
ほぼ全体が黒～黒褐色を呈する。２３０は端部がやや太めで、全体の約１/ ４のみしかない。器表面
の一部にヒビ割れがあり、被熱痕跡を受ける。２３１は中程で折損する。２３２も上端の一部を折損す
るが、丁寧なナデ調整をする。２３３は全体的に摩滅するが、丹塗りの痕跡によるものなのかにぶい
橙色を呈する。２３４は上端の一部を欠損するが、丁寧なナデをする。２３５は１/３を残して折損する。
２３６は１/ ２折損するが、ナデ以外にもミガキの痕跡が残る。２３７～２３９は長さ約５㎝、径約１㎝を
測る今回出土した中では長いタイプである。２３７は両端部を一部欠損する。２３８と２３９は完形品
である。
　
　石器・石製品（図版１５、第２７～２９図）
　２４０～２４２は礫石錘である。２４０の石材は灰色を呈す安山岩である。隅丸長方形で扁平な礫
を利用し、対角線の野門を意識して３カ所に打ち欠きを行い石錘とする。図左を表面とすると上側
の加工は裏から、下側の加工は表側から打つ。２４１の石材は灰白色を呈す雲母片岩で金属光沢を
示す１～２㎜の雲母片を多く含む。素材は扁平で礫片または剥片か。周囲を粗く打ち欠いて楕円形
に整形後、さらに長軸方向を打ち欠いて抉り入り紐掛け部を作り出す。２４２の石材は風化面が灰～
灰白色、割れ口が暗い灰色を呈す安山岩である。隅丸長方形の扁平な礫を利用し、長軸方向の下
側を打ち欠いて石錘とする。本来は上側にも加工が行われていたと思われるが、欠損する。短軸の
右側縁には敲打により浅い凹みを作り出す。２４３は円盤状石製品で黒色を呈する硬質な頁岩製の
碁石か。表面はローリング受けてはいるが、部分的に磨き痕が観察される。２４４と２４５は滑石製石
鍋片である。２４４は鉢形に開く底部片か。調整は全体的にローリングを受け不明であるが、外面に
は煤が付着する。２４５は内外面にミガキの痕跡を多く残す底部片である。復元底部径約１４．０㎝を
測る。２４６は加工痕・使用痕のある石核片である。石材は節理が多く入る姫島産黒曜岩である。部
分的に小さな剥離痕や縁辺の潰れが見られ、スクレイパー的に使用されたものか。２４７は姫島産の
灰白色黒曜石のスクレイパーである。裏面には平坦な節理面が大きく残り、板状または角礫状の石
核から素材を獲得した剥片である。基部の右側縁は切断によって整形される。２４８は両側縁及び
端部に使用痕のある剥片である。石材は姫島産の灰白色黒曜石である。左側に平坦な礫面を残す
ことから角礫～亜角礫を素材としたことが解る。２４９は器体の端で折れているが、約１/ ４残る石庖
丁である。背部は直線的になり、弧刃が三角形になるものか。刃部には使用痕が残る。２５０も石庖
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第２6 図　瓦・土製品実測図（１/ ３）

p11-62.indd   40 2013/11/12   14:25:39



－ 41 －

220

221 222 223 224 237 238 239

230

225 226 227 228 229 231 232 233 234 235 236

240

241 243

244

242

245

0 10㎝

第２7 図　土製品・石器・石製品実測図（１/ ２）
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丁である。中央付近で折れていて、背部がやや弧を描く弧刃の形態になる。背部では素材に対して
外側から内側に向けて厚さを減じるような剥離整形を行った後、剥離稜線の敲打による直線状に潰
し後、粗い研磨調整が見られる。２５１は扁平打製石斧である。緑色の結晶片岩の板状礫から剥離
された幅広な剥片を素材とする。背面には平坦な礫面を広く残す。周囲から加工を施し整形するが、
背面側の加工が多い。先端付近の稜が幾分摩滅し、使用痕と考えられる。また基部側の稜も一部
摩滅し、装着痕跡と考えられる。２５２は横剥ぎの剥片で、石材は片理のはっきりする緑色結晶片岩
である。扁平打製石斧の調整剥片または石庖丁・石錘・磨製石鏃の素材であろう。２５３と２５４は
赤色顔料が付着した片岩片である。２５３が少し青みがかかった黒灰色の泥質片岩で、２５４は緑泥
片岩である。共に軟質で石理がはっきりとし、そこから容易に剥離する。２５１のような片岩系石材と
比べると軟質で残りが悪く、石器に使用されるものではない。特筆されるのは、石材に部分的にや
や鈍い赤色顔料が部分的に付着する。この赤色顔料は当館の蛍光 X 線分析により、ベンガラだと
判明した。２５５は火打ち石である。石材は深緑白のチャートである。左側に平坦な礫面を残すこと
から角礫～亜角礫を素材にする。２５６は台石又は敲石である。石材はやや軟質で灰色を呈す凝灰
岩である。やや扁平な楕円礫を利用する。円礫の周囲には小さめの敲打痕が見られるが、右側縁の
やや突出する部分に集中する。これは器体の整形目的で生じただけではなく、突出部に集中すること
から敲石として使用されたものと考えられる。２５７は敲石である。灰白色を呈す角閃石を含む凝灰
質安山岩の少し扁平な楕円礫を素材とする。長軸の両端部には敲打痕が見られる。２５８は磨石又
は敲石である。石材はわずかに灰黄色で、角閃石を少量含む安山岩である。扁平な楕円礫を素材
とする。側縁部全周には敲打痕があるが、長軸方向の端部付近がより顕著である。下側を磨石とし
て使用し、平坦・平滑になる。２５９は台石である。石材長石や角閃石を含む安山岩である。扁平な
平面および楕円形の礫を利用する。上面中央を中心とした広い部分に敲打痕が見られ、台石として
使用か。また、上面中央やや右寄りには被熱痕跡と考えられる赤化がある。２６０は敲石で、石材は
僅かに灰白黄色を呈す角閃石を含む安山岩である。楕円礫を素材として長軸の両端部を中心に敲
打痕が見られる。
 
　鉄製品および鋳造関連遺物（図版１６、第３０図）
　２６１は３号溝状遺構出土の刀子又は鏃の基部片か。２６２は不明鉄製品で１０号土坑出土の流滴
形状をする。２６３は鉄板状の不明鉄製品で、上下と左側を欠損する。P１１３出土。２６４は鋤先で
水田（５号溝状遺構）出土である。２６５は「皇宋通寶」の銅銭である。２６６～２６８は鉄滓、２６９
と２７０は羽口片である。２６９は水田（５号溝状遺構）出土である。２７０は P ２０４出土で、表面が
一部ガラス化する。
　
　木製品（図版１６、第３１図）
　２７１～２８０は４号溝状遺構出土である。２７１と２７２は板材である。共に下端部の一部が剥落す
るが、本来は上下両端部とも平滑に整えたものか。２７３は水分を含んでやや変形する薄い板材で
ある。上下両端部は破損する。２７４、２７５は下半分～１/ ３を折損する箸か。細長い棒状で、断面
が長方形である。２７６は角材または板材か。左側面は平滑に整えられるが、上下両端は欠損し残り
は悪い。２７７は角材か。上下両端は折れているが、表面と右側面は平滑に整える。下側を斜めに
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第 28 図　石器実測図１（１/ ２）
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尖らせているので杭の可能性もある。上面と右側面には軽く焼け焦げる。２７８の断面の形状は台形
状を呈する角材か。表裏面とも平坦に整えるが、左側面は表皮を剥いだだけで緩やかな曲線を描く。
２７９は台形状を呈する角材か。下側は面取りされ、上側には鑿などによる工具痕がある。２８０は杭
か。断面は矩形で、右側縁と下端に工具痕が残る。上端は折損するが、下端は先細になる。２８１は
薄い板状で、下端はやや歪む不明木製品である。薄板の側縁木口を削ったものか。８号溝状遺構
出土である。２８２と２８３は下端部を尖らせる角棒か。表面は平滑に整えられるが、特に右側面を丁
寧に仕上げる。また２８２の下部と２８３の上端部には焼けた痕跡がある。１１号溝状遺構出土である。
２８４は上下端は折損するが、表面には工具痕がある用途不明の板材か。左側面はややゆるやかな
曲線になるが、全体的には角張る。

９．まとめ
　出土遺物や検出した遺構を時期ごとに概観すると、最も古い時期を示すのは縄文時代の遺物で
ある。Ｐ２４６出土の縄文時代後期後頃の深鉢形土器片がある。その他にも小片だが、粗製の土器
片が数点出土した。扁平打製石斧（２５１）もこの時期に属する可能性が高い。その次の時代としては、

第２９図　石器実測図２（259 は１/4、他は 1/3）
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弥生時代前期後半～末頃である。板付Ⅱ式併行の甕（１７）が出土し、石庖丁形石器が２点（２４９・
２５０）出土した。石庖丁はいずれも溝状遺構から出土したもので、流れ込みと思われる。姫島産黒
曜石や腰岳系の黒曜岩を使用した剥片石器類や磨石・敲石類の多くはこの縄文時代後期から弥生
時代前期の間に使用されたものであろう。なお、これまでの時期の遺構は検出されなかった。
　本遺跡で遺構が確認されるのは、弥生時代終末～古墳時代前期である。この時期の遺構としては、
１号竪穴住居跡、２・３号土坑などがある。１号竪穴住居跡は古墳時代前期に掘削され、古墳時代
後期～終末に再度掘り返された可能性がある。古墳時代後期～終末の２号竪穴住居跡に切られる３
号竪穴住居は下位から古墳時代前期の遺物が出土した。また周辺にはこれ以外の住居や建物は検
出されなかったが、古墳時代前期の遺物が出土しており、遺構が展開していたと思われる。３号土
坑も出土遺物からこの時期の貯蔵穴であるが、２号土坑も図化はできなかったが、土師器鉢の小片
が出土したのでこの時期の可能性がある。    

第３０図　鉄器・鉄製品・鋳造関連遺物実測図（１/ ２）
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第 31 図　木製品実測図（１/ ２）
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  古墳時代後期～終末の遺構には２号竪穴住居跡、８号土坑などがある。２号竪穴住居跡の上面は
削平されていたが、僅かに竃の痕跡がある。該当する時期の遺物は少なかったが、この時期に属す
ると思われる。また、土師器甕を出土した１号土坑や土師器片とともに赤色顔料が付着した石材が
出土した８号土坑は、共に古墳時代後期である。
　古代の遺構ははっきりしないが、出土遺物では須恵器、土師器以外にも布目痕のある瓦、製塩土器、
緑釉陶器、越州窯系青磁などの破片が出土した。特に緑釉陶器や製塩土器等の破片が出土したが、
それに該当する遺構は全く検出されなかった。
　最後に、最も出土したのは中世である。特に１2 世紀以降の遺物を出土した１０～１３土坑、２～４
号溝状遺構、９・１８号不明遺構が挙げられる。また水田３もこの時期の可能性が高い。当地域はこ
の時期以降に、現代までに続く水田地帯となったようである。なお、今回検出した水田については、
溝状や畦畔状の遺構が伴い、人為的攪拌が見られる土層を確認したが、水口状遺構周辺を除いて
出土遺物は少なく詳細な時期の特定には至らなかった。
　その他にも十分な検討ができなかったため、多くの課題を残したが、今後の周辺遺跡での類例の
増加を期待したい。

表２　呰見川ノ上遺跡出土石器・石製品
挿図 番号 図版番号 区 出土遺構 器種 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重（ｇ） 備考
27 240 15 2 5 号溝状遺構南側 礫石錘 10.6 7.5 2.0 251.0 安山岩
27 241 15 1 １区表土剥ぎ 打欠石錘 4.5 4.0 1.1 27.6 雲母片岩
27 242 15 2 4c グリッド西側 礫石錘 （8.5） 7.1 1.6 147.2 安山岩
27 243 15 2 5 号溝状遺構北東側 円盤状石製品　碁石 2.2 2.0 0.7 5.3 頁岩
27 244 15 表土剥ぎ 石鍋片 － － － － 滑石
27 245 15 2 5 号溝状遺構北側 石鍋片 － － － － 滑石
28 246 15 2 ３号溝状遺構北側 加工痕使用痕ある石核片 4.9 8.0 3.9 95.5 姫島産黒耀石
28 247 15 2 5 号溝状遺構西側 スクレイパー 3.2 2.4 1.2 7.0 姫島産黒耀石
28 248 15 1 表土剥ぎ 使用痕ある剥片 4.4 1.7 1.9 11.2 姫島産黒耀石
28 249 15 2 5a 号溝状遺構北側 大型石包丁 （8.2） （8.6） 1.4 119.4 安山岩
28 250 15 2 10 号溝状遺構下層 石庖丁 （7.1） 5.5 1.3 42.5 凝灰質粘板岩
28 251 15 3 3 号土坑 扁平打製石斧 （9.5） （6.7） 1.2 95.4 緑色結晶片岩
28 252 15 3 7 号土坑 調整剥片または素材剥片 4.9 14.0 1.3 92.1 雲母片岩
28 253 15 3 8 号土坑 顔料付着石材片 5.1 9.9 0.8 40.1 泥質片岩
28 254 15 3 8 号土坑 顔料付着石材片 7.7 10.6 1.2 164.7 緑泥片岩
28 255 15 2 表土剥ぎ 火打ち石 3.3 1.7 0.9 5.6 チャート
29 256 15 3 1 号竪穴状遺構 台石・敲石・磨石 9.5 8.5 4.3 407.0 凝灰岩
29 257 15 3 1 号竪穴状遺構北西 敲石 6.9 5.5 3.7 194.0 凝灰質安山岩
29 258 15 2 10 号土坑 敲石・磨石 12.1 7.6 4.2 599.0 安山岩
29 259 15 2 13 号土坑 台石 16.7 23.3 5.9 3,781.0 安山岩
29 260 15 2 4c グリッド 敲石 6.2 4.9 3.7 135.0 安山岩
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補足資料

１０．草場角名遺跡出土の石器・木器（図版１７・１８、第３２・３３図）
　
　「東九州自動車道建設関係埋蔵文化財調査報告」（6）草場角名遺跡で漏れていた石器及び木器
をここで補足する。出土遺物の詳細については別表に記す。

　１はクサビ形石器である。石材は地元で通称「ミソ石」と呼ばれる黄褐色の飴色を呈す。亜角礫
を素材とし、亀甲状に周辺から剥離を行う小石核を転用する。背面中央付近には素材礫の古い風
化面が残る。風化が著しいため旧石器～縄文時代前半のものか。２・３は淡灰褐色や灰色の扁平打
製石斧で、周囲から両面に加工を施し整形する。２は横剥ぎと考えられる扁平な板状の剥片である。
加工の稜線は軟質の石材のためすべて摩耗する。３も板状で、表面中央右側は素材のポジ面で分
割時のものと考えられ、中央付近の剥離痕はバルバースカーに相当する。使用により刃部付近を中
心に稜線の摩耗が見られる。４は部分磨製打製石庖丁形石器である。剥片の周辺を加撃し、両面
に剥離整形をした後に厚みを減じるため敲打調整を行っている。小さいやや薄い剥離による刃部の
形成をする。その後左右両端の一部を研磨する。５は凹石である。やや扁平な円礫を素材とする。
上面をほぼ平坦に磨って整えた後、中央付近には敲打により凹みを付けている。左側縁の一部にも
敲打痕がある。６～８は礫器で、亜円礫、亜角礫を素材とする。６は一側縁に刃を作る片刃礫器で
ある。刃部には使用による潰れがある。７は両刃礫器で、長軸側一端に交互剥離状の調整を行い両
刃を作る。８は片刃礫器又は敲石である。一端に剥離を行い片刃の礫器とするが、持ち手側の角に
は敲打痕が見られたので敲石としても使用か。
　９は太形蛤歯石斧である。残存する部分は胴部のみで、右器表面が剥落する。ほぼ全面に研磨
されているが、部分的には敲打による調整も残る。高槻型である。１０は小型の磨製石斧である。部
分的に敲打痕が残り、敲打の後に研磨整形を行っている。刃部付近は比較的丁寧な研磨される。
１１は砥石である。板状の塊石を素材とし、上面・右側縁・下面を作業面とする。１２は敲石又は台
石である。扁平な楕円礫を素材とし、長軸側の一端と右側縁に敲打痕が廻る。上面中央にも敲打
痕があり、台石として使用か。１３は磨石又は敲石である。これも扁平な円礫を素材とし、上下面を
磨石として使用か。周囲には帯状に敲打痕が廻り、長軸側の一端には大きめの敲打痕が残る。１４・

挿図 番号 図版番号 区 出土遺構 器種 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重（ｇ） 備考
32 1 17 1A 1 号溝状遺構西側 クサビ形石器 4.7 3.7 2.2 42.0 玉髄または珪質頁岩
32 2 17 1A 南側中央付近 扁平打製石斧 （9.1） 5.7 1.1 78.0 緑泥片岩
32 3 17 1B 15 号溝状遺構北 4 区北側 扁平打製石斧 （6.0） 6.9 1.2 83.6 緑色片岩
32 4 17 1B 15 号溝状遺構 p53 部分磨製打製石包丁形石器 7.9 9.9+ 1.15 130.3 緑色結晶片岩
32 5 17 1B 15 号溝状遺構 p72 凹石 10.4 8.4 5.0 499.0 凝灰質安山岩
32 6 17 1B 15 号溝状遺構 p70 礫器 8.5 11.1 3.45 470.0 安山岩
32 7 17 1B 15 号溝状遺構 p60 礫器 15.3 10.9 4.3 1,154.0 安山岩
32 8 17 1B 15 号溝状遺構北 2 区中央 礫器・敲石 17.6 12.7 5.7 1,382.0 凝灰岩
33 9 17 1B 15 号溝状遺構 p46 太形蛤刃石斧 （6.3） 6.95（7.2） 5.8 396.0 凝灰質安山岩
33 10 17 2A 17 号溝状遺構 磨製石斧 9.75+（9.9） 4.4 1.4 97.1 蛇紋岩
33 11 17 2A 15 号土坑 砥石 （8.5） （16.0） 4.6 376.0 砂岩
33 12 17 1B 15 号溝状遺構北 4 区南側 敲石・台石 （7.4） 6.2 3.1 213.0 安山岩
33 13 17 1B 15 号溝状遺構北 3 区南側 磨石・敲石 （7.0） 9.8 4.2 476.0 凝灰質安山岩
33 14 17 1B 15 号溝状遺構 p54 石皿 （10.8） （12.5） 3.4 580.0 凝灰質安山岩
33 15 17 1B 15 号溝状遺構 p66 石皿 （11.3） 14.0 3.45 881.0 凝灰質安山岩
33 16 18 1B 15 号溝状遺構 p39 台石 19.8 19.5 6.7 3,928.0 安山岩
33 17 18 1B 15 号溝状遺構 p69 台石 （18.8） 19.7 6.4 3,609.0 安山岩

表３　草場角名遺跡出土石器
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第３２図　草場角名遺跡出土石器実測図１（１～４は１/ ２、他は１/ ３）
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１５は石皿である。ともに扁平な板状亜円礫を素材とし、上下両面ともに中央付近に単位がよく解ら
ない程の細かな敲打痕が見られ、浅い凹み状になる。１６・１７は台石である。これもともに板状の亜
円礫を素材とし、上下両面の中央付近に敲打痕が見られる。１８は上下両面を製材した木材である。
上面には中央付近で段がつくように加工され、幅約１～１．５㎝の石製工具などによる加工痕が残る。

9
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14

13

15

16
17

18

0 10㎝

0 20㎝

第３３図　草場角名遺跡出土石器２・木製品実測図（９～１３は１/ ３、他は１/ ４）
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１１．呰見川ノ上遺跡における自然科学分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社 古環境研究所

Ⅰ　呰見川ノ上遺跡における植物珪酸体分析

１．はじめに
　植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO２）が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質
の微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、こ
の微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培
植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，2000）。また、イネの消長
を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・杉山，1984）。

２．試料
　分析試料は、２区土層断面の１３層（試料１、２）、１２層（試料３）、３層（試料４）、８層（試料６）、
５層（試料７）、２層（試料８）から採取された計７点である。このうち３層は古墳時代、８層は 10 ～
12 世紀、２層は９～ 10 世紀代とされている。（※調査時点）

３．分析法
　植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。
１）試料を 105℃で 24 時間乾燥（絶乾）
２）試料約１g に対し直径約 40 μ m のガラスビーズを約 0.02g 添加（0.1mg の精度で秤量）
３）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理
４）超音波水中照射（300W・42KHz・10 分間）による分散
５）沈底法による 20 μ m 以下の微粒子除去
６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成
７）検鏡・計数
　同定は、400 倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象
として行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400 以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１
枚分の精査に相当する。試料１g あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビー
ズ個数の比率をかけて、試料１g 中の植物珪酸体個数を求めた。
　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0 と仮定）と各植物の換算係数（機動
細胞珪酸体１個あたりの植物体乾重）をかけて、単位面積で層厚１cm あたりの植物体生産量を算
出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる（杉
山，2000）。タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

４．分析結果
　検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、そ
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の結果を表１および図１に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。
〔イネ科〕

　イネ、イネ（穎の表皮細胞由来）、ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ族Ａ（チガ
ヤ属など）

〔イネ科－タケ亜科〕
　ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節
など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕
　表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、未分類等

〔樹木〕
　ブナ科（シイ属）、クスノキ科、マンサク科（イスノキ属）、はめ絵パズル状（ブナ科ブナ属など）、
その他

５．考察
（１）稲作跡の検討

　稲作跡（水田跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）
が試料１g あたり5,000 個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性
が高いと判断している（杉山，2000）。なお、密度が 3,000 個 /g 程度でも水田遺構が検出される
事例があることから、ここでは判断の基準を 3,000 個 /g として検討を行った。
　分析の結果、３層（試料４）、８層（試料６）、５層（試料７）、２層（試料８）からイネが検出された。
このうち、５層（試料７）では密度が 5,800 個 /g と高い値であり、８層（試料６）でも 3,900 個 /g
と比較的高い値である。したがって、これらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考えら
れる。　
　３層（試料４）と２層（試料８）では、密度が 700 個 /g および 1,400 個 /g と比較的低い値である。
イネの密度が低い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かっ
たこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混入などが考えら
れる。      

（２）イネ科栽培植物の検討
　植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、
ヒエ属型（ヒエが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、キビ属型（キビが含まれる）、ジュ
ズダマ属（ハトムギが含まれる）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、モロコシ属型、トウモロコ
シ属型などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。
　イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するも
のが含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題と
したい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類な
どの畑作物は分析の対象外となっている。
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（３）植物珪酸体分析から推定される植生と環境
　上記以外の分類群の検出状況と、そこから推定される植生・環境について検討を行った。下位の
１３層から３層にかけては、ヨシ属、ウシクサ族Ａ、ネザサ節型、ミヤコザサ節型、および樹木起源
のクスノキ科などが検出されたが、いずれも少量である。８層から２層にかけては、ススキ属型およ
び樹木起源のブナ科（シイ属）、マンサク科（イスノキ属）が出現している。おもな分類群の推定
生産量によると、おおむねヨシ属が優勢であり、８層と５層ではイネも多くなっている。
  以上の結果から、３層より下位層の堆積当時は、おおむねヨシ属が生育するような湿潤な環境であっ
たと考えられ、周辺の比較的乾燥したところにはメダケ属（ネザサ節）やササ属（ミヤコザサ節）な
どの竹笹類が生育していたと推定される。また、遺跡周辺にはクスノキ科などの樹木（照葉樹）が
分布していたと考えられる。
　８層や５層でも、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、そこを利用して水田稲
作が行われていたと推定される。また、周辺の比較的乾燥したところにはススキ属やチガヤ属、お
よびメダケ属（ネザサ節）やササ属（ミヤコザサ節）などの竹笹類が生育し、遺跡周辺にはシイ属、
クスノキ科、イスノキ属などの樹木（照葉樹）が分布していたと考えられる。

６．まとめ
  植物珪酸体分析の結果、10 ～ 12 世紀とされる８層および５層では、イネが多量に検出され、稲
作が行われていた可能性が高いと判断された。また、古墳時代とされる３層および９～ 10 世紀代と
される２層でも、少量のイネが検出され、稲作が行われていた可能性が認められた。
　８層や５層の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、そこを利用し
て水田稲作が行われていたと推定される。また、周辺の比較的乾燥したところにはススキ属やチガ
ヤ属、およびメダケ属（ネザサ節）やササ属（ミヤコザサ節）などの竹笹類が生育し、遺跡周辺に
はシイ属、クスノキ科、スノキ属などの樹木（照葉樹）が分布していたと考えられる。

文献　
杉山真二・藤原宏志（1986）機動細胞珪酸体の形態によるタケ亜科植物の同定－古環境推定の
基礎資料として－．考古学と自然科学，19，p.69-84．
杉山真二（2000）植物珪酸体（プラント・オパール）．考古学と植物学．同成社，p.189-213．
藤原宏志（1976）プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1) －数種イネ科植物の珪酸体標本と
定量分析法－．考古学と自然科学，9，p.15-29．
藤原宏志・杉山真二（1984）プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5) －プラント・オパール分
析による水田址の探査－．考古学と自然科学，17，p.73-85．

 

p11-62.indd   53 2013/11/12   14:25:41



－ 54 －

 表
４

　
呰

見
川

ノ
上

遺
跡

に
お

け
る

植
物

珪
酸

体
分

析
結

果
 検

出
密

度
（

単
位

：
×

10
0

個
/g

）
地

点
・

試
料

　
13

層
下

13
層

上
12

層
３

層
８

層
５

層
２

層
　

分
類

群
　

学
名

1
2

3
4

6
7

8
イ

ネ
科

Gr
am

in
ea

e
　

イ
ネ

　
O

ry
za

 s
at

iv
a

14
39

65
7

　
イ

ネ
籾

殻
（

穎
の

表
皮

細
胞

）
　

O
ry

za
 s

at
iv

a  
(h

us
k 

Ph
yt

ol
ith

)
6

　
ヨ

シ
属

　
P

hr
ag

m
it

es
 

7
14

7
13

22
15

　
ス

ス
キ

属
型

　
M

is
ca

nt
hu

s 
ty

pe
6

22
15

　
ウ

シ
ク

サ
族

Ａ
　

A
nd

ro
po

go
ne

ae
 A

 ty
pe

7
7

19
36

22
タ

ケ
亜

科
Ba

m
bu

so
id

ea
e

　
ネ

ザ
サ

節
型

　
P

le
io

bl
as

tu
s  s

ec
t. 

N
ez

as
a

15
15

21
14

71
72

22
　

チ
マ

キ
ザ

サ
節

型
　

Sa
sa

 s
ec

t. 
Sa

sa
 e

tc
.

7
7

　
ミ

ヤ
コ

ザ
サ

節
型

　
Sa

sa
 se

ct
. C

ra
ss

in
od

i
15

22
78

22
32

29
15

　
未

分
類

等
　

O
th

er
s

8
37

64
29

64
50

22
そ

の
他

の
イ

ネ
科

O
th

er
s

　
表

皮
毛

起
源

　
H

us
k 

ha
ir 

or
ig

in
7

7
14

13
22

7
　

棒
状

珪
酸

体
　

Ro
d-

sh
ap

ed
8

7
7

58
52

43
37

　
未

分
類

等
　

O
th

er
s

30
60

28
80

90
79

52
樹

木
起

源
A

rb
or

ea
l

　
ブ

ナ
科

（
シ

イ
属

）
　

C
as

ta
no

ps
is

13
7

15
　

ク
ス

ノ
キ

科
　

La
ur

ac
ea

e 
15

7
14

43
26

7
7

　
マ

ン
サ

ク
科

（
イ

ス
ノ

キ
属

）
　

D
is

ty
li

um
7

13
7

7
　

は
め

絵
パ

ズ
ル

状
（

ブ
ナ

属
な

ど
）

　
Jig

sa
w

 p
uz

zl
e 

sh
ap

ed
 (F

ag
us

 e
tc

.)
7

　
そ

の
他

　
O

th
er

s
8

22
21

58
39

29
37

植
物

珪
酸

体
総

数
　

T
ot

al
98

19
5

26
2

35
5

49
6

48
9

30
0

お
も

な
分

類
群

の
推

定
生

産
量

（
単

位
：

㎏
/㎡

･㎝
）：

試
料

の
仮

比
重

を
1.0

と
仮

定
し

て
算

出
　

イ
ネ

　
O

ry
za

 s
at

iv
a

0.4
3

1.1
4

1.9
0

0.2
2

　
ヨ

シ
属

　
P

hr
ag

m
it

es
0.4

7
0.9

0
0.4

6
0.8

1
1.3

6
0.9

5
　

ス
ス

キ
属

型
　

M
is

ca
nt

hu
s  t

yp
e

0.0
8

0.2
7

0.1
9

　
ネ

ザ
サ

節
型

　
P

le
io

bl
as

tu
s  s

ec
t. 

N
ez

as
a

0.0
7

0.0
7

0.1
0

0.0
7

0.3
4

0.3
5

0.1
1

　
チ

マ
キ

ザ
サ

節
型

　
Sa

sa
 s

ec
t. 

Sa
sa

 e
tc

.
0.0

5
0.0

6
　

ミ
ヤ

コ
ザ

サ
節

型
　

Sa
sa

 s
ec

t. 
Cr

as
sin

od
i

0.0
5

0.0
7

0.2
3

0.0
7

0.1
0

0.0
9

0.0
4

タ
ケ

亜
科

の
比

率
（

％
）

　
ネ

ザ
サ

節
型

　
P

le
io

bl
as

tu
s  s

ec
t. 

N
ez

as
a

62
52

26
52

78
80

52
　

チ
マ

キ
ザ

サ
節

型
　

Sa
sa

 s
ec

t. 
Sa

sa
 e

tc
.

14
27

　
ミ

ヤ
コ

ザ
サ

節
型

　
Sa

sa
 s

ec
t. 

Cr
as

sin
od

i
38

48
60

48
22

20
22

　
メ

ダ
ケ

率
　

M
ed

ak
e 

ra
tio

62
52

26
52

78
80

52

p11-62.indd   54 2013/11/12   14:25:42



－ 55 －

第
３

４
図

　
呰

見
川

ノ
上

遺
跡

に
お

け
る

植
物

珪
酸

体
分

析
結

果
図

１
呰

見
川

ノ
上

遺
跡

に
お

け
る

植
物

珪
酸

体
分

析
結

果

ヨ シ 属

ス ス キ 属 型
イ ネ

ネ ザ サ 節 型

チ マ キ ザ サ 節 型

棒 状 珪 酸 体

表 皮 毛 起 源

未 分 類 等

未 分 類 等

ブ ナ 科 （ シ イ 属 ）

ク ス ノ キ 科

ウ シ ク サ 族 Ａ

ミ ヤ コ ザ サ 節 型

イ ネ （ 穎 ）

イ
ネ

科

タ
ケ

亜
科

樹
木

そ
の

他

は め 絵 パ ズ ル 状

（ ブ ナ 属 な ど ）

0
1
0
0
%

タ
ケ

亜
科

の
比

率

ネ ザ サ 節 型

チ マ キ ザ サ 節 型

メ ダ ケ 節 型

ミ ヤ コ ザ サ 節 型

メ
ダ

ケ
属

サ
サ

属

マ ン サ ク 科

（ イ ス ノ キ 属 ）

そ の 他

1
SX

32
b

2
SX

32
b

3
SX

32
a

4
SX

31
a

6
SX

25
-
3

7
SX

26
-
1

8
水
田
２

0
検

出
密

度
（

万
個

/
g
）

推
定

生
産

量
（

k
g/
㎡

･
cm
）

5

0
5

試 料 №
層 位

２
層

５
層

８
層

３
層

12
層

13
層

上

13
層

下

p11-62.indd   55 2013/11/12   14:25:42



－ 56 －

第３５図　呰見川ノ上遺跡の植物珪酸体　（プラント・オパール）
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Ⅱ．呰見川ノ上遺跡における花粉分析

１．はじめに
　花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復元に応用されて
おり、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。
花粉などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では
分解されて残存していない場合もある。

２．試料
　分析試料は、２区の土層断面について１３層（試料２）、１２層（試料３）、３層（試料４）、８層（試
料６）、５層（試料７）から採取された計５点である。これらは、植物珪酸体分析に用いられたものと
同一試料である。

３．方法
　花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法をもとに、以下の手順で行った。
１）試料から１cm3 を秤量
２）0.5％リン酸三ナトリウム（12 水）溶液を加えて 15 分間湯煎
３）水洗処理の後、0.5mm の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去
４）25％フッ化水素酸溶液を加えて 30 分放置
５）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン
氏液を加え１分間湯煎）を施す
６）再び氷酢酸を加えて水洗処理
７）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成
８）検鏡・計数
　検鏡は、生物顕微鏡によって 300 ～ 1000 倍で行った。花粉の同定は、島倉（1973）および中
村（1980）をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、
亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結
んで示した。イネ属については、中村（1974，1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・
孔・表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とした。

４．結果
（１）分類群

　出現した分類群は、樹木花粉 18、樹木花粉と草本花粉を含むもの３、草本花粉 21、シダ植物
胞子２形態の計 44 である。また、寄生虫卵２分類群が検出された。分析結果を表２に示し、花粉
数が 100 個以上計数された試料については花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主
要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下に出現した分類群を記載する。
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〔樹木花粉〕
　マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、ヤナギ属、
ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属－アサダ、クリ、シイ属－マテバシイ属、コナラ属コナラ亜属、
コナラ属アカガシ亜属、エノキ属－ムクノキ、モチノキ属、ブドウ属、イスノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕
　クワ科－イラクサ科、バラ科、マメ科

〔草本花粉〕
　ガマ属－ミクリ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、イボクサ、ミズアオイ属、
タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、ソバ属、アカザ科－ヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブ
ラナ科、ノブドウ、チドメグサ亜科、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕
　単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕
　鞭虫卵、不明虫卵

（２）花粉群集の特徴
　下位の１３層（試料２）と１２層（試料３）では、花粉が検出されなかった。３層（試料４）では、
樹木花粉のシイ属－マテバシイ属、コナラ属アカガシ亜属、クリ、草本花粉のヨモギ属、アカザ科
－ヒユ科、カヤツリグサ科、イネ属型が検出されたが、いずれも少量である。
　８層（試料６）では、草本花粉の占める割合が約 55％、樹木花粉が約 35％、樹木・草本花粉が
約 10％である。草本花粉ではイネ科（イネ属型を含む）とヨモギ属が優勢で、カヤツリグサ科、ガ
マ属－ミクリ属、アカザ科－ヒユ科、オモダカ属、ミズアオイ属、ソバ属などが伴われる。樹木花粉
ではコナラ属アカガシ亜属、シイ属－マテバシイ属が優勢で、マツ属複維管束亜属、コナラ属コナ
ラ亜属、クリなどが伴われ、樹木・草本花粉のクワ科－イラクサ科も認められた。また、寄生虫卵の
鞭虫卵、不明虫卵が少量検出された。
　５層（試料７）では、樹木花粉のクマシデ属－アサダ、シイ属－マテバシイ属、クリ、コナラ属コ
ナラ亜属、草本花粉のイネ属型、イネ科、ヨモギ属、樹木・草本花粉のクワ科－イラクサ科、マメ
科が検出されたが、いずれも少量である。

５．花粉分析から推定される植生と環境
　花粉分析の結果、10 ～ 12 世紀とされる SX25-3 層ではイネ属型やソバ属が検出され、オモダカ
属、ミズアオイ属などの水田雑草も認められることから、調査地点もしくはその近辺で水田稲作をは
じめソバの栽培も行われていたと考えられる。また、周辺の比較的乾燥したところにはイネ科、ヨモ
ギ属、アカザ科－ヒユ科などの草本類が生育し、遺跡周辺にはコナラ属アカガシ亜属、シイ属－マ
テバシイ属などの照葉樹をはじめ、マツ属複維管束亜属（クロマツ、アカマツ）、コナラ属コナラ亜属、
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クリなども分布していたと推定される。同層では寄生虫卵の鞭虫卵が検出されたが、低密度であるこ
とから、集落周辺などの人為環境における通常の生活汚染に由来するものと考えられる。鞭虫は中
間宿主を必要とせず、糞便とともに排泄された寄生虫卵が付着した野菜・野草の摂取や水系により
経口感染する。
　古墳時代とされる３層および５層では、花粉密度が低いことから植生や環境の詳細な推定は困難
であるが、イネ属型が検出されることから、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能
性が考えられる。
　下位の１３層と１２層では、花粉が検出されなかった。花粉が検出されない原因としては、乾燥も
しくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたこと、土層の堆積速度が速
かったこと、および水流や粒径による淘汰・選別を受けたことなどが考えられる。

　文献
金原正明（1993）花粉分析法による古環境復原．新版古代の日本第 10 巻古代資料研究の方法，
角川書店，p.248-262．
島倉巳三郎（1973）日本植物の花粉形態．大阪市立自然科学博物館収蔵目録第５集，60p．
中村純（1967）花粉分析．古今書院，p.82-110．
中 村 純（1974）イネ科 花 粉 について、とくにイネ（Oryza sativa）を中 心として . 第四 紀 研
究 ,13,p.187-193．
中村純（1977）稲作とイネ花粉．考古学と自然科学，第 10 号，p.21-30．
中村純（1980）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館収蔵目録第 13 集，91p.
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表５　呰見川ノ上遺跡における花粉分析結果
分類群 13 層 12 層 ３層 ８層 ５層

　学名 　和名 2 3 4 6 7
Arboreal  pollen 樹木花粉
　Podocarpus 　マキ属 1
　Abies 　モミ属 4
　Tsuga 　ツガ属 1
　Pinus  subgen. Diploxylon 　マツ属複維管束亜属 16
　Cryptomeria  japonica 　スギ 5
　Taxaceae-Cephalotaxaxeae
　　-Cupressaceae

　イチイ科－イヌガヤ科
　　－ヒノキ科 3

　Salix 　ヤナギ属 2
　Alnus 　ハンノキ属 1
　Betula 　カバノキ属 1
　Carpinus-Ostrya  japonica 　クマシデ属－アサダ 1 2
　Castanea  crenata 　クリ 1 7 1
　Castanopsis-Pasania 　シイ属－マテバシイ属 2 47 2
　Quercus  subgen. 
　　Lepidobalanus 　コナラ属コナラ亜属 16 1

　Quercus  subgen. 
　　Cyclobalanopsis 　コナラ属アカガシ亜属 2 55

　Celtis-Aphananthe  aspera 　エノキ属－ムクノキ 4
　Ilex 　モチノキ属 1
　Vitis 　ブドウ属 6
　Distylium 　イスノキ属 1
Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉
　Moraceae-Urticaceae 　クワ科－イラクサ科 50 18
　Rosaceae 　バラ科 1
　Leguminosae 　マメ科 2 1
Nonarboreal  pollen 草本花粉
　Typha-Sparganium 　ガマ属－ミクリ属 14
　Sagittaria 　オモダカ属 4
　Gramineae 　イネ科 126 2
　Oryza  type 　イネ属型 1 14 3
　Cyperaceae 　カヤツリグサ科 2 24
　Aneilema  keisak 　イボクサ 2
　Monochoria 　ミズアオイ属 1
　Polygonum  sect. Persicaria 　タデ属サナエタデ節 2
　Rumex 　ギシギシ属 1
　Fagopyrum 　ソバ属 1
　Chenopodiaceae
　　-Amaranthaceae 　アカザ科－ヒユ科 3 10

　Caryophyllaceae 　ナデシコ科 1
　Ranunculus 　キンポウゲ属 1
　Cruciferae 　アブラナ科 3
　Ampelopsis  
　　brevipedunculata 　ノブドウ 3

　Hydrocotyloideae 　チドメグサ亜科 2
　Apioideae 　セリ亜科 1
　Lactucoideae 　タンポポ亜科 2
　Asteroideae 　キク亜科 3
　Xanthium 　オナモミ属 1
　Artemisia 　ヨモギ属 5 73 1
Fern  spore シダ植物胞子
　Monolate  type  spore 　単条溝胞子 1 9
　Trilate  type  spore 　三条溝胞子 10 1
　Arboreal  pollen 　樹木花粉 0 0 5 172 6
　Arboreal・Nonarboreal  pollen 　樹木・草本花粉 0 0 0 53 19
　Nonarboreal  pollen 　草本花粉 0 0 11 289 6
Total  pollen 花粉総数 0 0 16 514 31
Pollen  frequencies  of  1㎤ 試料 1㎤中の花粉密度 0.0 0.0 1.4 1.8 3.6

× 10 2 × 10 4 × 10 2

　Unknown  pollen 　未同定花粉 0 0 2 11 2
Fern  spore シダ植物胞子 0 1 0 19 1
Helminth  eggs 寄生虫卵
　Trichuris(trichiura) 　鞭虫卵 1
　Unknown  eggs 　不明虫卵 1
Total 計 0 0 0 2 0
Helminth  eggs 試料 1㎤中の 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0
frequencies  of  1㎤ 寄生虫卵密度 × 10
Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 （－） （－） （－） （－） （－）
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第３７図　呰見川ノ上遺跡の花粉・胞子・寄生虫卵
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図版１

１．呰見川ノ上遺跡２区
全景（真上から）

２．呰見川ノ上遺跡３区
全景（真上から）
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図版２

２．呰見川ノ上遺跡２区
全景（南東から）

３．呰見川ノ上遺跡３区
全景（南東から）

１．呰見川ノ上遺跡１区
全景（南東から）

zuhan-1-18-p62ato.indd   2 2013/11/12   14:27:08



図版３

２．１ 号 竪 穴 住 居 跡 完 掘
（北東から）

３．２・ ３ 号 竪 穴 住 居 跡
（西から）

１．１ ～ ３ 号 竪 穴 住 居 跡
（南西から）
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図版４

２．２号土坑（東から）

３．３号土坑（北東から）

１．１号土坑（北から）
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図版５

２．9号土坑（南から）

３．１０号土坑（南東から）

１．７号土坑（南から）
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図版６

２．１２号土坑（南から）

３．１３号土坑（南から）

１．１１号土坑（南から）
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図版７

２．水田土層（南西から）

３．土器出土状況
　　（西から）

１．水田（南西から）
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図版８

２．水口状遺構（北から）

３．水口状遺構（北から）

１．水口状遺構（西から）
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図版９

２．４号溝状遺構木製品
出土状況（北から）

３．９号不明遺構（北から）

１．３号溝状遺構土器
　　出土状況（南東から）
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図版10

２．１８号不明遺構（西から）　

３．Ｐ１０３・１０４
 　　検出状況（北東から）

１．１３号不明遺構（南から）
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図版11

呰見川ノ上遺跡　出土土器１
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図版12

呰見川ノ上遺跡　出土土器２
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図版13

呰見川ノ上遺跡　出土土器３
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図版14

呰見川ノ上遺跡　瓦・製塩土器・緑釉陶器・土製品
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図版15

呰見川ノ上遺跡　石器・石製品
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図版16

呰見川ノ上遺跡　金属製品・木製品
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図版17

草場角名遺跡　石器
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図版18

草場角名遺跡　石器・木製品
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第 38 図　カワラケ田遺跡２次調査Ⅲ－２区全体図（１/１00）
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第 39 図　カワラケ田遺跡２次調査Ⅴ区全体図（１/ ３００）
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第 40 図　カワラケ田遺跡２次調査Ⅵ区全体図（１/ ３００）
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Ⅳ　カワラケ田遺跡２次調査（Ⅲ・Ⅴ・Ⅵ区）

１．調査の概要

　今回、報告するカワラケ田遺跡２次調査は、平成２０年７月２８～３０日、平成２１年１月８日、６月２３日、
平成２２年１月２６日の確認調査との結果により、
　Ⅲ－１区　下原５９８、Ⅲ－２区　下原４１３、４１４、Ⅲ－３区　下原５９９－１・２
　Ⅴ区　呰見９５５－１・４・５、９５６－１、９５７－１、９５８－１、
　Ⅵ－１区　呰見１１２９－１・２、１１３０－１・２、１１３１、
　Ⅵ－２区　下原４０７－１の一部、計約７０００㎡を調査対象地とした。
　まず北側のⅠ・Ⅱ区（平成２３年度報告済み）と東西に走る道路を挟んで南側の地区をⅢ区とした。
さらにⅢ区は南北の道路によっていくつも区切られていたので、その区画ごとに枝番号をつけ、西側
の田地部分をⅢ－１区、東側の宅地跡部分をⅢ―２区、そしてⅢ―１と２区の間をⅢ―３区とした。
　Ⅲ－１区は確認調査により、道路跡などの遺構が確認されたことから平成２０年１２月１７日から調査
に着手した。まず人力でトレンチを入れて確認した所、北西側は遺構の存在を確認できなかったが、
北東側では遺構を検出した。さらに、南側では表土下０．５ｍ程まで圃場整備による地山の土が埋め
られていたが、下部から道路跡の埋土である灰褐色土の広がりを認められた。そのため、平成２１年
１月７日からバックホーを搬入し、表土の掘削を開始し、灰褐色土が帯状に認められた古代の道路跡
と、掘立柱建物跡１棟、竪穴住居跡３軒、土坑４基を検出した。
　調査前、宅地であったⅢ－２区はⅢ－１区の表土剥ぎ終了後に、バックホーによる掘削を行った。
その結果、調査区の南側では遺構を検出しなかったが、北側はⅢ－１区で検出された道路跡の続き
を確認した。
　このⅢ－１区の調査で検出された古代の道路跡については、平成２１年３月５日に記者発表を行っ
た。同月７日には現地にて説明会を開始し、地元住民を中心に１５０名ほどの参加を得た。
　さらに、平成２１年９月１５日には、NHK － BS2 による「謎の古代道を追え」の撮影も行われた。（同
年１０月１２日に放映）
　Ⅲ－３区ではⅢ－１・２区での調査結
果から、古代の道路跡がこの部分に遺
存することが判明していたので、平成
２２年７月１日にバックホーを入れて調
査を開始した。バックホーによる表土
の掘削の結果、ここも圃場整備の影響
を受けてはいたが、南東側の一段高い
部分で竪穴住居跡２軒、土坑１基を検
出し、Ⅲ－１区と２区とを結ぶ道路跡を
ここでも確認できた。Ⅲ区はⅢ－３区を
最後に平成２２年１２月２７日で調査を
終了した。 現地説明会の風景
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　椎田道路に接するⅤ区は、椎田道路建設に伴う発掘調査により、周辺では呰見遺跡・カワラケ田
遺跡の調査が行われ、古代～中世の集落跡が検出されていた。確認調査の結果を踏まえて、２２年
１月６日から調査を開始した。まず北側の約２/ ３から調査をし、掘立柱建物跡１０棟、それに付随す
る柵列１条、竪穴住居跡２軒、土坑１６基、溝６条を検出した。その後、公民館の撤去後に平成２３
年１月以降に残り１/ ３の調査を行い、ここでも掘立柱建物跡３棟、それに付随する柵２列、土坑２基
を検出した。Ⅴ区は平成２３年２月２８日は調査を終了した。
　Ⅵ区はⅢ－２区のさらに東側に位置し、道路を挟んで北側の宅地跡をⅥ－１区、南側の田地部分
をⅥ－２区として調査を平成２１年４月９日から開始した。Ⅵ－１区は周囲より数ｍ高い位置にあるの
で、圃場整備の影響は少ないと思われたが、他地区同様に削平されていた。主たる遺構はなかった
が、Ⅲ－２区の延長上に位置していたことから、古代の道路跡の一部とピットを検出した。Ⅵ－２区
は圃場整備の影響を受けていたが、表土、圃場整備時の盛土、旧耕作土下の橙色土（遺構面）か
らは掘立柱建物跡２棟、土坑１基、ピット多数を検出した。Ⅵ区は平成２２年９月２日に調査地を埋め
戻して終了した。
　今回の調査では、各調査区ごとに若干の違いがあるが、基本的には表土（耕作土）、圃場整備時
の盛土、その下から遺構面である橙色土を確認し、掘立柱建物跡１３棟、竪穴住居跡７軒、土坑２３基、
溝６条、ピット多数と古代の道路跡を確認した。
　なお、参考に挙げるが平成２３年度のⅠ・Ⅱ区の報告では７世紀～８世紀の集落跡を検出し、掘立
柱建物跡３６棟、竪穴住居跡３軒、土坑２０基、溝４条、近世墓４５基を報告した。
　最後に今回報告する古代の道路跡については、長崎外国語大学の木本雅康先生と筑紫野市教育
委員会小鹿野亮氏に現地にて指導を得た。また古代の道路跡の土壌については、佐賀大学名誉教授
林重徳先生に平成２２年１１月８日に現地にて指導を仰ぎ、林先生のご助言により佐賀大学低平地研究セ
ンターの末次大輔先生に土壌の科学的分析を行って頂いた。（その分析結果についてはＰ１５2 に記載。）

カワラケ田遺跡２次調査地の周辺（真上から）
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２．掘立柱建物跡（図版２２・２３、第４１～５２図）

　掘立柱建物跡は、Ⅲ－１区で１棟（３２号）、Ⅴ区で１３棟（３３～４６号）、Ⅵ区で２棟（４７・４８号）
の１６棟を検出したⅢ・Ⅴ区ともに標高３５ｍ～３８ｍの丘陵のやや緩斜面に位置する。検出した建物
跡は、２×２、２×３、２×４、２×５、３×４間の掘立柱建物跡を確認し、掘り方の大部分は円形で、
一部のみ隅丸方形であった。概ね掘立柱建物跡の時期は、出土遺物から７世紀～８世紀の時期が
考えられる。なお、調査中に掘立柱建物跡と誤認して付けた３８・４０・４１・４３号の掘立柱建物跡
は欠番とした。カワラケ田遺跡２次調査で検出した他の建物は、１～２９号Ⅰ区（報告済）、５０～５５
号はⅡ区（報告済）、３０・３１号はⅣ区（未報告）である。
　
　３２号掘立柱建物跡（図版２２、第４１図）
　Ⅲ－１区で唯一確認できた２×４間の建物である。調査区北側で検出したため、全ての柱穴を確認
できなかった。建物方向は N － 18°－ E であり、古代の道路跡の近くで検出した。柱穴間距離は南
北方向で２．３～２．５ｍ、東西方向で２．４、２．５ｍを測る。柱穴は円形で径０．２５～０．６ｍ、深さ０．１５
～０．７ｍを測り、一部の柱穴からは柱痕跡を確認できた。出土遺物はなかったが１・２号竪穴住居
跡を切るので、掘立柱建物の時期は７世紀前半以降の可能性がある。
　
　以下、Ⅴ区で検出した掘立柱建物跡である。

　３３号掘立柱建物跡（図版２２、第４２図）
　Ⅴ区の調査区南側で検出した２×５間の建物である。南側の一部の柱穴の上面は１６号溝で削られ
ている。建物方向は N － 13°－ E で、柱穴間距離は南北方向で１．８～２．５ｍ、東西方向で２．７～２．
８ｍを測る。柱穴は円形又はやや隅丸方形に近い形状のものもあり、径０．３～０．８ｍ、深さ０．３５～０．
８ｍを測る。ほとんどの柱穴で、径約０．２ｍの柱痕跡を確認できた。遺物は少量であるがいくつかの
柱穴から出土した。掘立柱建物の時期は、出土土器から７世紀以降と考えられる。他にも遺物が出
土したが、図化できるものはなかった。
　出土土器（第４５図）
　１は須恵器無蓋高坏の坏部片か。脚部との接合面で欠損する。復元口径で１３．４㎝を測る。２は
土師器鉢片である。頸部付近で外側に大きく開く。調整は外面にミガキを施す。復元口径２２．０㎝
を測る。

　３４号掘立柱建物跡（図版２２、第４３図）
　３３号掘立柱建物跡の北側で検出した３×４間の建物である。建物方向は N － 12°－ E で、柱穴
間距離は南北方向で１．２～２．５ｍ、東西方向で１．５～１．８ｍを測る。ほとんどの柱穴は円形であるが、
一部の柱穴は隅丸方形で、長さ及び径０．５５～０．９５ｍ、深さ０．４～０．６５ｍを測る。全ての柱穴で
径０．２ｍ前後の柱痕跡を確認できた。掘立柱建物の時期は、出土した須恵器坏蓋や埦片からから８
世紀中頃以降と考えられる。
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第４１図　３２号掘立柱建物跡実測図（１/ ６０）

　３４号掘立柱建物跡出土土器（図版４２、第４５図）
　３～６は須恵器である。３と４は口縁端部が嘴状になるが、４はやや丸みを帯びる。５は埦片で復
元高台径９．０㎝を測り、底部と高台との接地部分には段ができる。６は短頸壺の口縁～体部上半片
で、復元口径で５．５㎝と狭い。全体的に薄手に作られる。７は摩滅している土師器坏片である。８は
土師器甕片である。頸部から口縁にかけて外湾しながら外側に開く。調整は外面に刷毛目、内面に
は刷毛目とナデを施す。
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第４３図　３４号掘立柱建物跡実測図（１/ ６０）
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　３５号掘立柱建物跡（図版２２、第４４図）
　３４号掘立柱建物跡の北側で６号竪穴住居跡を切る形で検出した２×５間の建物で、３３号建物と
は建物方向９０°に振れて建てられている。建物方向は N －７２°－ W で、柱穴間距離は南北方向で
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第４４図　３５号掘立柱建物跡実測図（１/ ６０）

１．６～２．１ｍ、東西方向で１．５～１．８ｍを測る。いくつかの円形の柱穴以外は隅丸方形で、長さ０．５
～１．０ｍ、深さ０．３５～０．６ｍを測る。全ての柱穴で径０．１５～０．３５ｍの柱痕跡を確認できたが、
切り合いのある柱穴や柱穴底面で柱痕跡が確認できることから同地点での建て替えが行われた可能
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第４５図　３３～３５号掘立柱建物跡出土土器実測図（１/ ３）

性がある。掘立柱建物の時期は、出土した須恵器坏蓋や埦片からから８世紀中頃以降と考えられる。
　３５号掘立柱建物跡出土土器（図版４２、第４５図）
　９～１２は須恵器である。９と１０は埦片である。９は全体的に角張った作りである。１１は皿の口縁
部片か。内外面に丁寧な回転横ナデを施す。１２は甕の口縁部片か。１３は土師器の坏片である。内
面の体部中程で段が付く。調整は内外面とも摩滅していて不明である。復元口径１３．６㎝を測る。

　３６号掘立柱建物跡（第４６図）
　３５号掘立柱建物跡と一部が重なるように検出した２×３間の建物である。これも３５号同様に他と
は建物方向が異なる。建物方向は N －７８°－ W で、柱穴間距離は南北方向で１．３～１．６ｍ、東西
方向で１．５～１．８ｍを測る。柱穴は円形で径０．３～０．４５ｍ、深さ０．１５～０．５５ｍを測る。ここでも、
全ての柱穴からは径０．１５ｍ前後の柱痕跡を確認できた。土師器片や須恵器片を出土したが、図化
できなかった。掘立柱建物の時期は、３５号建物よりも後出すると考えられ８世紀後半～９世紀頃か。
　
　３７号掘立柱建物跡（第４６図）
　調査区西側で４２号掘立柱建物跡と重なるように検出した２×３間の建物である。建物方向は N －
17°－ E で、柱穴間距離は南北方向１．８～２．３ｍで、東西方向で１．８～１．９ｍを測る。柱穴は円形で
径０．２５～０．５５ｍ、深さ０．２～０．６５ｍを測る。ここも全ての柱穴には、径０．１５ｍ前後の柱痕跡を
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確認できた。図化できる出土遺物は少ないが、出土した土師器片からは８世紀頃か。
　３７号掘立柱建物跡出土土器（第４６図）
　１４は土師器坏片である。内外面ともに段がつき、断面の厚さ数㎜と薄手に作られる。１５は土師
器甕の口縁部片である。頸部が逆「L」字形になるタイプか。

　３９号掘立柱建物跡（第４７図）
　３７号掘立柱建物跡のすぐ南東側で検出したⅤ区で唯一の２×３間の総柱建物である。東側には
柵列も伴っている。建物方向は N － 24°－ E で、柱穴間距離は南北方向で２．２～２．５ｍ、東西方向
で１．８～１．９ｍを測る。柱穴は円形で径０．１５～０．４５ｍ、深さ０．２５～０．７５ｍを測る。ここも柱穴には、
全ての柱穴で径０．１５ｍ前後の柱痕跡を確認できた。図化できる出土遺物から掘立柱建物の時期は、
８世紀頃の可能性がある。
　３９号掘立柱建物跡と付随したと考えられる１号柵列は、北側に延びていくほど１．７～２．６ｍと間隔
が空く。３９号掘立柱建物跡とほぼ同方向の N －６４°－ E となる。柱穴は円形で径０．２５ｍ前後、深
さは一部掘りすぎの感は否めないが、０．３～０．７ｍを測る。柱痕跡も全てにあり、径０．１ｍを測る。
　出土土器（第４７図）
　１６は須恵器埦の口縁端部片である。１７は土師器甕の口縁部片である。これも逆「L」字形にな
るタイプか。

　４２号掘立柱建物跡（第４８図）
　３９号掘立柱建物跡のすぐ南東側で検出した２×３間の建物である。これも３９号とほぼ同じ向きで
建てられる。建物方向は N － 23°－ E で、柱穴間距離は南北方向で１．６～２．７ｍ、東西方向で１．８～２．
１ｍを測る。柱穴は円形で径０．３５～０．６ｍ、深さ０．２～０．５５ｍを測る。いくつかの柱穴には、径０．
１５ｍ前後の柱痕跡を確認できた。土師器の細片が出土したが、図化できなかった。３７・３９号掘
立柱建物跡に近接する時期か。
　
　４４号掘立柱建物跡（図版２３、第４９図）
　調査区南側で検出し、南側の柱穴は攪乱により消失する。周囲の建物の様子から２×３間の建物か。
建物方向は N － 14°－ E で、柱穴間距離は南北方向で１．６～１．８ｍ、東西方向で１．８～１．９ｍを測る。
柱穴は円形で径０．３５～０．５ｍ、深さ０．２～０．５ｍを測る。検出面では柱痕跡を確認することができ
なかったが、柱穴底面には柱痕跡径約０．１ｍを確認できた。掘立柱建物の時期は出土した土器片か
ら８世紀頃か。
　出土土器（第４９図）
　１８は須恵器埦の口縁部片である。１９は土師器坏片である。底部にかけて丸みを帯びる。２０は
土師器甕片である。頸部がやや逆「L」字形に外側に開く。
　
　４５号掘立柱建物跡（図版２３、第４９図）
　４４号掘立柱建物跡の北側で４６号と重なるように検出した２×３間の建物である。南西隅の柱穴
は攪乱により消失する。建物方向は N － 20°－ E で、柱穴間距離は南北方向で１．３～２．１ｍ、東西
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第４８図　４２号掘立柱建物跡実測図（１/ ６０）

方向で１．７～１．９ｍを測る。柱穴は円形で径０．４～０．６ｍ、深さ０．１５～０．４５ｍを測る。柱穴底面で
は柱痕跡の径約０．１ｍを確認できた。図化できる出土遺物はなかったが、掘立柱建物の時期は周辺
の建物との関係から８世紀頃か。
　
　４６号掘立柱建物跡（図版２３、第５０図）
　４５号と重なるように検出した２×４間の建物で、南西隅の柱穴を攪乱で消失する。建物方向は N
－ 20°－ E で、柱穴間距離は南北方向で２．０～２．３ｍ、東西方向で２．４～２．６ｍを測る。柱穴は円
形で径０．５～０．６ｍ、深さ０．２５～０．４５ｍを測る。これも柱痕跡は上面で確認できなかったが、柱
穴底面には柱痕跡径約０．１５ｍを確認できた。掘立柱建物の時期は土師器片から８世紀頃か。
　また４６号掘立柱建物跡と付随すると考えられる柵列は２列ある。２・３号柵列はそれぞれ N －
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第５１図　４７号掘立柱建物跡および出土土器実測図（１/ ６０、１/ ３）
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20°－ Eとで N －12°－ Eと方向が違い一方の柵列が４６号掘立柱建物跡に付随するものと考えたい。
柱穴間隔は中間でやや狭まるが、１．９～２．３ｍを測る。柱穴は円形で径０．３～０．４ｍ、深さは０．２～０．
４５ｍを測る。
　４６号掘立柱建物跡出土土器（第５０図）
　２１は土師器甕の口縁部片で、逆「L」字形で外側に大きく開く。２２は土師器甕又は甑の口縁部片か。
口縁付近で外側に急に開く。
　
　４７号掘立柱建物跡（図版２３、第５１図）
　Ⅵ区で検出した２×２間の総柱建物である。建物方向は N － 37°－ W で、柱穴間距離は１．４～１．
５ｍでほぼ同じ長さを測る。柱穴は円形および隅丸方形で長さ０．４～０．５ｍ、深さ０．２５～０．５５ｍ
を測る。柱穴底面には柱痕跡径約０．１５ｍ前後を確認し、いくつかの柱穴には約０．１ｍの礎石を底
面に置いていた。図化できた須恵器坏身から検討すると、掘立柱建物の時期は７世紀前半頃か。
　出土土器（第５１図）
　２３は須恵器坏身片である。内外面の調整は回転横ナデである。

p69-160.indd   83 2013/11/13   17:40:43



－ 84 －

　４８号掘立柱建物跡（図版２３、第５２図）
　４７号掘立柱建物跡の西側で検出した２×２間の総柱建物で、圃場整備により上面を削平されて
いたが緩斜面に位置する。建物方向は N － 25°－ W で、４７号掘立柱建物跡よりは北向きに建てら
れる。柱穴間距離は南北方向で２．２～２．４ｍ、東西方向で２．０～２．２ｍを測る。柱穴は円形および
隅丸方形で長さ０．４～０．５ｍ、深さ０．３～０．７ｍを測る。柱痕跡は上面で確認できなかったが、柱
穴底面には柱痕跡径約０．１５ｍ前後を確認できた。図化できる出土遺物はなかったが、４７号掘立
柱建物跡と同方向に建てられていることから同時期の可能性がある。

３．竪穴住居跡（図版２４～２６、第５３～６１図）
　
　竪穴住居跡はⅢ－ 1 区で３軒（１～３号）、Ⅴ区で２軒（４・６号）、Ⅲ－３区で２軒（７・８号）の７
軒を確認した。いくつかの住居跡は削平されていて、竈も全く残存していなかった。調査当初に５号
竪穴住居跡としたが、調査の結果、住居跡ではなかったので欠番とした。なお、Ⅰ・Ⅱ区検出の９～
１１号竪穴住居跡は報告済みである。

　１号竪穴住居跡（図版２４、第５３図）
　今回の調査の中では最も残りが良い竪穴住居跡で、Ⅲ－１区で検出した。形状はほぼ方形で、長さ５．
８×６．５ｍ、深さ０．３ｍを測る。壁溝は部分的に途切れているが住居の隅々で確認した。主柱穴も明
確に判断でき、径０．５～０．８ｍ、深さ０．４～０．６５ｍで、柱間は３．８～４．０ｍを測る。
　竈はⅡ区検出の１１号竪穴住居跡と同様で、西壁の中央部分に作られている。またこの付近には多
くの土器が出土した。竈の袖は褐色土で固く締まっていたが、右袖部分は掘りすぎてしまった。また
前面には竈で使用された約０．２５と０.４ｍの２つに割れた石と、ほぼ原位置で径約０，２ｍの凹みに立
てられた袖石を２つ確認し、これらで竈の焚口を形成していと思われる。
　焚口部分は幅０．５ｍ前後を測り、焼土層に混ざって土器片が出土した。煙道は確認できなかった
が、竈の中央には約２０㎝の支脚を埋設していた。パンケースで約２箱分の出土土器から、竪穴住
居の時期は６世紀末～７世紀初め頃と思われる。
　出土土器（図版４２、第５４・５５図） 
　２４～５１は須恵器である。２４～３５は坏蓋である。外面体部中程と内面口縁端部には、緩やか
に段を有する。口径１６．０、１５．６、１５．０、１５．０、１４．６、１４．３、１４．２、１４．０、１３．４、１３．０、
１３．０、１０．４㎝を測る。３３は内面天井部に「一」状のヘラ記号がある。３６のみ撮み部分を欠損す
るが、高坏の蓋である。口径１５．０㎝を測る。３７から４２は坏身である。３７は焼成不良により軟質で、
色調は灰白色になる。口径１３．０㎝を測る。３８～４２は復元口径１２．８、１１．８、１１．４、１１．２、１１．０
㎝を測る。４３～４５は高坏片である。４３は無蓋高坏である。脚部端部は欠損するが、脚部には２
段の透かしを３カ所に入れる。下部は長方形の透かしであるが、上部は直線状に刻んでいるだけで、
簡略されている。調整は坏部の段から脚部にかけてカキ目を施す。口径１３．４㎝を測る。４４と４５は
脚部片である。４６は甕の体部片である。外面にはカキ目の後に平行叩きを、内面には同心円叩き
を施す。４７は𤭯または壺の口縁部片で、端部が尖る。４８は壺の肩部片である。内面の頸部との境
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第５２図　４８号掘立柱建物跡実測図（１/ ６０）

Ⅵ区南側全景写真（真上から）
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第５３図　１号竪穴住居跡実測図（１/ ６０、１/ ３０）

１
　
暗
茶
褐
色
土
（
炭
粒
混
ざ
る
）

２
　
１
に
炭
粒
と
焼
土
が
混
ざ
る

３
　
１
に
白
黄
色
土
（
細
か
い
炭
粒
が
混
ざ
る
）

４
　
橙
赤
色
焼
土
塊

５
　
暗
茶
褐
色
土
（
細
か
い
炭
粒
が
混
ざ
る
）

６
　
２
よ
り
焼
土
粒
が
多
い

７
　
１
に
黄
色
風
化
礫
土
が
混
ざ
る

８
　
褐
色
土
（
マ
ン
ガ
ン
含
む
）

９
　
赤
色
焼
土
（
３
を
少
し
含
む
）

10
　
暗
赤
色
焼
土

11
　
10
と
12
が
混
ざ
る
（
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
）

12
　
暗
褐
色
土

13
　
黄
色
風
化
礫
土
（
地
山
）

１
　
褐
色
土
（
締
ま
り
あ
り
　
マ
ン
ガ
ン
多
量
に
含
む
）

２
　
暗
褐
色
土
（
土
器
片
多
く
含
む
）

３
　
褐
色
土
（
炭
化
物
、
焼
土
を
多
量
に
含
む
　
竈
）

４
　
２
に
黄
色
風
化
礫
土
が
混
ざ
る

５
　
褐
色
土
（
ピ
ッ
ト
埋
土
）

６
　
褐
色
土（
締
ま
り
あ
り
　
粘
質
や
や
あ
り
　
ピ
ッ
ト
埋
土
）

７
　
明
褐
色
土
（
締
ま
り
あ
り
　
粘
質
弱
い
　
ピ
ッ
ト
埋
土
）

p69-160.indd   86 2013/11/13   17:40:45



－ 87 －

24

25

26

27

28

29

36

43

44

45

47

48
50

49

51

10㎝

0

30

31

32

33

34

35

37

38

39

40

41

42

46

第５４図　１号竪穴住居跡出土土器実測図１（１/ ３）
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第５５図　１号竪穴住居跡出土土器実測図２（１/ ３）
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0 10㎝

目が肉厚になる。４９は壺の底部片である。外面底部にはカキ目を施し、中央のみヘラ切りの痕跡が
ある。５０と５１は提瓶の肩部付近の把手片である。５０は牛角状であるが、５１は環状である。５２～
５９は土師器片である。５２は坏で、復元口径１１．６㎝を測る。内外面とも摩滅するが、外面にミガキ、
内面にはナデを施す。５３は高坏脚部片である。内外面ともナデを施す。５４～５６は甕片である。口
縁部は外湾しながら外側に向かって大きく開く。外面には刷毛目、内面にはケズリである。５４と５５
は復元口径で１９．６、３１．６㎝を測る。５７は頸部から口縁に向かって真っ直ぐに立ち、端部が僅かに
外側に開く。壺の可能性がある。５８と５９は甑の口縁から体部上半片である。口縁端部に向かって
緩やかに外側に向かって開く。外面にはナデと刷毛目、内面には刷毛目やケズリを施す。
　
　２号竪穴住居跡（図版２４・２５、第５６図）
　１号竪穴住居跡の北側で検出した竪穴住居跡である。調査区際で検出したため約１/ ３しか調査
できなかった。現状では５．２×３．５ｍ、深さ０．３～０．４ｍ、柱穴間距離は３．１ｍを測る。６１号土坑で
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南隅を壊されるが、幅約０．２ｍ、深さ０．０５ｍの浅い壁溝が巡っている。竈は検出できなかったが、
特に西隅では甕が約 1 個体分出土した。竪穴住居の時期は出土遺物から７世紀初め頃と思われる。
　２号竪穴住居跡出土土器（図版４３、第５７図）
　６０～７１は須恵器である。６０は高坏の蓋である。口縁端部は明瞭に段が付く。外面天井部には
丁寧なヘラケズリを施す。復元口径１４．８㎝を測る。６１～６３は坏蓋片である。それぞれ復元口径
１４．８、１３．８、１３．６㎝を測る。６１は体部中程に明瞭に段がつく。６２は全体的に造りは丁寧だが、
やや肉厚である。６３は器高３．４㎝とやや低い。６４～６６は坏身である。６４の焼成は良好で、内外
面とも灰色で硬質である。６５と６６は口縁端部を欠損する。それぞれ復元口径１１．４㎝、１３．８㎝、
１４．０㎝を測る。６７は埦片である。高台が体部下半間際に作られる。復元口径１２．６㎝を測る。６８
と６９は皿である。６８は薄手作られ、やや焼成不良のため軟質である。６９は厚手に作られ、外面
底部にはヘラ切りである。それぞれ復元口径１６．０、１６．８㎝を測る。７０は長脚の高坏片である。坏
部の外面底部付近には斜線文と脚部下半には長方形の透かしが３カ所にある。７１は甕で１/2 残存
する。調整は口縁～頸部にかけては回転横ナデであるが、体部は外面に平行叩きで、内面は同心円
叩きである。復元口径２６．２㎝を測る。７２～７６は土師器である。７２は高坏脚部片である。内外面
とも器壁が摩滅するが、外面の調整はケズリで、内面はケズリと横ナデか。７３と７４は甕片である。
７３の方が頸部から大きく外湾しながら外側に開く。共に調整は外面に刷毛目で、内面はケズリである。
それぞれ復元口径１７．８、２５．６㎝を測る。７５は甑の把手片である。７６は甑で約１/２残存したが、ちょ
うど把手部分が欠損する。復元口径で２１．０㎝を測る。

　３号竪穴住居跡（図版２５、第５６図）
　２号竪穴住居跡のすぐ東側で検出した竪穴住居跡である。これも調査区際で検出したためと削平
を受けているため残りはよくない。全体の形状は不明であるが、現状では長さ２．７ｍ、深さ０．１ｍを
検出した。主柱穴と思われる柱穴は１つしかなく、径０．５５ｍ、深さ０．７ｍを測る。その周辺からは土
器が多く出土した。竪穴住居の時期は出土した土器から７世紀初め頃と思われる。
　出土土器（図版４３、第５８図）
　７７～８２は須恵器である。７７は高坏の蓋である。復元口径１５．８㎝を測る。７８と７９は坏身片で
ある。７８は全体的に薄手な作りである。復元口径で１４．８㎝を測る。８０は高坏の脚部片である。内
外面とも回転横ナデである。８１と８２は甕片である。８１は外面口縁部下に短い斜線文状のものを巡
らす。８２は口縁下に丁寧なカキ目を施す。８３は𤭯の体部片である。外面肩部には刺突文がある。
８４は土師器埦の高台片である。高台の端部が外側に開く。

　４号竪穴住居跡（図版２５、第５９図）
　Ⅴ区の北側で検出した竪穴住居跡である。ほとんと削平されていて、僅かに壁溝らしき浅い溝が
残る。現状では長さ２．０ｍ、深さ０．１ｍ以下を測る。明確に主柱穴と思われる柱穴は判断できなかった。
ただ、中央部分が長円形状に約０．６×０．３５ｍと被熱しており、この部分が炉であった可能性がある。
図化できる遺物もなく、竪穴住居の時期は不明である。
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第５６図　２・３号竪穴住居跡実測図（１/ ６０、１/ ３０）
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　　マンガン多い　土器片含む）
２　褐色土（炭化物少し含む）
３　明褐色土
４　にぶい黄褐色土（締まりあり　ピット埋土）
５　にぶい黄褐色土（締まりあり　周溝埋土）
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第５７図　２号竪穴住居跡出土土器実測図（７１は１/ ４、他は１/ ３）
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第５８図　３号竪穴住居跡出土土器実測図（１/ ３）

　６号竪穴住居跡（図版２６、第５９図）
　３５号掘立柱建物跡と１５号溝に切られる形で検出した竪穴住居跡である。これも削平されていて
残りは良くないが、長さ５．４×３．８ｍ、深さ０．２ｍ以下を測る。住居内を幅０．１５ｍ、深さ０．１ｍ以下
の浅い壁溝が巡っている。主柱穴と思われる柱穴は確認できなかった。ただ中央部分には長円形の０．
５×０．３ｍの被熱した痕跡を確認しており、この部分が炉の可能性がある。住居内からは、今回の調
査の中で、古い古墳時代前期の土師器片が出土しており、竪穴住居の時期はその時期に該当するも
のと思われる。　
　出土土器（図版４４、第５９図）
　８５～８７はいずれも土師器である。８５は土師器高坏の坏部片である。体部下半で折れ、外側に
開く。口径１４．２㎝を測る。８６は甕の口縁～頸部片である。頸部よりやや上で外に膨らんだ後、ま
た外側に開く二重口縁壺風になる。頸部より下は欠損する。復元口径１３．０㎝を測る。８７は甕の口
縁～頸部片である。口縁端部が折れ、外側に平たく延びる。

　７・８号竪穴住居跡（図版２６、第６０図）
　Ⅲ－３区南東側の平坦面で検出した７・８号竪穴住居跡である。削平されていて僅かに深さ０.１
ｍしか残存していなかった。最初、３軒が重なった状態と考えたが、僅かに掘り下げた結果、７号住
居が８号住居を切る形として判断した。深さ約０．１ｍしかないが、いずれも形状は長方形状である。
２つの住居の切り合いは壁溝の位置から７号竪穴住居跡は長さ５．２×４．４ｍ、８号竪穴住居跡は長さ
約６．０×４．０ｍと判断した。
　７号竪穴住居跡は浅い壁溝が幅０．２ｍ深さ０．１ｍと残る。また主柱穴は４つとも明確に判断でき、
径０．３５～０．６ｍ、深さ０．５ｍを測る。竈は削平されていたが他の住居と同様に西壁側で、焼土塊
を検出したので、恐らくこの位置に竈が設置されていたと思われる。また南隅では白色粘土の塊を
長さ約０．９ｍ、厚さ０．１ｍを検出したが、竈の痕跡はなかった。
　８号竪穴住居跡は７号に壊されているためにほとんど不明である。竈は削平されていて残っていな
かったが、７号住居と同様に西壁側中央で長円形状の被熱痕跡（径０．３ｍ）を確認したので、この
位置に竈が存在していた可能性が高い。
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第５９図　４・６号竪穴住居跡および出土土器実測図（１/ ６０、１/ ３）
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　７・８号竪穴住居跡出土土器（図版４４、第６１図）
　８８～１０３は須恵器である。８８～９３は坏蓋片である。９０は器高３．１㎝と低い。９２は復元口径９．
２㎝と小さいが、外面天井部には丁寧なヘラケズリをする。９３はかえりをもつ坏蓋片である。焼成
不良で軟質で、色調は灰白色である。口縁端部が低いことから蓋と考えたが、身の可能性もある。
８８～９１、９３の復元口径１３．８、１４．０、１４．２、１３．６、１５．０㎝を測る。９４～９７は坏身である。
９４～９６の復元口径１１．２、１２．６、１２．８㎝を測る。９８は坏片である。体部下半に明瞭な沈線が巡る。
全体的に薄手で、口縁端部が丸みを帯びる。９９は埦の高台片である。外面高台は端部が外に向かっ
て開き、底部はヘラ切りである。内面底部部分は１段低くくなり、中央部分盛り上がる。１００は無蓋
高坏の坏部片である。外面体部下半に刺突文が巡る。焼成不良により軟質で、色調は淡灰色になる。
１０１は片口鉢片である。口縁端部は丁寧に作られ、端部中央が尖る。内外面とも回転横ナデ調整を
し、外面底部にはヘラケズリを行う。１０２は甕の口縁部片である。口縁端部は丸みを帯びる。１０３
は提瓶で、ほぼ完形品である。肩部には牛角状の把手が２ヶ所につく。調整は内外面はとも回転横
ナデであるが、外面にはカキ目も施す。１０４～１０９は土師器である。１０４と１０５は甕の口縁～頸部
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片で、頸部が「く」の字形になって、口縁に向かって外側に開く。１０４の頸部付近の調整は内外面
とも刷毛目である。１０５は復元口径１５．２㎝を測る。１０６は壺片か。厚手な作りで、内面にケズリの
痕跡がある。内湾しながら口縁端部に向かって外側に開く。復元口径１３．２㎝を測る。１０７～１０９は
甑片である。それそれ刷毛目の痕跡が残る。１０９のみ甑の把手になる。１１０は白磁碗の体部下半
片で、高台部分を欠損する。

４．土坑（図版２７～３０、第６２～６７図）
　
　Ⅲ－１区で３基（６０～６２号）Ⅲ－３区で１基（５９号）、Ⅴ区で１８基（４０～５７号）Ⅵ区１基（５８号）
の２３基を検出した。
　
　４０・４１号土坑（第６２図）
　Ⅴ区北側の４号竪穴住居跡の近くに位置し、４０号土坑が４１号土坑を切る形で検出した土坑であ
る。４０号土坑は長円形状で長さ２．０×１．０ｍ、深さ０．３ｍを測る。断面逆台形状を呈し、埋土の灰
褐色土からは弥生土器片を出土した。４１号土坑は現状で長さ０．８５ｍ、深さ０．１５ｍを測る。底面
中央には径０．１５ｍの円形ピットを有する。４０号土坑の時期は出土遺物から弥生時代頃で、４１号土
坑はそれ以前か。４１号土坑からは土師器の細片が出土したが、図化はできなかった。
　
　４２号土坑（図版２７、第６２図）
　４０・４１号土坑の北側で検出した土坑である。形状は長円形状で、長さ０．９５×０．６５ｍ、深さ０．
１５～０．３５ｍを測る。東側が一段さらにピット状に深くなる。埋土はにぶい褐色や黄橙色土が堆積
する。図化できる遺物もなく、時期は不明である。

　４３号土坑（第６２図）
　３５号掘立柱建物跡の東側で検出した土坑で、西側をピットに切られている。やや崩れた隅丸長
方形状で、長さ３．０×１．８ｍ、深さ０．８５ｍを測る。中央部分はさらに一段深くなるが、断面は概ね
逆台形状を呈する。埋土は淡茶褐色粘質土で、周辺の弥生・古墳時代の埋土とは異なる。それよ
り以前の風倒木痕の可能性がある。出土遺物はなく時期は不明である。

　４４号土坑（図版２７、第６３図）
　これも３５号掘立柱建物跡の東側で検出した土坑である。形状は円形で径１．４ｍ、深さ０．２ｍを
測る。北側は２つのピットを切るが、南側はピットに切られる。断面は逆台形状で、埋土は上層で黒
褐色粘質土が堆積し、下層は黒色ブロックが混ざる明赤褐色粘質土が堆積していた。須恵器片や
土師器片が出土したが、図化できるものはほとんどなかった。土師器坏片から、８世紀末頃か。
　出土土器（第６４図）
　１１１は土師器坏の底部片で、摩滅していて調整は不明である。
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　４５号土坑（図版２７、第６３図）
　３３号掘立柱建物跡の北側で検出した土坑である。形状は隅丸方形で断面は逆台形状を呈す。
長さ１．０×０．９５ｍ、深さ０．２ｍを測る。遺構検出時には西壁隅で焼土に混ざって、須恵器埦の高台
片が出土した。埋土からは須恵器の埦片と土師器片も出土した。�
　出土土器（図版４４、第６４図）
　１１２は須恵器埦の高台片である。１～３㎜の砂粒片が多く含み、胎土は粗い。高台径１０．６㎝を測り、
高台端部の内面が接地する。

　４６号土坑（図版２８、第６３図）
　３３号掘立柱建物跡の南側で検出した土坑である。形状は長円形状で径１．２～１．３５ｍ、深さ０．
１５ｍを測る。断面は浅い逆台形状である。埋土は灰褐色～暗褐色土である。埋土から須恵器片と
土師器片が出土した。
　出土土器（第６４図）
　１１３～１１５は須恵器である。１１３と１１４は坏蓋の口縁部片である。１１３は口縁端部が嘴状になる。
１１４は口縁端部は丸みを帯びる。１１５は埦の口縁部片である。１１６は甑の把手片で、把手の先端部
が他のと比べて丸みを帯びる。

　４７号土坑（図版２８、第６３図）
　上面中央を３７号掘立柱建物跡や１４号溝に切られて検出した土坑である。形状は少し崩れた隅
丸長方形状で、長さ１．７５～２．４ｍ、深さ０．３ｍを測る。土坑の時期は建物や溝に切られており、そ
れ以前か。そのため、出土遺物の多くはそれらに伴う可能性がある。
　出土土器（図版４４、第６４図）
　１１７は須恵器坏蓋の撮み片である。撮みの中央部分が突き出る。１１８は須恵器壺の頸部～体部
片である。頸部付近の形状から、口縁までは短いか。外面には丁寧にカキ目を施す。１１９～１２１は
土師器である。１１９は坏片で、摩滅していて器壁は剥がれ落ちる。１２０は逆「Ｌ」字形の甕の口縁
部片である。１２１は甑の把手片で、これも他のと比べて小さいサイズである。

　４８号土坑（第６３図）
　４０・４１号土坑の東側で検出した土坑である。形状は円形で径１．２ｍ、深さ０．３を測る。底面は
平坦で、中央部分には径０．２ｍの円形ピットがあることや周囲の調査結果から考えると、貯蔵穴の可
能性がある。　

　４９号土坑（図版２８、第６３図）
　４８号土坑の北東側で検出した土坑である。調査途中でＰ７５６から番号変更をし、４９号土坑と
変更した。形状は長円形状で、長さ０．４５～０．５５ｍ、深さ０．４５ｍを測る。底面は僅かに抉れ、上
面より広がる。
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　５０号土坑（第６３図）
　３９号掘立柱建物跡の東側で検出した土坑で、上面は２つのピットに切られていた。形状は不整
円形で、長さ１．０ｍ、深さ０．３５ｍを測る。南側に僅かに段がつくが、底面は平坦である。上層から、
土師器片が出土したが、図化できなかった。
　
　５１・５２号土坑（第６５図）
 ３５号掘立柱建物跡の北側で検出した土坑である。調査時に、土坑が切り合うような状態であった
ので、北側の一段下がった部分を５１号土坑とし、上面の南側部分をを５２号土坑とした。掘り下げ
た結果、１つの長円形状で、長さ１．６～１．８ｍ、深さ０．２５ｍを測る。５１号土坑は中央部分が一段、
径０．２～０．３ｍのピット状に掘り込まれていた。５１号土坑からは土師器の細片が出土したが、図化
できなかった。
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　５３号土坑（第６５図）
　４３号土坑の東側で検出した土坑である。形状は長円形で１．２～１．３ｍ、深さ０．５ｍを測る。断面
は逆台形状で、底面は平坦である。出土遺物はなく不明である。

　５４号土坑（図版２９，第６５図）
　調査区の南側で検出した土坑で、長軸１．０、短軸０．６ｍ、深さ０．６ｍを測る。形状は隅丸長方形で、
埋土は淡茶褐色粘質土である。底面は平坦で、中央部分には径０．２ｍ、深さ０．４ｍのピット状の掘
り込みを１つ検出した。このピット状の掘り込みがあることや埋土から石鏃が１点出土したことから落
とし穴ではないかと判断した。詳細な時期は不明だが、石鏃の出土から縄文時代の落とし穴か。
　
　５５号土坑（図版２９，第６５図）
　３３号掘立柱建物跡の東側で検出した土坑である。上面はピットに切られているが、長軸２．３、短
軸１．８ｍを測る。また深さが０．１５ｍ以下と浅い。形状は長方形で、断面は逆台形状を呈する。土
師器小片がビニール１袋分出土した。
 出土土器（第６４図）
　１２２は土師器甕又は甑の頸部片か。口縁端部が欠損するが、頸部は内湾する。

　５６号土坑（図は２９、第６５図）
　５１・５２号土坑の東側で接した土坑で、他のピットが土坑内を掘り込んでいた。形状は長方形で
長軸１．８ｍ、短軸１．３ｍ、深さ０．０５ｍとかなり浅い。中央部分には径０．３ｍの焼土が広がっていた
ので、調査当初は住居の可能性も考えた。住居の上面を飛ばされた可能性もあるが、ここでは土坑
として判断した。
　出土土器（第６４図）
　１２３～１２６は須恵器片である。１２３～１２５は坏蓋片である。１２３も撮みの中央部分が突き出る。
坏蓋の口縁端部は１２４は嘴状で角張り、１２５は丸々んでいる。１２６は須恵器埦片である。１２７は土
師器坏の口縁部片か。復元口径１８．４㎝を測る。１２８は土師器甕又は甑の口縁部片か。口縁端部は
厚手である。　
　
　５７号土坑（図版３０、第６５図）
　唯一、Ⅵ区で検出した土坑である。上面の北西側をピットに切られるが、長軸１．５ｍ、短軸１．３ｍ
を測る。断面は逆台形状を呈し、底面付近には、土師器坏や長さ０．１５ｍの板石がある。上面から
０．３ｍ程しか掘り下げることができなかったので、井戸の可能性は低いか。また土坑墓とも考えたが、
明確に判断できる材料を検出することができなかった。なお、土坑の時期については、出土した土
師器坏から考えると８世紀後半頃と思われる。
　 出土土器（図版４４、第６４図）
　１２９は須恵器坏蓋の口縁部片か。口縁は嘴状で、１３０は須恵器坏の底部片か。１３１は土師器坏
である。約１/ ２残存し、口径１２．７㎝を測る。体部下半は丸々が、口縁に向かって直線になる。内面
に僅かだが、ミガキの痕跡がある。
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　以下、Ⅲ－１・３区検出の土坑である。
　５８号土坑（第６６図）
　Ⅲー１区で検出した土坑である。調査時には５２～５４号不明遺構（ＳＸ５２～５４）として番号を付
けたが、今回の報告では５８号土坑として番号の変更を行った。隅丸長方形の土坑が２つ連なるよう
な形状であるが、一つの土坑として取り扱った。長軸１．３ｍ、短軸０．２～０．５ｍを測る。深さ０．１ｍ
以下と浅く、そのため土坑内及び周辺から土器片が出土した。土坑の時期は出土した須恵器埦の高
台片から８世紀頃か。
　出土土器（図版４５、第６７図）
　１３２～１３７は須恵器である。１３２は須恵器坏蓋の口縁部片である。端部は欠損する。蓋とし
たが身の可能性もある。１３３～１３５は須恵器坏身の口縁部片である。１３４は口縁部が長く立つ。
１３６は須恵器埦の高台片である。１３７は須恵器甕の口縁～頸部片である。調整は内外面とも回転
横ナデであるが、外面には頸部よりやや上で、カキ目を施す。１３８は土師器甕の口縁～体部上半片
である。摩滅して調整は不鮮明だが、内面には接合痕が見える。
　
　５９号土坑（図版３０、第６６図）
　Ⅲ－３区で検出した土坑で、７・８号竪穴住居跡のすぐ西側に位置する。長さ５ｍ、深さ０．３ｍを測り、
西側の谷に向かってなだらかに下がっていく。幅も２～３．１ｍと広がっていく。底面の中央部分は、０．
１～０．２ｍと一段掘り下げられた。埋土は３層に分けられ、褐色土に地山である橙色土のブロック片
が混ざっている。長さ５ｍや谷部へ向かうということから、溝の可能性もある。土坑の時期は出土土
器から７・８号竪穴住居とほぼ同じの６世紀後半頃か。
　出土土器（図版４５、第６７図）
　１３９は須恵器高坏の坏蓋である。やや焼成が不良なのか、色調は赤灰褐色を呈する。復元口径
１４．２㎝を測る。１４０は有蓋高坏の坏部片である。坏部と脚部との接合部分で脚部のみを欠損する。
復元口径で１３．６㎝を測る。１３９の口径がやや大きいことから、１４０とのセットの可能性がある。
　
　６０号土坑（第６６図）
　２号竪穴住居跡の南東隅を切る形で検出した土坑である。遺構検出時には円形の土坑が方形の
土坑を切った形で検出したので、方形部分を６０号、円形部分を６１号とした。６０号土坑の形状は
ほぼ方形で長軸１．２ｍ、短軸１．１ｍ、深さ０.２５ｍを測る。底面は平坦で、中央には長円形のピット
径約０．２ｍがあり、さらに深さ０．１５ｍ分掘り下げれた。土坑の時期は２号住居跡を切ることや須恵
器埦が出土していることから８世紀中頃か。
　出土土器（図版４５、第６７図）
　１４１と１４２は須恵器埦である。形状ほとんど似ているが、器高５．１、４．１㎝と１㎝の差がある。高
台径は１４２の方がやや広い。それぞれの口径は１０．６、１０．２㎝を測る。１４３は須恵器皿片である。
口縁～底部まで均一の厚さで作られる。外面底部はヘラ切りで、内外面とも回転横ナデである。復
元口径１６．２㎝を測る。　
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　６１号土坑（図版３０、第６６図）
　６０号土坑の東隅を切る形で検出した土坑である。形状は長円形状で、径０．６～０．６５ｍ、深さ０．
２ｍを測る。北西壁側では、壺片が底面よりやや上で出土した。６０号土坑と同時期の須恵器片が
出土したが、６０と６１号と分けた。同一の土坑の可能性がある。
　出土土器（図版４５、第６７図）
　１４４と１４５は須恵器埦である。１４４は高台の断面は四角形である。調整は外面底部はヘラ切りで、
他は内外面とも回転横ナデである。復元口径１２．４㎝を測る。１４５も高台片であるが、焼成不良で
灰白色を呈す。復元高台径で８．４㎝を測る。１４６は肩部より上を欠損した壺片である。高台部分は
僅かに窪み、外側に伸びる低い高台がつく。外面肩部から下にかけて丁寧なヘラケズリを施す。　
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第６６図　土坑実測図４（１/ ６０）

１　褐色土
２　黄褐色土に橙色土ブロックが混ざる
３　橙色土に茶褐色土が混じる
４　橙色土（地山、風化礫が混ざる）　
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　６２号土坑（第６６図）
　Ⅲ－１区の東側で検出した土坑である。調査区際で検出したため、半分以上は未検出である。残
像する形状から、おそらく隅丸方形又は長方形状か。現状で長さ０．７ｍ、深さ０．０５ｍを測る。南
西側でピット状の径０．１５ｍ、深０．１ｍの掘り込みがある。土坑内からは須恵器片・土師器片が出土し、
それから時期を検討すると７世紀頃前半か。
　出土土器（第６７図）
　１４７は須恵器坏蓋片である。調整は外面天井部をヘラケズリ、それ以外は回転横ナデ調整である。
復元口径１４．０㎝を測る。１４８は土師器坏片で、口縁端部と底部を欠損する。復元口径１０．４㎝を
測る。１４９は土師器甕片で、頸部から「く」の字形に曲がる。調整は外面摩滅するが、内面には斜
め方向のケズリを施す。復元口径１２．８㎝を測る。
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５．溝（第６８図）

　Ⅲ区およびⅥ区で検出した溝は近代の溝であるため、ここでは報告していない。１３～１９号溝はⅤ
区検出であるが、削平を受けているので、全ての溝が深さ０．１～０．２ｍを浅い。

　１３号溝（第６８図）
　調査区北側の６号竪穴住居跡の西側で検出した溝である。北北東に伸びる溝で、断面はレンズ
状で長さ２６．５ｍ、幅０．７～１．０ｍ、深さ０．１５ｍを測る。図化できる遺物は少なく、詳細な時期は不
明である。３６号掘立柱建物跡のピットを切ることからそれよりは新しい時期か。
　出土土器（第６８図）
　１５０は土師器甑などの口縁部片か。口縁端部で外側へ開く。
　
　１４号溝（第６８図）
　４７号土坑を切る形で検出した溝である。調査区西側で検出したため、溝の全容は不明だが、ほ
ぼ東西方向に一直線に伸びる。２つの溝が連なるような形状で、長さ７ｍ以上、幅０．６ｍ、深さ０．
２ｍを測る。４７号土坑を切ることは確実だが、３７号掘立柱建物跡との切り合い関係は不明である。
出土した白磁片がこの溝の埋没時期を示し、３７号掘立柱建物跡よりは新しい時期と考えられる。８
世紀後半頃の須恵器片及び１２～１３世紀の白磁碗片が出土した。
　出土土器（図版４５、第６８図）
　１５１は須恵器坏蓋片で、口縁端部は嘴状である。天井部は肉厚で、口縁に向かって薄くなる。外
面天井部はヘラケズリで、他は内外面とも回転横ナデである。復元口径１６．０㎝を測る。１５２は壺
の高台片である。底部の厚みに比べて高台は薄く、低い。１５３は白磁碗片である。

　１５号溝（第６８図）
　調査区の中央やや西よりの１３号溝と並ぶように検出した溝である。溝はほぼ真北に伸びるが、途
中で北北東側に曲がり、北側の一部が途切れる。長さ約３０ｍ、幅０．５ｍ、深さ０．２ｍを測る。溝の
時期は、６号住居や３５号建物を切ること、また糸切りの土師器坏片から１１世紀以降の時期が考え
られる。
　出土土器（第６８図）
　１５４は須恵器坏蓋片である。口縁端部は嘴状になる。１５５は須恵器埦の高台片である。高台
は断面方形で内側の端部のみ接地する。１５６は外面底部糸切りである。復元口径１３．８㎝を測る。
１５７は土師器坏の底部片である。調整は摩滅していて不明である。１５８は土師質鉢の口縁部片で
ある。端部は欠損する。
　
　１６号溝（第６８図）
　３３号掘立柱建物跡の柱穴を切る形で検出した「Ｌ」字に折れ曲がる溝である。これも調査区西
際で検出したため、全容は不明だが長さ約２２ｍ、幅０.５～２ｍ、深さ０．１５ｍを測る。浅い溝だが、コー
ナー部分は約２ｍと他よりは格段に広がる。土坑の時期は出土した土師質鉢片から中世頃か。

p69-160.indd   106 2013/11/13   17:40:50



－ 107 －

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

0 10㎝

0 1m
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第６８図　溝および出土土器実測図（１/ ４０、１/ ３）

　１６号溝出土土器（第６８図）
　１５９は土師質鉢の口縁部片である。端部は厚く四角形状に内面が厚くなる。内面に摺り目がある。
　
　１７号溝（第６８図）
　１６号溝のすぐ東側で検出した溝である。断面は逆台形状を呈し、長さ２．６ｍ、幅０．８ｍ、深さ０．
１５ｍと浅い溝である。須恵器片や土師器片が出土したが、図化できなかった。時期は古墳時代後
期以降か。
　
　１８号溝（第６８図）
　調査区東側で検出した溝で、本来一つの溝が削平されため、途切れ途切れになって３つに分かれ
ている。一番北側の溝の断面は西側に段を有するが、台形状である。長さ約１５ｍ、幅０．６ｍ、深さ
０．１ｍを測る。土師器の細片が出土したが、時期は不明である。
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６．道路跡（図版３１～４０、第６９～８９図）

　今回の調査では、古代の道路跡は、Ⅲ－１区、Ⅲ－２区、Ⅲ－３区、Ⅵ区の４地区で検出した。現道によっ
てそれぞれの調査区は途切れているが、長さ約１３０ｍを検出したことになる。道路跡についてはそ
れぞれの区ごとに説明する。
　
　Ⅲ－１区検出の道路跡（図版３１～３３、第６９～７６図、付図１）
　Ⅲ－１区で検出した道路跡は、今回調査した中では、西側に位置し、ここは調査前、田地であった。
１９６２年の圃場整備前の空中写真（表目次裏）によると東西に延びる道路であった。周辺の圃場整
備により地形は改変されており、現在の状況からは遺構の有無が不明だったので、確認調査を行った。
その結果、調査区の北側では竪穴住居跡を、南側では道路跡を確認した。調査区内は表土及び盛
土部分をバックホーで掘削し、灰褐色土の道路跡を検出した。この灰褐色土（４層）の以下は人力
による掘削作業を行い、波板状遺構なども確認した。Ⅲー１区では道路跡を長さ約４０ｍ、幅は調査
区際で約１/ ３切られているが９．６～１２ｍを測る。
　道路跡については、土層を南壁、道路跡に設定したトレンチ、東壁、ベルトの 4 ヶ所設定し、道
路内部の堆積状況を確認した。
　道路跡に堆積した層位は表土および盛土下の灰褐色土である。この灰褐色土からは、中世までの
土器や青銅鏡片が出土した。この層より下層が道路跡に関連した層になる。４層を外すと 5 層と６層
の黒色土が堆積していた。それらを外すと拳大の礫類が多数検出した。波板状遺構はこの面で検出
し、８・８′層の褐色砂質土が堆積していた。
　東壁は道路跡と谷との関係を探るため拡張し、１６・１７層の約０．３ｍ以下の道路跡を幅１２ｍ分を
確認した。しかし谷であるために本来の道路幅を正確に表しているかどうかは不明である。
　なお、道路跡北側で道路跡と並行して延びる溝は、埋土および土層から圃場整備前に掘られた
撹乱であり、他の地区同様に道路跡とは関係ないと思われる。
　
　波板状遺構（図版３１～３３、第７２～７５図）
　Ⅲ－１区ではかなり明瞭な波板状遺構を検出した。複雑で多数の痕跡を検出したため、調査時で
は番号を付けてはいないが、報告時にそれぞれに波板状遺構１～７と番号をつけた。いずれの波板
状遺構は埋土は砂質土で、固くしまっているわけでない。なおⅢ－ 1 区の波板状遺構からは遺物は
出土しなかった。
　
　波板状遺構１（第７２図）
　道路跡の南側で検出した波板状遺構で、西側は調査区際までを延びる。長さ１１．８ｍの範囲には、
長軸０．６～２．６ｍ、短軸０．２～０．８ｍを測る。中間部分が深くなり、深さ０．１～０．３ｍを測る。０．１～０．
４ｍ間隔で細長い長円形状の痕跡が、１８個確認した。なお、西側の波板３と東側の波板７とは、一
連の痕跡の可能性がある。
　波板状遺構２（第７３図）
　波板１の北側に位置する遺構で、東側の谷に向かにつれて痕跡は消失する。長さ１０．６ｍの範囲
には、長軸０．５～１．４ｍ、短軸０．２～０．５ｍ、深さ０．１～０．３ｍを測る。長円形～不整形の痕跡が
０．１ｍ以下とほぼ隙なく２０個以上並んでいる。
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第 69 図　Ⅲ－ 1 区道路跡実測図（１/ ６０）
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第７２図　Ⅲ－ 1 区波板状遺構実測図１（１/ ５０）
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　波板状遺構３（第７４図）
　道路跡の西側際で検出した波板
状遺構である。調査区際なたため、
長さ６．２ｍ分しか検出できなかった。
東側の波板状遺構１に繋がる。長円
形や不整形状の痕 跡が０．１～０．３
ｍの間隔を空けて１０個並んでいる。
長軸０．３～１．７ｍ、短軸０．２～０．５
ｍ、深さは０．２ｍを測る。東側の谷
から西側の丘陵頂部に向かって緩や
かに傾斜する。
　波板状遺構４（第７４図）
　波板２の東側で検出し、谷近くの
遺構である。長さ６．１ｍの範囲に不
整形や長円形の痕跡が０．３ｍの間
隔を空けて９つ並んでいる。それぞ
れの痕跡は長軸０．７～２．３ｍ、短軸
０．２～０．６ｍを測る。深さは０．２ｍ
前後を測り、特に痕跡の中間部分が
やや深くなる。
　波板状遺構５（第７５図）
　波板４の南側の位置で検出した遺
構である。長さ５．１ｍの範囲には長
円形や不整形の痕跡がある。長軸２．
１ｍ、短軸１．５ｍを測る東側の不整
形の痕跡内には、さらに長軸０．５～
１ｍ、短軸０．２～０．５ｍの長円形の
痕跡に分かれる。西側には、長軸０．
８～１．３ｍ、短軸０．3 ～０．６ｍ長円
形の痕跡が０．１ｍの間隔を空けて５
つ並ぶ。
　波板状遺構６（第７５図）
　波板４の東側の位置で検出した遺
構である。長さ５ｍの範囲には、長
軸０．４～１．７ｍ、短軸０．３～０．９ｍ
の長円形や不整形の痕跡がある。こ
れらの痕跡は東側から西側へ緩や
かに上がっていくと、北と南に分か
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第７３図　Ⅲ－ 1 区波板状遺構実測図２（１/ ５０）
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れる。深さは０．２ｍ以下を測る。それぞ
れの痕跡は０．２～０．３ｍの間隔を空けて
並ぶ。
　波板状遺構７（第７５図）
　波板１の東側で検出した遺構である。
長さ４．２ｍの範囲には、径０．２５ｍの円
形や長軸０．６～１．３ｍ、短軸０．２５～０．
５ｍの不整形の痕跡がある。深さは０．１５
ｍ以下と浅く、東側の谷に向かって緩や
かに下がっている。痕跡も谷むかって小
さくなっている。０．１～０．３ｍの間隔を空
けて７つ並ぶ。
　
　Ⅲ－１区道路跡出土土器（第７６図）
　１６０～１８６は４層出土である。１６０～
１７９は須恵器である。１６０～１６８は坏
蓋片である。１６０～１６２はこの中でも古
いタイプか。１６３～１６５はかえりを持つ
タイプの坏蓋である。１６６と１６７は口縁
端部が嘴状である。１６８は坏蓋の撮み
部分である。１６９は坏身片である。１７０
～１７３は埦片である。１７０と１７１は高台
端部が僅かに外側に開くが、１７２と１７３
は断面三角形状となる。それぞれ復元
口径で９．６、９．６、９．８、１０．０㎝を測
る。１７４は高坏脚部片である。１７５は皿
または𤭯の口縁部片か。１７６も𤭯の口縁
～頸部片か。外側に向かって大きく開く。
１７７～１７９は甕の口縁部片である。調整
は内外面とも回転横ナデであるが、１７９
のみ外面に波状文がある。１８０と１８１は
土師器の坏片である。外面底部は糸切り
がある。１８２は白磁碗片である。口縁端
部は玉縁状になる。１８３～１８６は土師
質鉢の口縁部片である。１８４のみ内面に
刷毛目がある。１８７～１９４は５層出土で
ある。１８７～１９２は須恵器である。１８７
と１８８は坏蓋の口縁部片である。１８８は
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第７４図　Ⅲ－１区波板状遺構実測図３（１/ ５０）

かえりをもつが、口縁端部は欠損する。１８９は坏身片である。１９０は埦の高台片である。１９１は高
坏の坏部と脚部との接合部分である。１９２は提瓶の口縁部片か。僅かに内湾しながら口縁端部に向
かって立つ。１９３は土師器埦の高台片である。１９４は土師器甕の口縁部片である。１９５～１９７は６
層出土である。１９５は坏蓋の撮み部分である。１９６は埦の高台片である。１９７は甕の頸部片である。
調整は内外面とも回転横ナデであるが、内面下部に同心円の叩きである。１９８は土師質鉢の口縁部
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第７５図　Ⅲ－１区波板状遺構実測図４（１/ ５０）
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片である。１９９～２０４は６・７層出土である。１９９は須恵器坏蓋片である。２００は須恵器埦の口縁
部片である。２０１は埦の高台片で、断面四角形で低い高台である。２０２は甕又は壺の口縁～頸部
片である。２０３は黒色土器の埦片か。高台は細長く、外側に向かって開く。２０４は甕の口縁～頸部
片である。２０５は７層出土の須恵器坏蓋片である。口縁端部が嘴状になる。２０６～２０９は７・８層
出土の須恵器である。２０６と２０７は坏蓋片である。２０７は坏身の可能性がある。２０８は坏身片で
ある。２０９は埦片である。２１０と２１１は８層出土の須恵器である。２１０は口縁端部を欠損する坏蓋
片である。２１１は甕又は壺の口縁端部片である。２１２～２１７は最下層出土である。２１２～２１６は須
恵器である。２１２～２１４は坏蓋片である。２１５と２１６は埦片である。２１６は高台径で５．８㎝を測る。
２１７は土師器坏である。外面底部はヘラ切りである。復元口径１２．２㎝を測る。

　Ⅲ－２区検出の道路跡（図版３４・３５、第７７～７９図）
　Ⅲ－２区は調査前、Ⅵ－１区同様に宅地跡であった。そのため、調査区の大部分は削平されていた。
バックホーによる表土剥ぎをした結果、調査区中程は消失していたが、調査区の東西両側で道路跡
である黒色土の痕跡を確認した。西側の道路跡の上面で長さ１１ｍ、幅６．６ｍ、底面で１．６ｍ、深さ０．
４ｍを測る。東側の道路跡は、削平の影響を受けているが、上面で長さ１０ｍ、幅３．６ｍ、底面で幅
２．２ｍ、深さ０．２～０．５ｍを測る。いずれも断面形は中央部分が一番低くなるレンズ状及び逆台形
状である。
　Ⅲ－２区の土層は基本的にⅢ－１区の土層とほぼ同じである。３層の灰褐色土より下層が道路跡の
土層になる。４層以下は約０．１ｍ以下の幅で堆積していたが、特に西側が一段低くなり、その部分に
は５～９層が堆積していた。主に 4 層と５層の黒色土間が波を打ったような堆積であった。6 層が黒
色土、７～９層が褐色粘砂土となる。なお、７層及び１４・１５層（褐色砂質土）が波板状遺構の埋
土である。ここもⅢ－ 1 区同様に地山は橙色土（１１層）である。
　
　波板状遺構（図版３４・３５、第７７～７９図）
　Ⅲ－２区道路跡で検出した波板状遺構は東側で波板状遺構１～３の３ヶ所、西側で波板状遺構４
～１０の７ヶ所をいずれも道路跡の底面で確認した。
　
　波板状遺構１（第７８図）
　道路跡の東側で検出した遺構で、東側で波板状遺構２の上面を切っている。長さ６．２m の範囲
内に長軸０．５～２．２ｍ、短軸０．１５～０．４ｍの長円形状の痕跡を確認した。０．２～０．４ｍ間隔を空け
て１０個並んでいた。深さは０．３ｍ以下と比較的に浅い。埋土は褐色砂質土である。東側から２つ目
の痕跡から土師器埦の高台片が出土した。
　波板状遺構２（第７８図）
　波板状遺構１に上面を切られる遺構で、Ⅲ－２区で検出した中では一番深く明瞭な痕跡であった。
溝状痕跡の中には、さらにピット状の痕跡が深く掘り込まれたような形で、何個も連なった状態を確
認した。溝状痕跡は調査区際で検出したため長さ５ｍ分、幅０．６～０．９ｍ、深さ 0.2 以下を測る。
溝状痕跡内にある円形のピット状痕跡は径約０．５ｍ、深さ０．３ｍ以下を測り、上面で須恵器埦の高
台片、底面付近で須恵器高坏片や約１０㎝の石が出土した。埋土は褐色粘砂土である。
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　波板状遺構３（第７８図）
　波板状遺構１・２の南側で検出した遺構である。長さ０．３～０．６ｍの長円や円形のピット２つが０．
３ｍ間隔を空け並んでいた。深さは約０．２ｍ以下で浅い。
　波板状遺構４（第７８図）
　西側の道路跡で検出した遺構である。一部攪乱を受けていたが、長さ２．８ｍの範囲に、０．３～０．
４ｍの間隔を空けて円形や長円形状の痕跡が５つ並んでいた。一番大きい痕跡は波板状遺構５と切
り合うが、長軸で０．１５～１．５ｍ、短軸０．１５～０．５ｍ、深さ０．１ｍとかなり浅い。
　波板状遺構５（第７９図）
　波板状遺構４と一部切り合う遺構で、長さ約２ｍの範囲に不整形状のピットが連なる痕跡を確認
した。幅０．４～０．７ｍ、深さ０．２ｍ以下と浅く、間隔は０．１ｍ以下とほぼ接するような状態である。
　波板状遺構６・７・９・１０（第７９図）
　西側の道路跡内で検出した遺構である。いずれもピット状の痕跡が０．３～０．５ｍの間隔を空けて、
並ぶような形である。深さは０．２ｍとどれも浅い。波板状遺構１０のみピット状が集まった所に番号
を付けた。　
　波板状遺構８（第７９図）
　波板状遺構４・５のさらに西側の道路跡内で検出した遺構である。長さ４．５ｍの範囲内に０．２～０．
４ｍの間隔を空けて、円形～長円形状の痕跡を７つ並んでいた。長軸０．４～１．４ｍ、短軸０．２～０．４
ｍを測り、深さは０．２ｍ以下と浅い。西側に下るほど痕跡は小さくなる。
　出土土器（第７９図）
　２１８～２２０は４層出土である。２１８は須恵器坏蓋の口縁部片である。口縁端部が嘴状になる。
２１９は須恵器埦の高台片である。２２０は土師器埦の高台片か。２２１と２２２は４・５層出土である。
２２１は須恵器坏蓋の口縁部片で、端部を欠損する。２２２は須恵器壺の高台片である。高台の接合
部分が厚い。２２３は５層下出土の須恵器坏蓋の口縁部片である。
　２２４～２２６は波板状遺構出土である。２２４は波板状遺構１出土での土師器埦の高台片である。
２２５は波板状遺構２出土の須恵器高坏の坏部と脚部の接合部分片である。２２６は波板状遺構２上
面出土の須恵器埦の高台片である。　

　Ⅲ－３区検出の道路跡（図版 36 ～３９、第８０～８８図）
　Ⅲ－１区とⅢ－２区との間に位置する。調査前宅地と水田であったため、特に宅地部分は盛土され
ており、旧地形は残っていなかった。圃場整備前の写真などによれば、ここもちょうど谷であり、そこ
に道路が造られていた状況であった。まず盛土部分をバックホーで掘り下げ、その後、東壁１９層か
ら下を人力による掘り下げを行った。東から西に傾斜しているため、西側の谷部では深くまで盛土さ
れていた。道路跡は長さ約５５ｍ分検出し、道路跡の上面検出では東側の最大幅で９．５ｍ、西側の
谷部では狭まっているため、６．５ｍを測る。深さは東側の残りのいい部分で０．７ｍ、西側では０．３ｍ
となる。道路跡の断面形は、逆台形状であるが、東壁側では南側に約２ｍ幅のテラスがあり、そこ
からさらに０．４ｍ掘り下がって地山に達する。
　基本的に土層はここもⅢ－１・2 区と同じである。Ⅲ－３区では、道路跡の土層を調査区の東壁側
と西壁側、道路跡の東から１～３ベルト、中央ベルトで土層を作成した。
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第７８図　Ⅲ－２区波板状遺構実測図１（１/ ５０）

１　褐色砂質土
２　１よりも少し灰色が強い
３　黄橙色土（地山に近い）

４　暗灰褐色土
５　１と地山が混じる
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　東壁土層は上から表土である耕作土、その下に旧耕作土がある。その下には道路跡に堆積した
１９層と２０層の暗灰褐色土がある。２０層以下の深さ約０．４ｍ以下には２１～２９層が堆積する。なお
２９層の暗褐色土は波板状遺構の埋土である。
　中央ベルトは、道路跡の中央部分に平行する形で設定した土層である。長さ５１ｍ、高さ０．１５～０．
７ｍを測る。東壁側の１９層以下の土層を上から中央ベルト土層の 1 ～７層とした。それぞれの土層
は、１層は東壁 19 層、２層は東壁２０層、３層は東壁２１層、４層は東壁２２層、５層は東壁２３層、６
層は東壁２５層、７層は東壁２７層となる。１層は東から１４ｍで、4 層は東から６．３ｍで、６層は東か
ら２３．１ｍで消失する。それより以西は２、３、５～７層が堆積する。途中３層は一旦消失するが、２
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第７９図　Ⅲ－２区波板状遺構および出土土器実測図（１/ ５０、１/ ３）

１　褐色砂質土
２　１よりも少し灰色が強い
３　黄橙色土（地山に近い）

４　暗灰褐色土
５　１と地山が混じる
６　黄色土（地山　堀りすぎ）
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第 80 図　Ⅲ－３区道路跡実測図（１/ ６０）
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Ⅲ－３区　西壁上層
１　表土に２が混ざる
２　灰色土に橙色土が混ざる
３　灰色土（圃場整備前の水田）
４　黄褐色土
５　暗黄褐色土
６　黄灰色粘質土（鉄分を含む）
７　青黒色粘質土（鉄分を含む）
８　７と９が混ざる
９　青灰色粘質土（地山）
10　茶褐色粘質土（鉄分を含む）
11　灰黒色粘質土（橙色土ブロック含む）

12　灰白色粘質土
13　11に似る（橙色土、粗砂を含む）
14　灰黒色粘質土
15　灰褐色粘質土
16　黄褐色土
17　灰褐色土
18　17に赤橙色土ブロックが混ざる
19　橙色土
20　４に近いが橙色土が混ざる
21　５に近い（鉄分を含む）
22　暗褐色土
23　灰褐色土に礫石を多く混ざる（砂を含む）

24　18に近いが30㎝礫石を多く混ざる
25　灰褐色粘砂土
26　青灰色粘質土（13に近い）
27　灰色粘砂土（14に近い）
28　暗黒色粘砂土（鉄分を含む）
29　黄褐色粘砂土（10㎝前後の河原石）
30　黄灰色粘砂土
31　灰色粘砂土
32　暗灰粘土ブロックと灰色粘砂土

※黒・青は石
　赤は土器

－ 123 ～ 124 －
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第 81 図　Ⅲ－３区土層図（１/ ５０）
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１　表土（茶色土　耕作土）
２　表土とバラスが混ざる
３　暗茶色土と橙色土が混ざる
４　黄灰色土
５　灰褐色土
６　橙色土（圃場整備時の盛土）に５が混ざる
７　汚れた橙色土
８　茶色土
９　黄灰色土に橙色土が混ざる
10　７と同じ
11　褐色粘質土に橙色土が混ざる
12　９に似る
13　褐灰色粘質土
14　13に似る
15　11よりも橙色土が多い
16　褐灰色粘質土
17　黄褐色土（耕作土）
18　黄褐色土と灰褐色土が混ざる（耕作土）
19　暗灰褐色土
20　19よりも橙色土ブロック（１㎝以下）が多く混ざる
21　20に黒色土ブロックが混ざる
22　21よりも多く黒色土ブロックが多く混ざる

23　黒色土（粘質あり）
24　黒灰色砂質土
25　黒茶色土
26　25に橙色土ブロックが混ざる
27　24に近い。28より風化礫を多く混ざる
28　橙色土（風化礫が混ざる）
29　暗褐色土（波板状遺構　埋土）
30　赤褐色土（７と同じ）
31　灰茶色土
32　灰褐色土（１の細かいブロックが混ざる）
33　32より鉄分が多い
34　灰茶色土に１（ブロック１㎝）が混ざる
35　青灰色粘土
36　32、33に赤褐色土ブロック10㎝以下が混ざる
37　灰褐色土
38　灰褐色土に橙色土が混ざる
39　橙色土
40　37に近い灰褐色土
41　緑灰色土
42　灰色砂質土（鉄分が沈着）　波板状遺構
43　黄色砂質土（地山）
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層が０．２５ｍ幅で堆積する。ここでもⅢ－１・2 区で見られたような波を打つような状態を確認した。
　べルト１は東壁から１０ｍ西側で設定したベルトである。幅は約１０ｍ、深さ０．６ｍを測る。断面形
状は逆台形状で、最下層に波板状の痕跡がある。土層は上層に１９・２０層の灰褐色土が堆積し、
道路跡部分には２１・２３・２５層が堆積する。また北側には幅２．３ｍ、深さ０．７ｍの撹乱の溝がある。
　ベルト 2 はベルト１のさらに１３ｍ西に位置する。北側を攪乱の溝に切られるが、幅９ｍ、深さ０．３
ｍを測る。上層に２０層、下層の道路跡に２３・２７層が堆積していた。
　ベルト３は西壁から１６ｍの位置に設定した溝である。北側は攪乱溝で切られている。幅約７ｍ、
深さ０．３ｍを測る。上層は２０層、下層に２１・２３・２７層が堆積する。

　なお、Ⅲ－１区、Ⅵ－１区でも見られた溝が、道路跡北側で検出された。長さ約３５ｍ、幅２～２．８ｍ、
深さ０．３～１．５ｍを測る。上面検出や土層観察からも古代の道路跡を切る形であり、また埋土やガ
ラス瓶や近世陶器片などの出土遺物から考えても古代の道路跡との直接的な関係はない。周囲の状
況を踏まえると近世以降の水田に関わる溝の可能性があり、近代に再度掘り直されたと思われる。
　
　波板状遺構（図版３８、第８２・８３図）
　Ⅲ－ 3 区では、波板状遺構を６カ所検出した。他の地区と同様に、道路跡底面で検出し、埋土も
ほぼ同じであることから波板状遺構として取り上げ番号を付けた。
　波板状遺構１（第８２図）
　調査区東側際に円形及び不整形のピットが連なる状態で検出した遺構である。長さ６．９ｍの範囲
に０，０５～０．３ｍの間隔を空けて、長軸０．３～０．７ｍ、短軸０．２～０．７ｍ、深さは０．２ｍを測る。
　波板状遺構２（第８２図）
　波板状遺構１より西側で検出した遺構である。長さ７．５ｍの範囲に、長軸１．０～２．６ｍ、短軸０．２
～１．０の長円形状の痕跡ある。０．１～０．４ｍの間隔を空けて、１１個が連なっている。これも深さ０．２
ｍ以下と浅い。須恵器の𤭯の頸部片が出土した。
　波板状遺構３・４（第８２図）
　波板状遺構２の西側で検出した遺構である。波板状遺構３は長さ 0.7 ～１．５ｍの長円形や不整形
の痕跡を２つ確認し、波板状遺構４は径０．５ｍのピット状の痕跡を検出した。いずれも０．１ｍ以下と
かなり浅い。連続した状態で検出しなかったので、個々の遺構として扱った。
　波板状遺構５（第８３図）
　波板３・４の北側で検出した遺構である。長さ３．１ｍの範囲に、径０．４ｍの円形や長軸０．６～１．５ｍ、
短軸０．１～０．５ｍの隅丸方形や不整形状の痕跡が、０．２ｍ以下の間隔を空けて６つ並ぶ。いずれも
深さ０．２ｍを測る。
　波板状遺構６（第８３図）
　Ⅲ－ 3 区で検出した波板状遺構の中で、一番低い谷側に位置する。他の波板状遺構とは異なり、
それぞれ単独で検出したピット状の痕跡である。形状はほぼ長円形で径０．６ｍ、深さ 0.2 ｍ以下を
測る。
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第８２図　Ⅲ－３区波板状遺構実測図１（１/ ５０）
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　Ⅲ－３区出土土器（第８４図）
　２２７～２５９は道路跡出土土器である。２２７～２３２は道路跡の遺構検出時出土土器である。
２２７は須恵器壺の口縁部片である。口縁端部は丸まり、外側に開く。２２８は土師器坏片で、外面
底部は糸切りである。２２９は土師器甑の把手片である。２３０～２３２は青磁碗片である。２３２の
み高台片である。２３３～２５２は２１層出土である。２３３～２４２は須恵器である。２３３は坏蓋の撮
み片である。２３４は坏身片である。２３５と２３６は埦の高台片である。２３７は皿片である。２３８と
２３９は高坏脚部片である。２３９は外面に長方形の透かしが２ヶ所と波状文がある。２４０は甕の口
縁部片である。２４１は壺の高台片か。埦の高台に比べて底部が厚手である。２４２は提瓶の口縁
部片か。口縁下に段がつく。２４３は土師器埦の高台片か。２４４と２４５は土師器皿の底部片であ
る。外面の調整は摩滅していて不鮮明だが、２４４は糸切りである。２４６は土師器甑の把手片であ
る。２４７は土師質鉢の口縁部片である。２４８と２４９は瓦質鉢片である。２４８は薄手な作りで、内
面には櫛目がある。２４９の外面にはヘラ状工具による痕跡がある。２５０と２５１は瓦質の火鉢片か。
２５０は口縁部片で外面にスタンプの文が付く。内面は板状工具によるナデか。２５１は色調や胎土
から２５０の底部片の可能性がある。２５２は白磁碗の体部片である。２５３～２５９は２２層出土である。
２５３は弥生土器の底部片である。内面調整は指押さえである。２５４～２５７は須恵器である。２５４
の端部は欠損するがかえりのある坏蓋片である。２５５は坏身片である。２５６は埦の高台片である。
２５７は甕の口縁部片である。２５８は土師器皿片である。外面底部は糸切りである。復元口径８．４
㎝を測る。２５９は土師質鉢片である。口縁端部は指押さえにより段がつく。

　中央ベルト土層出土土器（８５図）
　２６０は１９層出土である。須恵器高坏の脚部片で、外面の中程には段が付く。復元脚部径１１．４
㎝を測る。２６１は土師質鉢片である。口縁端部に向かって厚みを増す。調整は内外面とも横方向の
刷毛目である。復元口径３０．０㎝を測る。
　２６２～２７０は２１層出土である。２６２～２６８は須恵器である。２６２と２６３はかえりのある坏蓋の
口縁端部片である。２６４は坏蓋の撮み片である。２６５は埦片である。２６６は高坏の脚部片で、調
整は内外面とも回転横ナデであるが、外面のみカキ目を施す。復元脚部径１０．４㎝を測る。２６７と
２６８は甕の口縁部片である。２６８は外面口縁下に僅かに波状文がある。２６９は土師器埦の底部片
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第８３図　Ⅲ－３区波板状遺構実測図２（１/ ５０）
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か。高台が僅かにある。２７０は土師質鉢の口縁部片か。調整は外面はナデ、内面は刷毛目である。
２７１～２７６は２３層出土の須恵器である。２７１は坏蓋の口縁端部片か。２７２は埦の高台片である。
２７３も埦または壺などの高台片か。高台部分は外側に大きく開く。２７４は大型の坏片である。体部
中程に２条の段が付く。２７５と２７６は甕の口縁端部片である。
　２７７～２８０は２３・２５層出土である。２７７と２７８は須恵器埦の高台片である。２７９は須恵器甕
の口縁部片である。２８０は土師器坏の底部片である。外面底部はヘラ切りである。
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第８４図　Ⅲ－３区道路跡出土土器実測図１（１/ ３）
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第８５図　Ⅲ－３区道路跡出土土器実測図２（１/ ３）
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　ベルト１出土土器（第８５図）
　２８１～２８４はベルト１の１９層出土である。２８１は須恵器坏蓋の口縁部片である。端部は嘴状で
ある。２８２は須恵器坏身片である。２８３は須恵器の高坏脚部片か。２８４は１９・２０層出土の土師
器坏の底部片である。外面底部は糸切りで板状圧痕もある。
　２８５と２８６は２１層出土である。２８５は須恵器坏身片である。内外面とも調整は回転横ナデであ
る。復元口径１３．８㎝を測る。２８６は土師器坏片である。外面底部はヘラ切りである。

297
298

299
300

301
302

303
304

305

310 307

308

309

314

311

312

315

313

318
0 10㎝

316

306

317

第８６図　Ⅲ－３区道路跡出土土器実測図３（１/ ３）
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第８７図　Ⅲ－３区道路跡出土土器実測図４（１/ ３）

　ベルト２出土土器（第８５図）
　２８７～２９６はベルト２出土である。２８７は弥生土器の底部片である。摩滅するが、内面には指
押さえの痕跡がある。２８８と２８９は２０層出土である。２８８は須恵器埦の高台片である。２８９は須
恵器甕の口縁部片である。
　２９０と２９１は須恵器埦の高台片である。２３層出土である。
　２９２～２９６は２７層出土の須恵器である。２９２は坏蓋片である。２９３は埦の高台片である。
２９４は高坏脚部片である。復元脚部径１０．４㎝を測る。２９５と２９６は甕の口縁部片である。２９５
は外面口縁の下に波状文がある。
　
　道路跡出土土器（第８６・87 図）
　２９７～３１６は道路跡出土土器である。２９７～３１７は須恵器である。２９７と２９８は坏蓋の撮み
片である。２９９～３０２は坏身片である。３００は口縁端部は欠損する。３０３～３０５は埦の高台片
である。３０６と３０７は高坏の脚部片である。３０８は𤭯片である。頸部が細く絞られている。３０９
は片口鉢の口縁部片である。３１０～３１７は甕片である。３１４は口縁部中程で外側に開く。復元口径
２３．０㎝を測る。３１５は頸～肩部片で、外面は平行叩き、内面は同心円叩きである。３１６は外面に
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波状文を４段巡らす。３１７は外面に波状文と斜線連続文を巡らす。３１８は青磁碗の高台片である。
　３１９～３３２は谷下層出土である。３１９～３３０は須恵器である。３１９は埦の口縁部片である。
３２０と３２１は埦の高台片である。３２２～３２４は高坏片である。３２２のみ短脚で、３２３と３２４は長
脚である。３２５～３３０は甕片である。外面は口縁部下に波状文やカキ目、頸部下には格子目叩き
を施す。３３１は土師器埦の高台片である。３３２は土師器甕片である。頸部から口縁端部に向かう
中程で大きく外側に開く。復元口径１６．０㎝を測る。

　西壁土層（第８８図）
　道路跡部分で幅６．５ｍ、深さ０．２ｍ以下分を確認した。ここでは上から１と２層は表土や盛土であ
る。その下３層は圃場整備前の水田土で、１６～２０層はこの水田に関わる畦畔などである。さらにそ
の下には７層と２６層の近世の水田土がある。この２６層は道路跡の上に堆積していた層である。そ
の下に２７～２９層の灰～暗黒色粘砂土が道路跡になる。なお、確認のために０．７ｍ掘り下げたが、
谷部を通る道路跡を保護するような造りは見られなかった。またこの部分には灰褐色や青灰色粘砂
土の地山の層が堆積していた。遺物の出土もなく、詳細な時期は不明だが、かなり古い時代の谷の
堆積層だと思われる。
　出土土器（第８８図）
　３３３～３３８は８層出土である。３３３～３３７は須恵器である。３３３と３３４は坏身片である。３３３
は復元口径１１．８㎝を測り、やや径が小さい。３３５は甕の口縁部片で、、口縁端部は丸みを帯び外
側に開く。復元口径２０．４㎝を測る。３３６は壺の頸部片か。外面に絞りの痕跡がある。３３７は壺の
高台片で、内外面ともに稜線が明瞭に残る。３３８の口縁端部は玉縁状になる白磁碗片である。復
元口径７．６㎝を測る。３３９は２６層出土の須恵器坏身片である。３４０～３４２は２８層出土である。
３４０はかえりのある坏蓋片である。３４１と３４２は甕の口縁部片である。３４１は外面に波状文がある。
３４３と３４４は２９層出土である。３４３は坏蓋片である。３４４は青磁碗の高台片である。復元高台径４．
４㎝を測る。
　
　谷
　Ⅲ－３区では古代の道路跡が横切る谷部について一部掘削した。主な谷部の堆積層は暗灰黄色
粘質土と黒灰粘質土の２層である。その下は青灰色粘質土の地山となる。谷部は古代の道路跡を
挟んで両側を可能なかぎり掘削したが、遺構は全く検出されなかった。しかし遺物は弥生土器、須
恵器、土師器などが出土した。出土土器は、古墳時代後期頃を中心とした須恵器片が多い。
　出土土器（図版４５、第８８図）
　３４５～３５１は暗灰黄色粘質土出土である。３４５は弥生土器の底部片で、底部は平底である。内
面は剥落して、残りは悪い。３４６～３４９は須恵器である。３４６は須恵器埦の高台片である。３４７
は甕の口縁部片である。外面には僅かに波状文がある。３４８は壺の口縁部片で、外面にカキ目がある。
３４９は壺の頸部～体部片である。頸部付近ではやや径が小さくなる。３５０は土師器甑の把手片で
ある。３５１は土師質鉢の口縁部片か。摩滅していて調整不明である。
　３５２～３５８は黒色粘質土出土である。３５２～３５４は須恵器である。３５２は坏身片である。
３５３は埦の高台片である。３５４は皿の底部片である。外面底部へヘラ切りである。３５５～３５７は
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第８８図　Ⅲ－３区西壁土層および谷出土土器実側図（１/ ３）
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土師器坏の底部片である。３５５と３５６の外面底部はヘラ切りである。３５７のみ外面底部は糸切り
である。３５８は底部を欠損する土師器甑片で、1/ ３残存する。内外面ともに縦や斜めの刷毛目調整
を施す。復元口径２５．０㎝、残存高で２４．３㎝を測る。

　Ⅵ区（図版４１、第８９図）
　Ⅵ－１区では東隅にある宅地跡の塀から幅３．６ｍの範囲を０．８ｍ掘り下げると、その下からⅢ－２
区から続く古代の道路跡を長さ１０ｍ、最大幅で１．７ｍ分を検出した。丘陵部分を切り通し状に掘削
しているため、西側から東側に向かって約０．４ｍ下がっている。東端の土層観察によると、１．６ｍの
高さの中に１２層の層位を確認した。１～４層は宅地造成による盛土であった。５、６層はガラスや陶
器片などの近現代ゴミを含む盛土下に掘られてい溝の埋土である。これは、埋土や溝の方向からⅢ
区の道路跡の北側で検出された溝に続くと思われる。１～６層については明らかに近現代層の攪乱で
あった。これらの層を掘り下げるとちょうど半分の高さで幅１０㎝の７層の黒灰色土を検出した。さら
にこの層の下からはⅢ区で検出した灰褐色土を確認した。この７・８層が自然堆積層か。この灰褐色
土から地山までにはさらに３層が堆積していた。その最下層では約２０㎝礫の混ざる茶褐色土になり、
これを掘り下げると地山である黄橙色土に到達した。
　この溝の埋土からは近現代のゴミが堆積していたので、古代の道路跡とは無関係であると思われ
る。よって、本来切り通し状であったものが、溝を掘削するために北側へ幅を広げられたと思われる。
なお、Ⅵ区の道路跡の遺物は出土しなかった。

７．その他の遺構（第９０・９１図）
　３５９～３８４はⅢ区遺構検出時の出土土器である。３５９は弥生土器甕などの底部片か。３６０～
３７７は須恵器である。３６０～３６５は坏蓋片で、３６２と３６３はかえりをもつタイプである。３６４は
撮み片である。３６６～３６８は坏身片である。３６７のみⅢ－１区出土である。３６９は坏身の底部片か。
３７０と３７１は埦の高台片か。３７２は大きいタイプの坏片か。３７３は無蓋高坏の坏部片である。坏
部の外面底部には刺突文を巡らす。３７４は高坏の脚部片か。外面にはヘラ状工具による痕跡がある。
３７５は𤭯の口縁部片か。３７６～３７８は甕の口縁部片か。３７９～３８１は土師器である。３７９は坏
である。外面底部はヘラ切りである。口径１１．０㎝を測る。３８０は甕の口縁部片で逆「L」字形となる。
３８１は甑の把手片である。３８２と３８３は土師質鉢の口縁部片である。３８４は青磁碗片である。　
　３８５～３９８はⅤ区のピット出土である。３８５は弥生土器甕の底部片である。外面底部は凸形に
なる。３８６～３９２は須恵器である。３８６はかえりのある坏蓋の口縁部片である。３８７は埦の口縁
部片で、３８８と３８９は埦の高台片である。３９０と３９１は壺の口縁部片と肩部片である。３９０は二
重口縁状になり、復元口径で１０．６㎝を測る。３９０と３９１はやや頸部付近の径が大きい感がするが、
胎土や色調などから同一の可能性もある。３９２は甕の口縁部片である。３９３～３９８は土師器である。
３９３～３９５は坏片か。３９５は底部は欠損するが、全体的に丸みをもつ。復元口径１４．６㎝を測る。
３９６と３９７埦の高台片である。３９７は口縁と高台の端部が共に外側に開く。復元口径１３．８㎝を測
る。３９８のみ時期が少し古い高坏の坏部片である。
　３９９～４０９はⅤ区のその他出土土器である。３９９は弥生土器甕の底部片で、平底である。４００
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第８９図　Ⅵ区道路跡実測図（１/ ６０）

１　盛土（橙色土と灰色土が混ざる）
２　黒茶色土
３　黄灰色土
４　橙色土（地山に似る）
５　灰黒色土
６　赤茶色土
７　黒灰色土
８　灰褐色土
９　黄褐色土
10　茶褐色土
11　10 とほぼ同じ（礫石を多く含む）
12　黄橙色土（地山）
13　１と同じ
14　７とほぼ同じ
15　黄褐色土
16　12 に橙色土が混ざる
17　12 とほぼ同じ
18　16 よりも橙色土の量が多い
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第９０図　Ⅲ－３区その他出土土器実測図（１/ ３）

～４０７は須恵器である。４００と４０１は口縁端部が嘴状にる坏蓋片である。４００は器高１㎝と低い。
復元口径１７．６㎝を測る。４０２～４０４は埦片で、４０３と４０４は復元口径１７．２、１４．１㎝を測る。
４０５は皿片である。復元口径１７．０㎝を測る。４０６は壺の口縁～肩部片である。復元口径９．０㎝を
測る。４０７は甕の口縁部片で、外面に明瞭な波状文がつく。４０８は土師器坏片である。内面口縁
に段がつく。４０９は青磁皿片で、外面に鎬連弁文状の文様が僅かにある。
　４１０～４２０はⅥ区出土である。４１０～４１３はピット出土である。４１０は須恵器埦の高台片であ
る。４１１は須恵器平瓶などの口縁片か。口縁端部に向かって外に開く。４１２と４１３は土師器甕片で、
４１２は逆「L」字で、４１３は「く」字形で、復元口径１６．０㎝を測る。４１４～４２０はⅥ区のその他
出土土器である。４１４は小さいサイズの須恵器坏蓋片である。復元口径で１０．４㎝を測る。４１５と
４１６は須恵器埦の高台片である。４１６の方が少し大きく、やや高い高台をもつ。４１７は土師器坏
片である。体部中程が厚みを増す。外面に僅かにミガキの痕跡がある。４１８と４１９は土師質鉢の口
縁部片である。共に内面の調整は横方向の刷毛目である。４２０は土師質鍋の脚片で、調整は外面
にナデで整形し、内面は僅かに刷毛目が残る。
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第９１図　Ⅴ・Ⅵ区その他出土土器実測図（１/ ３）

p69-160.indd   139 2013/11/13   17:41:00



－ 140 －

421 422

423 424

425

0 10㎝

第９２図　Ⅲ区出土瓦実測図（１/ ３）

8. 特殊品（図版４５～４８、第９２～９７図）

　瓦（図版４５・４６、第９２・９３図）
　４２１～４２５はⅢ－３区出土の瓦である。４２１と４２２は道路跡出土の丸瓦片と平瓦片である。４２１
は丸瓦の先端部片で内面に板ナデ状の痕跡がある。４２２は摩滅するが、凸面には布目状の痕跡が
僅かに見える。４２３と４２４は攪乱溝出土の丸瓦片と平瓦片である。４２３は焼成良好で灰色を呈す
丸瓦の端部である。凸面はナデ整形がされる。４２４は凸面に布目の痕跡が見える。４２５は遺構検
出出土の平瓦片である。凹面には刷毛目状の痕跡があり、形状から丸瓦の可能性もある。
　４２６～４３４はⅤ区出土の瓦である。４２６は１４号溝出土の平瓦片である。４２７～４３１は１５号溝
出土である。４２７は丸瓦片で、凸面には格子目の叩きの痕跡がある。４２８～４３１は平瓦片である。
４２８も凹面に格子目の痕跡がある。４２９～４３１は摩滅していて調整は不明である。４３２は P１０１４
出土の平瓦片である。４３３と４３４は平瓦片である。４３２と４３３の調整は外面は縄目、内面は布目
である。４３４は凹面に僅かに布目の痕跡が見える。

　土製品（図版４６、第９４図）
　４３５～４５０は手ずくね土器である。それぞれ独特の形状で、内外面には指頭圧痕が残る。４３５
～４３８はⅢ―１区１号竪穴住居跡出土である。４３５はやや口縁がゆがむが、器高で３．２㎝を測る。
４３６～４３８は厚手な作りで底部が一番厚く、口縁端部に向かって外側に開く。４３９～４４５は７・８
号竪穴住居跡出土で、形状はいずれも底部から口縁に向かってほぼ垂直に立ち上がる。４４６は５９
号土坑出土である。４４６は４４１の形状に似る。４４７はⅢ－３区南壁出土である。今回出土した中で
最小のものである。４４８～４５０はⅤ区６号竪穴住居跡出土である。４４８と４４９の径は４．６、５．０㎝
を測る。４５０は口縁端部を欠損する。４５１～４５５は土製模造品である。中央部分を摘み挙げている。
４５２は径４．６㎝を測る正円形であるが、これ以外はやや長円形状を呈し、長軸３．４～４．９㎝、短軸３．
０～３．９㎝、厚み 1.5㎝を測る。４５１はⅢ－１区１号竪穴住居跡出土、４５２～４５４は７・８号竪穴住
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第９３図　Ⅴ区出土瓦実測図（１/ ３）
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第９４図　土製品実測図（１/ ２）

居跡出土、４５５は５９号土坑出土である。４５６～４６２は土錘である。４５６～４５８は道路跡出土で、
細長いタイプである。端部を欠損するが、いずれも長さ４㎝を越えている。４５９～４６２はⅤ区出土
である。４５９と４６０はほぼ完形品である。４６１と４６２は下部を欠損する。４６３は調査区内で唯一
出土した蛸壺である。１/ ３残存し、復元口径８．２㎝を測る。体部中程に円形の穿孔がある。

　石器・石製品（図版４７・４８、第９５・9６図）
　４６４はⅤ区１３号溝出土で赤色の珪質岩製の石鏃である。長さ２．３㎝、重さ１．１ｇを測る。４６５
は黒色安山岩製の石鏃の先端部である。残存する長さで２．１㎝、重さ０．４ｇである。４６６はⅤ区Ｐ
８１２出土の石錐である。黄茶褐色の珪質岩製で、剥離により錐の尖端を作るが、使用により折損
している。長さ３．６㎝、幅２．６㎝、厚さ２．３㎝、重さ１９．５ｇである。４６７はⅤ区１３号溝出土のスク
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第９５図　石器実測図（464 ～ 468 は 2/3、469 ～ 471 は 1/2、472 ～ 474 は 1/4）
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第９６図　石製品実測図（486 は１/3、487・488 は１/4、他は１/2）
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第９７図　金属製品・ガラス玉実測図（４８９～４９３は１/ ２、４９４・４９５は１/１）

レイパーである。少し節理があるが、黒灰色のチャートの剥片を素材とし、一辺に刃を付けている。
長さ３㎝、幅３．７㎝、重さ２．２㎝、重さ２０ｇを測る。４６８はⅢ－３区道路跡中央ベルト５層出土の
スクレイパーである。黒色安山岩製で、下部に刃部を作り出している。４６９と４７０はⅤ区 P ７７１出
土の敲石である。４６９は安山岩製の自然礫の一端を敲き石として使用する。長さ８．１㎝、幅４．４㎝、
厚さ４．２㎝、重さ２２７．７ｇを測る。４７０は緑色結晶片岩製で、棒状礫の一端を敲石とする。残存
する長さで７．６㎝、幅４．５㎝、厚さ２．２㎝、重さ２１３．４ｇを測る。４７１はⅤ区 31 号不明遺構出土の
磨製石斧の刃部である。灰褐色安山岩製で、刃部には刃こぼれの跡が残り、研ぎ直されている。残
存する長さで７．１㎝、幅７．７㎝、厚さ２．９㎝、重さ１２５．７ｇを測る。４７２～４７４は凝灰岩質安山岩
製の台石である。４７２はⅤ区遺構検出面出土で、上下両面を台石として使用する。長さ８．5㎝、幅９．
６㎝、厚さ５．４㎝、重６２４．３ｇを測る。４７３は上面を使用するが、表面には軽く被熱した痕跡があ
る。長さ２１．６㎝、幅２６．６㎝、厚さ６．７㎝、重さ６０２２．６ｇを測る。Ⅴ区６号竪穴住居跡出土である。
４７４はⅤ区１４号溝出土で、上面を主に使用する。長さ２０．８㎝、幅２７．８㎝、厚さ８．１㎝、重さ６㎏
以上を測る。
　４７５～４７９は滑石製紡錘車である。４７８のみほとんど残存していないが、径は３．８～４．６㎝、
厚さは 1.1 ～ 2.0㎝を測る。４８０～４８５は細粒砂岩製の砥石である。４８６は滑石製石鍋の底部片
である。外面は煤で黒色を呈すが、ケズリの痕跡が見える。４８７は凝灰岩製の空風輪である。空
輪は円形状をなし、宝珠形をとらない。風輪は基部が平坦をなし、頂部も水平をなさない。全体
的に不定方向のノミ痕跡がある。４８８は約１/ ３以下しか残存していない凝灰岩製の茶臼片である。
挽き木孔は隅丸長方形をなす。
　
　金属製品・ガラス玉（図版４８、第９７図）
 ４８９～４９３は鉄釘である。４８９はⅥ区５７号土坑出土の刀子片である。残存する長さで３．１㎝、
重さ４．２ｇを測る。４９０はⅤ区１５号溝出土である。長さ３．４㎝、重さ１．７ｇを測る。４９１と４９２はⅥ
区Ｐ６出土の釘である。それぞれ残存する長さで６．０、２．２㎝、重さ１６．６、１．３ｇを測る。４９３もⅥ
区Ｐ８出土の釘である。端部を欠損しているが、残存する長さで７．２㎝、重さ１４．２ｇを測る。４９４
はⅢ－１区道路跡出土の青銅鏡片である。表面は無文である。鏡の端部の断面は三角形状で、径６．
５㎝に復元できる。重さ２．５ｇを測る。４９５は平成２３年度報告分のⅠ区Ｐ５５１出土である。淡青緑
色のガラス小玉で、径０．５㎝、口径０．２㎝、厚さ 0.4㎝、重さ０．１ｇを測る。
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9．まとめ

　今回報告したⅢ・Ⅴ・Ⅵ区では、Ⅰ・Ⅱ区と同様に圃場整備により大きく旧地形が改変されていた。
そのため、少数の遺構のみを検出した状況であったが、縄文・弥生・古墳・奈良時代および中世の
各時代の遺構・遺物を確認した。以下、各時代について説明する。
　縄文時代の遺構はⅤ区で検出した５４号土坑のみである。５４号土坑は方形状で、底面にはピット
状の掘り込みがあるので、落とし穴だと思われる。他の遺構は検出しなかったが、Ⅴ区では台石など
の遺物を出土した。
　弥生時代の遺構も少なく、Ⅴ区では埋土から土器片が出土した４０号土坑と貯蔵穴だと思われる
４８号土坑のみである。その他には、遺構検出で甕・壺の底部片が出土した。
　古墳時代の前期の遺構では、二重口縁壺片が出土した６号竪穴住居跡である。また遺物は出土
しなかったが、中央に炉のある４号竪穴住居跡もこの時期の可能性がある。
　中期の遺構や遺物は全く出土しなかったが、後期は比較的多く出土した。
　後期については、各調査区で検出された竪穴住居跡の出土土器を検討すると６世紀末～ 7 世紀
前半頃である。Ⅲ―１区検出の１～３号竪穴住居跡、Ⅲ―３区では２軒の切り合う７・８号竪穴住居跡
と住居近くで検出した６２号土坑である。またⅥ区検出の４７・４８号掘立柱建物跡は出土遺物こそ

表６　カワラケ田遺跡２次調査出土石器・石製品
挿図 番号 図版番号 区 出土遺構 器種 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重（ｇ） 備考

96 464 47 Ⅴ 13 号溝 石鏃 2.3 2.0 0.4 1.1 珪質岩

96 465 47 Ⅴ 28 号不明遺構 石鏃 2.1 4.0 1.1 0.4 安山岩

96 466 47 Ⅴ Ｐ８１２ 石錐 3.6 2.6 2.3 19.5 珪質岩

96 467 47 Ⅴ 13 号溝 スクレイパー 3.0 3.7 2.2 20.0 チャート

96 468 47 Ⅲ－ 3 道路跡中央ベルト５層 スクレイパー 4.3 5.0 1.1 29.2 安山岩

96 469 47 Ⅴ Ｐ７７１ 敲石 8.1 4.4 4.2 227.7 安山岩

96 470 47 Ⅴ Ｐ７７１ 敲石 7.6 4.5 2.2 213.4 緑色結晶片岩

96 471 47 Ⅴ ３１号不明遺構 磨製石斧 7.1 7.7 2.9 125.7 安山岩

96 472 47 Ⅴ 遺構検出面 台石 8.5 9.6 5.4 624.3 凝灰質安山岩

96 473 47 Ⅴ ６号竪穴住居跡 台石 21.6 26.6 6.7 6,022.6 凝灰質安山岩

96 474 47 Ⅴ １４号溝 台石 20.8 27.8 8.1 － 凝灰質安山岩

97 475 47 Ⅲ－１ １号竪穴住居跡 紡錘車 4.4 － 2.0 52.3 滑石

97 476 47 Ⅲ－１ ２号竪穴住居跡 紡錘車 4.5 － 1.1 34.0 滑石

97 477 47 Ⅲ－１ ２号竪穴住居跡 紡錘車 3.8 － 1.5 35.9 滑石

97 478 47 Ⅲ－１ ２号竪穴住居跡 紡錘車片 － － － － 滑石

97 479 47 Ⅲ－１ ３号竪穴住居跡 紡錘車 3.8 － 1.9 53.2 滑石

97 480 47 Ⅲ－１ １号竪穴住居跡 砥石 9.2 5.0 4.3 248.1 細粒砂岩

97 481 47 Ⅲ－１ １号竪穴住居跡 砥石 4.2 2.4 2.3 21.7 細粒砂岩

97 482 47 Ⅲ－ 3 遺構検出面 砥石 5.1 5.0 4.6 140.7 細粒砂岩

97 483 47 Ⅴ 13 号溝 砥石 8.0 7.4 5.5 292.3 細粒砂岩

97 484 47 Ⅴ 15 号溝 砥石 7.0 5.4 2.8 159.4 細粒砂岩

97 485 47 Ⅵ 号土坑 砥石 3.9 5.4 2.7 44.1 細粒砂岩

97 486 48 Ⅲ－ 3 官道跡 石鍋片 － － － － 滑石

97 487 48 Ⅲ－ 3 官道跡 空風輪 22.0 － 16.0 － 凝灰質安山岩

97 488 48 Ⅲ－ 3 官道跡 茶臼片 19.0 － 13.0 － 凝灰質安山岩
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少ないが、４７号掘立柱建物跡では７世紀中頃の須恵器坏身片が出土しているので、この時期の可
能性がある。
　奈良時代では３２・３３～３７・３９・４２・４４～４６号掘立柱建物跡と４４～４７・５６・５７・６０・
６１号土坑と道路跡である。
　Ⅲ―１区では、２号竪穴住居跡を切る３２号掘立柱建物跡と６０・６１号土坑は出土土器からこの時
期である。Ⅴ区の掘立柱建物跡については建物方向や掘り方などから検討すると３時期の変遷が考
えられる。
　１つは３３・３４・３５号掘立柱建物跡である。逆Ｌ字状に建物配置されており、同時期の可能性が
ある。また周辺の溝からは僅かではあるが、縄目の平瓦片が出土しており、一部の建物は瓦葺きだっ
た可能性がある。３７・４４号掘立柱建物跡は上記の建物群とは、掘り方の大きさなどがやや小さく
異なるがほぼ同方向に建てられる。２つ目としては３６・３９・４６号掘立柱建物跡、３つ目に４２・４５
号掘立柱建物跡が挙げられる。これらの建物群の遺物が少なく詳細の検討はできなかった。
　その他Ⅴ区検出の土坑では、４４～４７・５６号土坑で出土土器からこの時期が考えられる。またⅥ
区検出の５７号土坑は出土した土師器坏からこの時期である。
　中世では、主にⅤ区検出の１３～１６号溝が挙げられる。これらの溝は奈良時代の３３～３５号掘立
柱建物跡の遺構を切ることや、１４・１５号溝出土の白磁片、土師質鉢片から１２～１５世紀頃までの
時期が考えられる。その他には目立った遺構は検出されなかった。

○古代の道路跡について
　今回の調査された道路跡は英彦山山系から八手状に豊前海へ延びる丘陵を横切る形で検出した。
道路跡は現道によって部分的に途切れてはいるが、長さ約１３０ｍの道路跡を検出し、幅約９～１０
ｍを測る。Ⅲ―１区の東側とⅢ―３区の西側にかけての間は谷に位置し、谷では道路自体が浸食を
受けて幅６.５～１２ｍと定まっていない。
　道路構築方法については、山村信榮による（側溝　カット　切通し　盛土）４種類の工法の内の、
切通し工法および一部、盛土工法が行われたと考えられる。
　切通し工法が行われた丘陵部分は、１９７０年代の圃場整備や宅地造成により旧地形の丘陵部分
はカットされていた。１９６２年圃場整備前の空中写真（表目次裏）や調査地周辺で現在も残存する
道路痕跡（築城基地内）から検討すると丘陵部分のⅢ―１～３区間については切通し工法だと判断
できる。
　また切通し工法以外にもここでは、Ⅲ―３区西側の谷部分で脆弱な地盤を補強するために、地山
面には河原石とさらに土器（須恵器甕片）などを敷き詰めた状態を確認できた。これは、京築地域
の道路跡では初めての検出である。
　これら切通し工法や河原石や土器を敷き詰めた路盤補強を行い、路面部分には黒色土で舗装し
たのではないかと考えられる。黒色土層の上面が波立っているのは、歩行による痕跡なのかもしれな
いが、黒色土の上面で遺構検出作業を行ったが、歩行痕跡などは検出できなかった。
　さらに道路跡では、波板状遺構を検出した。すべての波板状遺構は最下層の地山面で検出し、
内部に砂質土が堆積していた。この砂質土は別段、固く締まっているわけではなかった。検出した楕
円形状の痕跡がいくつも連なる状態を確認したが、波板状遺構の性格までは判断できなかった。
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　以上が、今回検出した道路跡についてだが、出土遺物や道路跡で検出した波板状遺構、黒色土
の検討から２つの考えを報告したい。

１　築造当初の路面は切通し工法により、丘陵部分をカットした地山部分とする。検出された波板状
遺構は築造当初の歩行痕跡やそれらに伴った補修痕跡と考えられる。地山面の出土遺物から、築造
当初の時期は７世紀後半頃である。その後、８世紀中頃以降、国分寺などの建設に伴って周辺の道
路を再整備するため築造当初の地山面の路面に黒色土で舗装を施して、道路を再構築したのでは
ないかと考えられる。
２　検出された波板状遺構を道路の下部の路盤補強の基礎工事だとすれば、その上にさらに黒色
土で路面の舗装を施した。この黒色土の上面が築造当初の路面だと考えれば、出土遺物から道路
築造時期は８世紀中頃以降と考えられる。

　現段階での道路築造時期は７世紀後半又は８世紀中頃以降の２時期あるのではないかと考え、路
面に灰褐色土（白磁片や土師質鍋片を含む）が堆積した中世およびアスファルトで保護された現代
まで地域の主要道路として使用され続けたのではないかと思われる。
　この道路跡については他にも検討しなければならない課題があるので、今後も周辺の調査の結果
を踏まえて、さらに研究を進めたい。

○八ッ重遺跡１次調査について
　カワラケ田遺跡２次調査地から東に約１００ｍの地点で、椎田道路建設に伴い調査された遺跡で
ある。調査地は遺構の検出状況により、４ヶ所に区切られて調査されていた。目立った遺構は検出さ
れなかったが、東区東側からは小谷が検出された。この小谷は、丘陵を横切る形で掘り込まれ、長
さ約４０ｍ、幅約９ｍを測る。また、東区西側では特に報告されてはないが、この小谷から続く直線
上で低い段落ちと溝状遺構？が検出されていた。（第９８・９９図参照）
　報告のみでは古代の道路跡と断定はすることはできないが、以下の点は注目される。
　・カワラケ田遺跡２次調査で検出された道路跡と東側の築城基地内にある現在も残る切通し状の道

路痕跡とを結ぶ一直線上に位置する。（第９８図参照）
　・検出された小谷内の土層は明灰色粘質土、上層では暗褐色土層など、カワラケ田遺跡２次調査の

土層と類似の埋土である。
　・調査担当者の報告では、「平安時代以前に小谷を埋め尽くすような土木工事が行われたと推測する」

と記述されていた。

などの点を踏まえると、この小谷も古代の道路跡と判断できると思われる。しかし報告書のみの検討
のため詳細について不明である。今後も、周辺の調査で明らかにしたい。

（参考文献）

木下良１９９６『古代を考える　古代道路』　吉川弘文館

山村信榮１９９３「大宰府周辺の古代官道」『九州考古学』第６８号

（※その他の参考文献はＰ８に記載）
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第 98 図　カワラケ田遺跡２次調査地周辺の古代道路（１/１５００）
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①大谷車掘遺跡

③天生田大池遺跡

④呰見樋ノ口遺跡

⑦越路二月田遺跡

⑧坂本正毛田遺跡

⑥八ッ重遺跡

②天生田矢萩遺跡

第９９図　京築地域の古代道路（①②⑥～⑧は１/ ６００、③④は１/ ３００）
※『九州歴史資料館研究館集３８』から転載
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１0．カラワケ田遺跡の古代道路土壌の理化学的分析

                         　　　　　　　　　 佐賀大学低平地沿岸海域研究センター  末次　大輔

１．調査目的
　福岡県京都郡みやこ町の東九州自動車道建設現場において，古代道路遺構（カワラケ田遺跡群）
の発掘調査が行われている。本調査は当該遺構の土木工学的視点からその特徴を明らかにすること
を目的として，道路遺構の試料の土質試験を実施するものである。

２．調査ならびに試験の概要
2.1　試料採取
　カラワケ田遺跡（旧表記：下原七反田遺跡）III-3 区の全景を写真１に，試料採取地点を第１００
図に示す。本試験で対象とした地盤は 2 層構成であった。表層部は暗灰色の粘性土（道路舗装面
と推定されている層。以後，試料 1と呼ぶ。）であり，その下層部は砂礫分を含む黄褐色の粘性土（地
山と推定されている層。以後，試料 2 と呼ぶ。）である。今回の調査では，各試料採取地点において，
ステンレス製のシンウォールチューブサンプラーを用いて不撹乱状態で試料を採取した。今回の試
料採取で使用したシンウォールチューブは，主として表層部の土試料を採取することを目的としてい
るので，30㎝に切断したものを用いている。同時に，試料 1 ならびに試料 2 の乱した試料も採取した。
試料採取の状況を写真 2 に示す。

2.2　試験概要
　今回の調査では，上記 2 層の土の物理的性質，化学的性質ならびに力学的性質について，室内
土質試験ならびに土壌環境分析を行った。まず，不撹乱試料を用いて湿潤密度と乾燥密度を求めた。
湿潤密度は，シンウォールチューブから不撹乱試料を取り出して両端面を整形して体積と重量を測
定して求めた。乾燥密度は試料採取時の含水比と先に求めた湿潤密度より算出した。
次に，不撹乱試料の表面から深部に向かって 15㎜の厚さ毎に試料をスライスカットして，蛍光 X 線
分析と交換性陽イオンの溶出試験に供し，主要化学組成と溶出物質を調べた。蛍光 X 線分析なら
びに溶出試験は，土試料に石灰ならびににがり成分であるカルシウムとマグネシウムが含まれている
かどうかを調べることを主たる目的として行った。
乱した両試料（試料 1，試料 2）を用いて，土粒子の密度試験，粒度試験，液性限界試験，塑性限
界試験，強熱減量試験，および突き固めによる締固め試験を行い，両試料の基本的な地盤工学的
特性を調べた。また，発掘時における両試料の状態と地盤工学的な特性から，古代道路の建設方
法や舗装の特性について考察した。本調査で実施した試験の一覧を表 -1 に示す。

３．試験結果と考察
3.1　発掘時における原位置の道路の状態
　試料 1 ならびに試料 2 のシンウォールチューブで採取した。試料 2 は砂ならびに礫を含んでいる
ために，写真 3 に示すように不撹乱状態で採取することができなかった。よって，試料 1 のみ計測した。
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不撹乱試料を採取すると同時に，試料の含水比を求めるためにそれの直近で試料をしている。測定
結果を表７に示す。試料採取地点毎に含水比が異なっており，空間的なばらつきがみられた。試料
1 では，最大で 38.0%，最小で 25.5% であった。試料 2 では，最大で 50.5%，最小で 32.6% であった。
写真 3 に示すように，シンウォールチューブから取り出した不撹乱試料は，試料 1 に試料 2 の細粒
分が混入している状態であったので，試料 1と試料 2 を明確に分けることが困難であった。ここでは，
シンウォールから抜いた状態で，試料 1と試料 2 を分けずに両端面を整形して寸法を測定し，湿潤
密度を求めた。このようにして得られた各地点の乾燥密度ρd と，観察時の状態の概略を表 -2 に示
す。乾燥密度ρd もばらつきが認められ，最大で 1.72g/㎤，最小で 1.42g/㎤であった。

3.2　古代道路材料の地盤工学的性質
　試料 1，試料 2 の各種物性試験ならびに粒度分析の結果をそれぞれ表９と第１０１図に示す。試
料１は細粒分が主体で 19.7% の砂分を含んでおり，日本統一土質分類によると高液性限界の砂質粘
土（CHS）に分類される。その下層の地山とされる試料 2 は，礫分を 9.4％，砂分を 39.4% 含んで
いる高液性限界の礫混じり砂質粘土（CHS-G）に分類される。試料 1 ならびに試料 2 の塑性限界は，
それぞれ 24.2%，35.4% であった。試料 1，試料 2 の自然含水比はそれぞれ 30.8% および 38.8%
であり，両試料ともに塑性限界より高い含水状態であった。
A-3 地点と M-1 地点から採取した不撹乱試料の蛍光 X 線分析と交換性陽イオンの溶出試験の結果
をそれぞれ表 -4，表 -5 に示す。同表では，地表面から15㎜毎に深度 45㎜までスライスカットして
測定した結果と，同様に深度 75㎜から150㎜までの結果を示している。A-3 地点では，深度 45㎜
までの Si あるいは Al の含有量と，深度 75㎜以深でのそれらの値が異なっている。これは，表層か
ら深度 45㎜までは試料 1，深度 75㎜以深では試料 2 の結果を示していると考えられる。両試料と
も Siと Al を主成分とする土である。また，化学的な固化に寄与するCa や Mg の含有量は少なかった。
Ca，Mg，Na の交換性陽イオンの溶出はほとんど無く，Mg については検出限界以下であった。これ
らの結果より，人為的に石灰等の固化材が添加・混合された土ではないと推察される。M-1 地点の
試料についても同様にいえる。これらより，この舗装と想定されている試料 1 の層において，舗装面
として高い支持力や強度を得るために，化学的な手法を用いた可能性は極めて小さく，締固めのみ
でそれらを得ようとしていたことが推察される。
試料 1と試料 2 の締固め試験の結果を第１０２図に示す。試料 1 の最適含水比は 33.3%，最大乾燥
密度は 1.362g/㎤であった。試料 2 の最適含水比は 37.4%，最大乾燥密度は 1.219g/㎤であった。
同じ締固めエネルギーのときに得られる最大乾燥密度は，試料 1 の方が大きかった。同図には A-2
地点における乱さない状態で測定した結果をプロットしている。A-3 地点のプロットはほぼゼロ空隙
曲線上にあり，限りなく飽和に近い状態であった。さらに，乾燥密度は，標準締固めエネルギーで得
られる締固め曲線よりもかなり上方にプロットされており，現代で定義されている標準締固めエネル
ギーよりも極めて高いエネルギーで締め固められていたと推察された。なお，A-2 地点等で乱さな
い試料で乾燥密度を測定しているが，シンウォールチューブ内には試料 1，2 の双方が含まれおり，
両試料を含んだ状態で乾燥密度が算出されていることに留意する。
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3.3　表層舗装材料（試料 1）の締固め特性と発掘時の状態について
　表８に示されるように，不撹乱試料で求めた乾燥密度は，第１０１図で示した標準締固め試験で得
られる最大乾燥密度より大きかった。そこで，より大きなエネルギーで試料 1 を締め固めた。そのと
きに得られる締め固め曲線を第１０３図に示す。ここで，締固めエネルギーをランマーの重量，落下
高さ，層数，１層当たりの締固め回数の積を試料の体積で除して定義すると，第１０３図に示される
最も上方に位置する曲線は約 2500kJ/㎥，下方の曲線は約 550kJ/㎥のエネルギーで締め固めら
れたことになる。大きなエネルギーで締め固めたときの最大乾燥密度は 1.52 g/㎤，最適含水比は
25.5% となった。また，乱した試料を採取した時点での自然含水比 30.3% 付近では乾燥密度は 1.45 
g/㎤となっており，原位置（不撹乱試料から求めた）の乾燥密度に近い値となった。試料 1 のゼロ
空隙曲線と原位置の乾燥密度より，建設当時は，少なくとも自然含水比よりも低い含水比の状態で
締め固められたと推察される。
路床や路体の道路土工の締固め管理では標準締固めエネルギー（約 550kJ/㎥）が用いられるが，
道路路盤では十分な支持力が要求されるために，路盤の締固めにはより大きな締固めエネルギー（約
2500kJ/㎥）が用いられる。第１０３図に示すように，当時の締固めエネルギーは，現代における路
盤の締固めエネルギーと同等かあるいはそれ以上であったと推察される。
試料 1 で構成される層が道路舗装の表層面であったと仮定すると，想定する交通荷重に対して十分
な支持力を発揮させることはもちろんであるが，粘性土の舗装であることに起因した降雨時の繰返し
作用する交通荷重による泥寧化や，水分蒸発に起因する乾燥収縮クラックの発生による支持力の低
下等を抑制するために，このような高い密度にする必要もあったのではないかと想像される。

参考文献
1) 土壌環境分析法編集委員会編：土壌環境分析法，pp.215-219，博友社，1997.
2) 地盤工学会：地盤調査の方法と解説，pp.274-279,2004．
3) 地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説，2009.
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写真１　調査地点の全景

第１００図　調査ポイントの概略図

 

写真‐1 調査地点の全景 

 

 

 
図-１ 調査ポイントの概略図 
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写真２　試料採取時の状況

(a) 掘削時の様子 

上部に試料 1，下部に試料 2 を確認できる。 

(b)不撹乱状態の試料 1の採取状況。 

(c)不撹乱状態の試料 2の採取状況。 

砂礫分を多く含んでおり不撹乱試料は採取できなかった。 

写真‐2 試料採取時の状況 

 
表-1 実施試験の一覧 

 実施内容 備考 

不撹乱試料 

1)試料採取：（地点）A-2，A-3，M-1，M-2，B-2 

2)湿潤密度試験，含水比試験 

3)蛍光 X 線分析，交換性陽イオン溶出試験 

3)は A-3 と M-1 地点で実施 

撹乱試料 

1)土粒子の密度試験，粒度試験，強熱減量試験 

2)液性限界試験，塑性限界試験，  

3)締固め試験 

 

原位置試験 動的コーン貫入試験 ※平成 22 年度に実施済み 

 
  

試料1（舗装）

試料2（地山）

シンウォール
チューブ

シンウォール
チューブ

表７　実施試験の一覧

実施内容 備考

不撹乱試料
１）試料採取：（地点）A-2，A-3，M-1，M-2，B-2
２）湿潤密度試験，含水比試験
３）蛍光 X 線分析，交換性陽イオン溶出試験

３）は A-3 と M-1 地点で実施

撹乱試料
１）土粒子の密度試験，粒度試験，強熱減量試験
２）液性限界試験，塑性限界試験
３）締固め試験，一軸圧縮試験

原位置試験 動的コーン貫入試験 ※平成 22 年度に実施済み
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写真３　不撹乱試料の状態

表‐2 各調査地点の不撹乱試料の状態 

地点 
含水比※ 湿潤密度 乾燥密度

備 考 
(%) (g/cm3) (g/cm3) 

A-2 27.05 2.00 1.57 表層から 7cm 程度まで粘土、それ以下は砂混じり粘土、深度

が増すにつれ砂の含有量が増える。 

A-3 32.25 1.94 1.46 表層から 7cm 程度まで粘土、それ以下は砂混じり粘土、深度

が増すにつれ砂の含有量が増える。 

M-1 27.49 2.01 1.61 表層から６ｃｍ程まで粘土、それ以下は砂が見られる。 

M-2 37.95 1.96 1.42 表層から８ｃｍ程まで粘土、それ以下は砂混じり粘土。 

B-2 25.51 2.17 1.72 表層から５ｃｍ程まで粘土、それ以下は砂混じり粘土、深度が

増すにつれ砂の含有量が増える。 
 ※不撹乱試料を採取した直近の土試料の含水比 

 
 

 

A-2 地点 

 

M-2 地点 

  

B-2 地点 

 

 

A-3 地点で採取した試料 2 の状態。砂，礫分が多く不撹

乱状態での採取が困難であった。 

写真‐3 不撹乱試料の状態 
 
  

表 8　各調査地点の不撹乱試料の状態

地点 含水比※
（%）

湿潤密度
（g/㎤）

乾燥密度
（g/㎤） 備　考

A-2 27.05 2.00 1.57 表層から７㎝程度まで粘土、それ以下は砂混じり粘土、深
度が増すにつれ砂の含有量が増える。

A-3 32.25 1.94 1.46 表層から７㎝程度まで粘土、それ以下は砂混じり粘土、深
度が増すにつれ砂の含有量が増える。

M-1 27.49 2.01 1.61 表層から６㎝程まで粘土、それ以下は砂が見られる。

M-2 37.95 1.96 1.42 表層から８㎝程まで粘土、それ以下は砂混じり粘土。

B-2 25.51 2.17 1.72 表層から５㎝程まで粘土、それ以下は砂混じり粘土、深度
が増すにつれ砂の含有量が増える。

※不撹乱試料を採取した直近の土試料の含水比
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第１０１図　試料１と試料２の粒径加積曲線

表-3 試料 1 と試料 2 の物性一覧 

 
 
 
 
 

 
図-2 試料 1 と試料 2 の粒径加積曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 

試料番号 試料1（①） 試料2（②）

土粒子の密度 ρs (g/cm3) 2.659 2.733
自然含水比wn (%) 30.8 38.8
液性限界wL (%) 72.1 82.2
塑性限界wP              (%) 24.2 35.4
塑性指数 IP                (%) 47.9 46.8
最大乾燥密度 ρdmax (g/cm3) 1.362 1.219
最適含水比wopt         (%) 33.3 37.4
強熱減量 (%) 11.0 11.0

地盤材料の分類名
砂質粘土

（高液性限界）
礫まじり砂質粘土
（高液性限界）
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表 9　試料 1 と試料 2 の物性一覧

試料番号 試料 1（①） 試料 2（②）

土粒子の密度ρs（g/㎤） 2.659 2.733

自然含水比 wn（%） 30.8 38.8

液性限界 wL（%） 72.1 82.2

塑性限界 wP（%） 24.2 35.4

塑性指数 IP（%） 47.9 46.8

最大乾燥密度ρdmax（g/㎤） 1.362 1.219

最適含水比 wopt（%） 33.3 37.4

強熱減量（%） 11.0 11.0

地盤材料の分類名 砂質粘土
（高液性限界）

礫まじり砂質粘土
（高液性限界）
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表１０　A-3 地点の蛍光Ｘ線分析結果ならびに交換性陽イオン溶出試験結果
（蛍光Ｘ線分析結果）

深度
（㎜）

Si Al Fe K Ti Ca Mg etc
wt（%）

0-15 52.9 20.6 18.2 3.3 2.4 1.1 0.9 0.6
15-30 51.8 22.5 17.3 2.9 2.2 1.0 0.9 1.4
30-45 55.6 22.0 13.6 3.0 2.3 1.2 0.9 1.4
75-90 48.6 26.3 19.4 1.7 1.9 1.0 0.6 0.5

135-150 3.98 28.3 26.9 1.1 0.5 0.8 0.4 2.2

（溶出試験結果）
深度

（㎜）
Ca Mg Na

（㎎ /L）
0-15 2 N.D. 0.1
15-30 2 N.D. N.D.
30-45 2 N.D. N.D.
75-90 2 N.D. N.D.

135-150 2 N.D. 0.1

表１１　M-１地点の蛍光Ｘ線分析結果ならびに交換性陽イオン溶出試験結果
（蛍光Ｘ線分析結果）

深度
（㎜）

Si Al Fe K Ti Ca Mg etc
wt（%）

0-15 57.7 18.8 14.8 3.7 2.3 1.0 0.9 0.8
15-30 59.7 18.7 11.9 4.4 2.7 1.2 0.9 0.5
30-45 55.5 18.5 16.2 3.8 2.4 0.8 0.9 1.9
75-90 49.6 23.3 19.3 3.1 2.3 1.2 0.7 0.5

135-150 45.7 22.7 24.8 2.3 2.4 0.8 0.6 0.7

（溶出試験結果）
深度

（㎜）
Ca Mg Na

（㎎ /L）
0-15 2 N.D. 0.1
15-30 2 N.D. N.D.
30-45 2 N.D. N.D.
75-90 2 N.D. N.D.

135-150 2 N.D. N.D.
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第１０２図　各試料の締固め曲線と不撹乱試料（Ａ－２地点）の乾燥密度

第１０３図　試料１の締固め曲線と不撹乱試料の乾燥密度との比較

 

 
図-3 各試料の締固め曲線と不撹乱試料（A-2 地点）の乾燥密度 

 
 

 
図-4 試料 1 の締固め曲線と不撹乱試料の乾燥密度との比較 
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図版19

１．カワラケ田遺跡２次
　　調査地遠景（東から）

２．Ⅲ－１区全景
　　（真上から）
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図版20

２．Ⅲ－３区全景
　　（真上から）

１．Ⅲ－２区全景
　　（真上から）

zuhan19-44-p160ato.indd   20 2013/11/12   15:11:11



図版21

２．Ⅴ区南側全景
　　（真上から）

１．Ⅴ区北側全景
　　（真上から）

３．Ⅵ区全景（真上から）
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図版22

２．３３～３５号掘立柱建
物跡（真上から）

３．３３号掘立柱建物跡
（東から）

１．３２号掘立柱建物跡
（南から）
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図版23

２．４７号掘立柱建物跡
（東から）

３．４８号掘立柱建物跡
（東から）

１．４４～４６号掘立柱建
物跡（北から）
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図版24

２．１号竪穴住居跡竃
　　（南から）

３．２号竪穴住居跡
　　（南から）

１．１号竪穴住居跡
　　（南から）
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図版25

２．３号竪穴住居跡
　　土器出土状況（東から）

３．４号竪穴住居跡
　　（北東から）

１．２号竪穴住居跡
　　土器出土状況（東から）
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図版26

２．６号竪穴住居跡
　　土器出土状況（東から）

３．７・８号竪穴住居跡
　　（東から）

１．６号竪穴住居跡
　　（南から）
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図版27

２．４４号土坑（北から）

３．４５号土坑（北東から）

１．４２号土坑（南西から）

zuhan19-44-p160ato.indd   27 2013/11/12   15:11:39



図版28

２．４７号土坑（西から）

３．４９号土坑（北から）

１．４６号土坑（東から）
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図版29

２．５５号土坑（東から）

３．５６号土坑（西から）

１．５４号土坑（南西から）
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図版30

２．５９号土坑（西から）

３．６１号土坑（東から）

１．５７号土坑（南東から）
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図版31

２．Ⅲ－1区道路跡
　　黒色土掘削後（南東から）

３．Ⅲ－1区波板状遺構
　　検出（南東から）

１．Ⅲ－１区道路跡
　　黒色土検出（南東から）
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図版32

２．Ⅲ－1区波板状遺構
　　検出（南東から）

３．Ⅲ－１区波板状遺構
　　検出（北から）

１．Ⅲ－1区波板状遺構
　　検出（南東から）
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図版33

２．波板状遺構完掘
　　（北から）

３．Ⅲ－１区東拡張全景
　　（西から）

１．道路跡完掘
　　（南東から）
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図版34

２．西側道路跡波板状遺構
検出（東から）

３．東側道路跡波板状遺構
検出（西から）

１．Ⅲ－２区西側道路跡
　　黒色土検出（東から）
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図版35

２．波板状遺構土器出土状況
（南から）

３．Ⅲ－２区東側道路跡
　　ベルト土層（東から）

１．Ⅲ－２区道路跡完掘（東から）
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図版36

２．Ⅲ－３区道路跡黒色土
検出（西から）

３．Ⅲ－３区道路跡完掘
（西から）

１．Ⅲ－３区道路跡検出
（東から）
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図版37

２．Ⅲ－３区道路跡礫検出
（南から）

３．Ⅲ－３区道路跡土器・
礫検出（南から）

１．Ⅲ－３区道路跡黒色土
検出（西から）
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図版38

２．波板状遺構完掘（東から）

４．波板状遺構完掘（東から）

１．波板状遺構検出（東から）

３．波板状遺構検出（東から）
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図版39

２．Ⅲ－３区東壁土層
　　（西から）

３．Ⅲ－３区道路跡
　　中央ベルト土層（南から）

１．Ⅲ－３区道路跡
　　土器出土状況（東から）
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図版40

２．Ⅲ－３区西壁土層
　　（東から）

３．Ⅲ－３区南壁土層
　　（西から）

１．Ⅲ－３区道路跡
　　中央ベルト土層（西から）
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図版41

２．Ⅵ区道路跡（東から）

３．Ⅵ区道路跡土層
　　（東から）

１．Ⅵ区道路跡（西から）
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図版42

カワラケ田遺跡２次調査　出土土器１　
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図版43

カワラケ田遺跡２次調査　出土土器２
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図版44

カワラケ田遺跡２次調査　出土土器３
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図版45

カワラケ田遺跡２次調査　出土土器４・瓦
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図版46

カワラケ田遺跡２次調査　瓦・土製品・石器
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図版47

カワラケ田遺跡２次調査　石器・石製品
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図版48

カワラケ田遺跡２次調査　石製品・金属製品・ガラス玉
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－ 161 －

　八ッ重遺跡２次調査

１．調査の概要

　八ッ重遺跡は祓川の東側、標高３５ｍ前後の中位段丘上に位置する。付近は英彦山山系から北東
方向に八手状に伸びた丘陵とそれらに挟まれる谷底平野からなり、西側には祓川によって形成され
た扇状地が広がる。椎田バイパスと今回の東九州自動車道など周辺の調査から、古代の官道が付
近を通っていたと考えられる。
　調査段階では予算の関係や未試掘の箇所があり、遺跡の広がりを明確に区分できなったため下原
七反田遺跡Ⅱ区としていた。報告にあたり、八ッ重遺跡２次調査と改称している。調査は現道を挟ん
で北側の下原３７７－１（約２７０㎡）と南側の下原３６９（約２２００）㎡を行った。
　調査はまず南側に着手し、平成２０年１１月５日にバックホーによる表土掘削を開始した。反転する
必要があるため、先に西側部分を掘削し、１２月１２日にはほぼ掘削が終了した。遺構面の清掃を行っ
た後、１６日にラジコンヘリによる空中写真撮影を行った。図面作成を行い、２２日からは再びバック
ホーを搬入し反転を開始した。２５日には人力掘削を再開し、翌２１年１月２９日には調査がほぼ終了
した。その後、カワラケ田遺跡２次調査のⅢ区の調査に入ったため、そちらの調査進捗にあわせて
２９日に２回目の空中写真撮影を行った。２月３日からバックホーによる埋め戻しを開始し、６日に終了
した。
　北側は、平成２１年４月７日にバックホーを搬入し、表土の掘削を開始した。その後作業員による
人力掘削を開始し、遺構密度が薄かったこともあり、５月１９日に終了した。
　調査区内の堆積土は地山が橙色土を呈しており、遺構の埋土が概ね黒褐色土である。
　遺構は椎田バイパス建設に伴う調査と同様、削平が著しくさほど多くない。出土遺物は主として弥
生時代～中世に属しており、土坑、溝などが検出されている。このうち２・３号溝は道路状遺構の可
能性がある。

２．土坑（図版５０、第１０５図）

　１号土坑（図版５０、第１０５図）
　調査区の北西側に位置しており、南北に長い不定形をなす。南北２．１５ｍ×東西１．０ｍ、深さ０．６
ｍの規模である。南側は３段、西側は２段、北側は１段のテラスがある。埋土は上層から下層にかけ
てほぼ水平に堆積する。打製石鏃１点が出土した。
　出土遺物（図版５２、第１０８図）
　１は打製石鏃である。凹基式で抉りは０．４㎝を測る。両面とも側面に細かな剥離を行うことで鋸歯
状をなす。先端がわずかに欠損する。黒曜石製である。

　２号土坑（第１０５図）
　調査区の北西側、調査区境に位置する。Ｐ１０に切られる。南北１．６＋αｍ、東西１．４ｍ、深さ０．４
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第１０４図　八ッ重遺跡２次調査遺構配置図（１/ ３００）
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第１０５図　１・２号土坑、Ｐ１・９実測図（１/ ３０、１/ ２０）

１　にぶい黄橙色粘質土
２　にぶい黄褐色粘質土
３　褐色粘質土
４　黄褐色粘質土、明褐色土ブロック混
５　明褐色粘質土
６　黄褐色粘質土、やや明るい

１　浅黄色粘質土
２　にぶい黄色粘質土
３　にぶい黄色粘質土、黒色粒子混　　P10
４　褐灰色粘質土
５　にぶい黄橙色粘質土
６　にぶい橙色粘質土　　　　　　　　２号土坑
７　橙色粘質土、黒色粒子混

１　黄褐色粘質土　
２　黄褐色粘質土、やや暗い
３　明褐色粘質土
４　黄褐色粘質土、やや明るい
５　明褐色粘質土、黄褐色土ブロック混
６　明褐色粘質土
７　褐色粘質土

�
�

�
�

─�
─�

p161-168.indd   163 2013/11/13   17:41:42



0 5m

調査区外

溝2

溝3 A

A′

第１０６図　２・３号溝実測図（１/１５０）
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ｍの規模である。中央および西寄りに
小礫が見られるが、全て浮いており、
２号溝に伴うものである可能性もある。
図化に耐えうる資料はなく時期等は不
明である。

　

３．溝（図版５０・５１、第１０４・
１０６・１０７図）
　　１号溝（第１０３図）
　　調査区北端に位置し、南北方向
　に流れる。長さ１２ｍ、幅０．６ｍ、　
　深さ０．１ｍである。ほぼ直線的に伸
　びる。図化に耐えうる資料はなく、
　土師器の小片が出土する。時期は
　不明である。

　　２・３号溝（図版５０、第１０６・
１０７図）
　　調査区北よりに位置しており、調
　査区の東端から西端まで伸びてお
　り、中央～南側では特に２本の溝間
　に２ｍ前後の平場が存在している。
　２・３号溝ともに、埋土や構造の類
　 似性などからここで一緒に報告す
　る。
　　２号溝は長さ３３ｍ、幅３．５ｍ、　
　深さ０．２ｍで、３号溝は長さ５０ｍ、
　幅４．５～６．０ｍ、深さ０．３５ｍであ
　る。ともに８ｍの現道下未掘部分を
　含む。両方の溝を合わせた幅は最
　大１２ｍを測る。八ッ重遺跡１次調
　査東区東側で検出された小谷とは

約７０°をもって接するものと考えら　れる。埋土は溝両方にまたがる上層が灰褐色粘質土、溝部分
上層が黒褐色粘質土、南側調査区にのみ認められる溝下層が黄褐色粘質土である。２・３号溝とも
に溝の底部に深さ０．１ｍ程度のピットや０．２ｍ大の小礫が配されている部分が認められた。
　出土遺物（図版５２、第１０８図）
　２～６は灰褐色土層出土、７～９は黒褐色土層出土、１０・１１は黄褐色土層出土、１２～１５は層位
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第１０７図　２・３号溝、小谷土層実測図（１/ ４０）
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不明である。２は須恵器短頸壺の肩部か。内外面ともに回転ナデを施す。３・４は須恵器高坏である。
脚部の上部のみが遺存しており、ナデを施す。３は外面に２条の凹線、内面にシボリの痕跡が見られる。
５は弥生土器甕の底部である。磨滅のため調整は不明である。６は白磁碗である。口唇部が突出し、
全面に施釉される。７は弥生土器甕の底部である。平底を呈し、外面は被熱により黒色を呈する。８・
９は鉢か。８は内面に刷毛を施し、外面は磨滅のために不明である。９は割れ口断面で内部が灰色、
外部が白色を呈する。小片のため不明だが、瓦質土器の鉢か。１０は須恵器の長頸壺か。胴部中央
付近が遺存していないものの、同一個体と考えられる。高台が内傾しており、内側が接地する。内
外面ともに回転ナデを施す。１１は瓦質土器の鉢か。内外面ともに摩滅のため調整は不明瞭だが、内
面に一部２条の条痕が見られる。すり鉢の可能性もある。１２は平瓦である。下面および一側面に端
部が残る。端部をケズリによって成形し、外面に横ナデ、内面に布目一部ケズリを施す。１３は磨製
石斧である。刃部付近のみが遺存する。側面に研磨を施すことでわずかに平坦面を作り出す。層灰
岩製である。１４は打製石鏃である。凹基式で抉りは０．２㎝を測る。先端をわずかに欠損し、裏面に
は主要剥離面が残る。
　出土遺物は弥生時代、８世紀、中世（１２世紀頃）と多くの時期のものが攪拌された状態で出土した。
時期は不明確であるが、８世紀頃に機能していたものが、中世頃まで谷として開口しており、遺物が
流れ込んだものか。

　４号溝（第１０４図）
　調査区中央に位置し、２号溝の肩部から南東方向に伸びる。長さ５．５ｍ、幅０．５ｍ、深さ０．０５ｍ
でところどころ切れるが、さらに１５ｍほど直線に伸びていた可能性もある。図化に耐えうる資料はなく、
土師器の小片が出土している。時期は不明である。

　５号溝（第１０４図）
　調査区中央西よりに位置しており、東西方向から約３０°南北に傾く。長さ１１ｍ、幅０．６５～０．７５ｍ、
深さ０．１ｍである。４号溝とほぼ直交する。図化に耐えうる資料はなく、土師器・須恵器の小片が出
土している。時期は不明である。

　６号溝（第１０４図）
　調査区中央北よりに位置しており、北東－南西方向に伸びる。長さ６．５ｍ、幅０．５～０．７ｍ、深さ０．
１５ｍである。７号溝を切り直交する。１．５ｍほど間隔を置いた北西側にも溝が認められ、さらに伸び
ていた可能性もある。図化に耐えうる資料はなく、須恵器の小片が出土している。時期は不明である。
　
　７号溝（図版５１、第１０４図）
　調査区中央北よりに位置しており、北西－南東方向に伸びる。長さ１４．５ｍ、幅０．４～０．７５ｍ、
深さ０．１５ｍである。６号溝に切られ直交する。図化に耐えうる資料はなく、陶磁器の小片が出土し
ている。時期は不明である。

　

－ 166 －
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－ 167 －

　８号溝（図版５１、第１０４図）
　調査区中央に位置しており、北西－南東方向に伸びる。長さ６．５ｍ、幅０．３～０．４ｍ、深さ０．０５
ｍである。９号溝と０．８ｍ間隔、７号溝とは約４ｍ間隔で並行する。遺物は出土していない。

第１０８図　出土遺物実測図（1・１５は１/１、１３・１４・１９は１/ ２、他は１/ ３）
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－ 168 －

　９号溝（図版５１、第１０４図）　
　調査区中央に位置しており、北西－南東方向に延びる。長さ７．５ｍ、幅０．３～０．４ｍ、深さ０．１５
ｍである。８号溝と０．８ｍ間隔で並行する。遺物は出土していない。

　ピット出土土器（図版５２、第１０８図）　
　１６・１７は須恵器の蓋である。口縁部がわずかに突出する。剥落しているもののボタン状の摘み
が付くものと考えられる。天井部外面には回転ヘラケズリ後ナデ、天井部内面には不定方向ナデ、
他は回転ナデを施す。焼成はやや不良で、重ね焼きの痕跡が認められる。１６はＰ１出土。１７はＰ９
出土。１８は須恵器壺の頸部か。内径２．３㎝を測り、内外面ともに回転ナデを施す。Ｐ２３出土。１９
は不明鉄片である。基部付近と考えられる端部のみが遺存しており、下部がやや細くなる。鉄鎌な
どになるか。

４．まとめ

　検出した遺構
　本遺跡では削平が著しく、住居跡等の遺構は発見されておらず、溝や土坑が検出されているのみ
である。このことから集落景観等の復元は難しく、集落としての呈をなしていたかどうかも不明である。
また１次調査においても同様に削平が激しい。試掘調査では東西両側に谷が入っていることがわかっ
ており、丘陵上には本遺跡のみが位置していたものと想定される。出土した遺物は弥生時代のほか、
８世紀代の土器が散見される。付近北側には官道が通っていたことが推定されており、関連性が示
唆される。

　２・３号溝について
　先に述べたように２・３号溝は１次調査東区東側で検出された小谷とは約７０°をもって接すると考
えられ、この小谷は位置と規模から官道である可能性がある。このことから本調査区で検出された２・
３号溝が道路である可能性について考えたい。
　２号溝および３号溝の南側床面では深さ１０㎝程度のピットや２０㎝大の小礫が連続して配されて
おり、芯々距離は約６０㎝である。これらは、道路状遺構でよく認められる波板状痕跡と類似してお
り、先に述べたように道路である可能性が指摘できる。しかしながら、埋土中に硬化した様子は認め
られず、周辺の調査状況等を勘案すると路面等は削平されて残っていないものと考えられる。
　現段階では、本書所収のカワラケ田遺跡の報告で、八ッ重遺跡１次調査東区東側で検出された
小谷が官道であることが示唆されていること、その官道と接して伸びていること、波板状痕跡様の遺
構が見られることから道路の可能性があることを指摘しておくのみに留めたい。また、これらの溝は２
号溝が幅３．５ｍ、３号溝が４．５～６ｍであることから、もし道路であれば、官道である可能性は低く、
官道に直交した脇道なようなものになると言える。
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図版49

１．八ッ重遺跡２次調査
　　全景（西から）

２．２・３号溝（小谷）
　　完掘状況（真上から）
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図版50

２．２・３号溝（小谷）
　　完掘（南から）

３．２・３号溝（小谷）
　　配石状況（南から）

１．１号土坑土層（南から）
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図版51

２．Ｐ１南土層

３．Ｐ９土器出土状況
　　（北から）

１．７~９号溝完掘
　　（東から）
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図版52

２．北側調査区２・３号溝
（南から）

３．八ッ重遺跡２次調査　
出土遺物

１．北側調査区全景
　　（東から）
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調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

呰
あざみ

見川
かわ

ノ
の

上
うえ

遺
いせ き

跡

２次調査

福
ふく

岡
おか

県
けん

京
みや こ

都郡
ぐん

み
み や こ ま ち

やこ町大
おお

字
あざ

呰
あざ み

見
40625 920081

33°
40′
46″

130°
59′
34″

2010．7．11
～ 10．20

970㎡
東九州自動
車道建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
呰見川ノ上遺跡 集落 縄文時代 竪穴住居跡 3 縄文土器 緑釉陶器 製塩土器 製塩土器

弥生時代 土坑 11 弥生土器 瓦器 土製品 緑釉陶器
古墳時代 水田状遺構 土師器 土師質土鍋 木製品
中世 溝状遺構 9 須恵器 石製品

不明遺構 7 陶磁器 瓦 金属製品

　遺跡の概要
古墳時代の竪穴住居跡と中世の土坑および水田を確認した。

カ
か わ ら け

ワラケ田
た

遺
いせ き

跡

２次調査

福
ふく

岡
おか

県
けん

京
みや こ

都郡
ぐん

み
み や こ ま ち

やこ町大
おお

字
あざ

呰
あざ み

見
40625

920083
（町番号）
920072
（県番号）

33°
40′
37″

130°
59′
42″

2008．12．17
～

2010．12．27
約 7000㎡ 東九州自動車道建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
カワラケ田遺跡 集落 古墳時代 掘立柱建物跡 16 弥生土器 瓦 土製品 道路跡
２次調査 道路 奈良時代 竪穴住居跡 7 土師器 石製品

土坑 23 須恵器 鉄製品
　 溝 6 陶磁器 鏡

道路跡 　

　遺跡の概要
７～８世紀の掘立柱建物跡と古墳時代前期・後期の竪穴住居跡を検出した。また集落跡の南側には古代の道路跡を検出した。
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せき

２次調査

福
ふく

岡
おか

県
けん

京
みや こ

都郡
ぐん

み
み や こ ま ち

やこ町大
おお
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下
しも

原
ばる 40625 920115

33°
40′
30″

130°
59′
52″

2008．11．5
～

2009．5．19
約 2500㎡ 東九州自動車道建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
八ッ重遺跡 集落 弥生時代 土坑 3 弥生土器 瓦 石器
２次調査 古墳時代 溝 9 土師器

奈良時代 須恵器

　遺跡の概要
古墳時代と奈良時代の土坑と溝を検出した。
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